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１，本日の会議に付した事件 

    議事日程に同じ 

 

 



 

          （午前９時５０分 開会） 

○議長（浅井正八君）  おはようございます。 

 ただいまの出席議員は１６名で、全員出席であります。よってこれより平成１７年第

２回斑鳩町議会定例会を開催いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 初めに、町長より議会招集のあいさつをお受けいたします。小城町長。 

○町長（小城利重君） 皆さん、おはようございます。 

 平成１７年第２回町議会定例会の開会に当たりまして一言ごあいさつを申し上げます。 

 本日は、当町議会定例会を招集いたしましたところ、議員皆様には、公私何かとお忙

しい中お繰り合わせの上ご出席を賜り、厚くお礼を申し上げます。また、平素は町政諸

般にわたり、格別のご支援とご高配を賜り、心から感謝を申し上げます。 

 さて、本定例会は、斑鳩町次世代育成支援地域協議会設置条例についてをはじめ４０

議案を本定例会に提出させていただいており、それぞれの議案につきまして、いずれも 

温かいご審議を賜りまして、原案どおりご承認いただきますようお願い申し上げます。 

 去る１月２０日から１月３１日までの５日間、凜巳、木田両監査委員には、平成１６

年度の定期監査等を実施していただき、その結果をご報告いただくことになっておりま

すが、熱心かつ厳正に監査を賜り、ここに深く感謝を申し上げますと共に、講評の中で

お受けいたしましたご意見や指摘事項等につきましては、今後の行政運営を進めてまい

ります中で、十分に配意し、さらに合理的、効果的な行政運営に反映させてまいる所存

であります。 

 また、私の政策目標であります「人にやさしいまちづくり」を基本理念として町政運 

営に邁進してまいりますので、一層のご理解、ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 なお、平成１７年度の施政方針及び提出議案の説明は後刻とさせていただきまして、

簡単ではございますが招集のあいさつとさせていただきます。どうもありがとうござい

ました。 

○議長（浅井正八君）  ただいまから議事に入ります。 

 本定例会の議事日程は、お手元に配付いたしております議事日程のとおりであります。

よってこれに従い議事を進めてまいります。 

 まず、日程１、会議録署名議員の指名を行います。 



 会議録署名議員には、会議規則第１２０条の規定により、議長において指名いたしま

す。本定例会の会議録署名議員には、１２番、木田議員、１３番、木澤議員を指名いた

します。両議員には、会期中よろしくお願いいたします。 

 続きまして、日程２、会期の決定についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。本定例会の会期を、本日から本月２３日までの２２日間と定める

ことについて、これにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅井正八君）  異議なしと認めます。よって本定例会の会期は、本日から本月２ 

３日までの２２日間と決定いたされました。 

 続きまして、日程３、建設水道常任委員長報告についてを議題といたします。 

 平成１６年第５回斑鳩町議会定例会において、建設水道常任委員会の閉会中における

継続審査とされましたことについての審査結果の報告を求めます。１６番、中川委員長。 

○建設水道常任委員長（中川靖広君） それでは、建設水道常任委員長報告をさせていた 

だきます。 

 １２月定例会後、閉会中の２月１６日に建設水道常任委員会を開会し、継続審査事案

をはじめ、その他所管事務に関する調査を行いました。その審査の概要についてご報告

を申し上げます。 

 まず初めに、継続審査案件であります公共下水道事業に関することについてを議題と

し、理事者側より説明を求めたところ、流域下水道事業の１月末時点の進捗状況として、

中継ポンプ場築造工事については、電気設備が９５％、機械設備が９８．５％の進捗率

であり、平成１７年３月の完成に向け順調に工事が進められている。 

 また、竜田川幹線管渠第４号工事である、「稲葉車瀬の発進基地から三郷町勢野東」

までのシールド工事については、現在、約９７％の進捗率である。 

 次に、町の公共下水道の進捗状況については、６月定例会で議決された、竜田北汚水

幹線１工区工事は、現在推進工事を中心に施工しているが、硬質地盤に遭遇し、現在の

状況から工期の延長が必要と判断し、工期延長に伴う契約変更の議決をお願いするもの

である。その他、６月定例会にて議決いただいた工事については、いずれも完了してい

る。 

 また、９月定例会で議決された第１工区－２工事については、推進工事が順調に進め

られており、１０月に入札した路線についても順調に進んでおり、いずれも年度内に完 



成出来る予定である。測量設計業務についても、同様に年度内に完了する予定である。 

 最後に、供用開始に向けての準備作業として、県からの処理開始通知が３月初旬にあ

り、供用開始の公示を３月１５日、３月３０日までの縦覧期間を経て、３月３１日より

供用開始する計画である。 

 供用開始予定区域の自治会に対しては既に説明会を完了しておりますが、回覧等でさ

らに啓発を行いたいと考えている、との説明を受けました。 

 本件について質疑をお受けしたところ、委員より、特段の質疑はありませんでしたが、

本件については、当委員会として、説明を受け、一定の審査を行ったということで終わ

りました。 

 次に、本定例会に提出が予定されている案件について、１つ、斑鳩町手数料条例の一

部を改正する条例について、１つ、斑鳩町下水道条例の一部を改正する条例について、

１つ、斑鳩町排水設備改造資金融資あっせん及び利子補給に関する条例の一部を改正す

る条例について、１つ、平成１６年度斑鳩町公共下水道事業特別会計補正予算（第２

号）について、１つ、平成１６年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事請負契約の変更につ

いて、１つ、平成１６年度斑鳩町水道事業会計補正予算（第３号）について、それぞれ

３月定例会に提出が予定されているということで、あらかじめ説明を受けたところであ

ります。 

 委員からは、手数料条例の改正について、違反広告物のパトロールや苦情処理などの

状況について分かる資料の提出が求められました。 

 また、公共下水道の請負契約の変更に関して、硬質粘土層が出たことで工期延長され

るが、設計段階におけるボーリング調査をどのようにされていたのかとの質問に、一般

交通や地下埋設物のないところを選定し、５０メートルから１００メートルを目安に、

現状に応じて調査を実施している。実際の施工では、調査結果と差が生じることが多々

あるが、請負者と十分協議し、また、請負者も独自に事前調査を行い、工法等の確認を

行っている、との答弁がありました。 

 次に、各課所管に関する報告事項については、まず、平成１６年度斑鳩町一般会計補

正予算（第８号）について、当委員会の所管するものについて、道路整備５カ年計画の

進捗について、それぞれ担当課より説明がありました。 

 委員からは、未登記道路整理事業に関連して、用地の寄付をもらう時は境界明示をき

ちんとすべきだと思うが、どう考えているのかとの質問があり、基本的には底地の関係



について整理をしていただいたもので寄付を受けるのが当然と考えているとの答弁があ

りました。 

 また、その他については、委員より、１つ、水道事業運営方針（案）について、１つ、

新御幸橋の右折レーンについて、１つ、昭和橋の右折レーン工事について、１つ、町営

住宅の結露現象について、それぞれ質問がありましたが、理事者より一定の答弁がなさ

れております。 

 以上が、閉会中におけます当委員会にかかわります審査事案の主な審査の概要であり

ますが、詳細につきましては会議録に整理をさせていただいておりますのでご覧いただ

きますようお願い申し上げます。ご清聴ありがとうございました。 

○議長（浅井正八君）  次に、日程４、厚生常任委員長報告についてを議題といたします 

。 

 同じく閉会中における厚生常任委員会の審査結果についての報告を求めます。１２番、

木田委員長。 

○厚生常任委員長（木田守彦君） それでは、厚生常任委員長報告をさせていただきます 

。 

 １２月定例会後、閉会中の２月１７日に厚生常任委員会を開会し、継続して調査中の

事案等についての審査を行いました。その審査の概要についてご報告をいたします。 

 初めに、継続審査事案のうち、（仮称）総合福祉会館整備事業についてを議題とし、

理事者側より説明を求めたところ、本施設の早期建設に向けまして慎重に取り組んでい

るところで、本施設の建設は、本町の重点施策でありますことから、今年度末までに建

設用地の選定などがまとまりますよう、全力を挙げて努力してまいりたいと考えており

ます。今後、建設用地の選定などがまとまりましたら、当常任委員会にご報告を申し上

げ、対応を図ってまいりたいと考えております、との説明がありました。 

 委員より特段の質疑はございませんでしたので、本件については、説明を受け、一定

の審査を行ったということで終わりました。 

 次に、本定例会に提出が予定されている案件、１つとして、斑鳩町次世代育成支援地

域協議会設置条例について、２つとして、斑鳩町障害者福祉計画運営協議会設置条例に

ついて、３つとして、斑鳩町母子医療費助成条例の一部を改正する条例について、４つ

として、斑鳩町老人医療費助成条例の一部を改正する条例について、５つとして、斑鳩

町乳幼児医療費助成条例の一部を改正する条例について、６つとして、平成１６年度斑



鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）について、７つとして、平成１６年

度斑鳩町老人保健特別会計補正予算（第３号）について、いずれも３月定例会に提出が

予定されているということで、あらかじめ説明を受けました。 

 委員からは、次世代育成支援地域協議会や障害者福祉計画運営協議会の委員構成につ

いて、それぞれの制度や法律等、専門的知識が重要になってくるので、そういった点を

考慮するようにとの意見がありました。 

 続いて、各課報告事項でありますが、平成１６年度斑鳩町一般会計補正予算（第８

号）についてのうち、当委員会所管に属するものについて、ビニールごみリサイクル処

理について、人間ドック等について、それぞれ担当課より説明がなされたところであり

ます。 

 最後に、その他として、委員より、１つ、いきいきの里の利用者について、１つ、自

動車リサイクル法に関する住民からの問い合わせについて、１つ、障害者の方等への窓

口対応について、１つ、厚生年金奈良いかるが荘について、それぞれ質問がありました

が、理事者より一定の答弁がなされております。 

 以上が、閉会中におけます当委員会の審査の概要であります。詳細につきましては会

議録に整理させていただいておりますので、ご覧いただきますようお願い申し上げます。 

 これをもちまして、厚生常任委員長報告を終わらせていただきます。ご清聴ありがと

うございました。 

○議長（浅井正八君）  次に、日程５、総務常任委員長報告についてを議題といたします 

。 

 同じく閉会中における総務常任委員会の審査結果についての報告を求めます。２番、

松田委員長。 

○総務常任委員長（松田 正君） 去る２月１８日午前９時から、総務常任委員会を開き 

、閉会中における総務常任委員会の所管に係る事案につきましての執行状況についての

報告、説明を受け、必要な審査を尽くしてまいりましたので、その概要について報告を

いたします。 

 会議を始めるに当たって、町長は冒頭の挨拶の中で、「斑鳩町政治倫理審査会委員の 

選任手続」について説明し、理解が求められたことを申し述べておきたいと思います。 

 当日の会議で付議をされました事案は、継続審査事案１件の外、３月定例議会で付議

予定議案のうち、総務常任委員会の所管にかかわります事案８件と各課報告事案５件で



ありました。以下、順次申し述べてまいりたいと存じます。 

 継続審査事案であります「斑鳩町における歴史的史跡等の発掘調査、整備に関するこ

とについて」であります。 

 まず最初に、史跡藤ノ木古墳の整備についてですが、墳丘南西部の宝積寺跡の確認を

目的とする第６次調査の準備が整い、近く着手出来ることになったことや、藤ノ木古墳

の石室公開を基本とする保存整備の方針を決める検討委員会を３月中に開催出来るよう

調整中である、との説明。また、中宮寺史跡地の公有化について、１６年度予定の地権

者８名のうち、７名についての手続はすべて完了しており、残る１名についても３月末

までには手続完了の見込みであるとの報告を受けました。 

 また、駒塚古墳の調査についても計画どおり進められており、法隆寺南大門前の東側

広場整備に伴う発掘調査については、若草伽藍跡の区画溝と考えられる遺構の解明を目

的として、調査範囲を拡大し現在調査中であるとの報告を受け、総務常任委員会は、こ

れら一連の取り組みについての報告を了承されました。 

 次に、３月議会で付議予定議案のうち、総務常任委員会の所管にかかわります事案に

ついての説明を受けました。その事案は次のようなものであります。いわゆる、常勤職

の給与減額及び特別職、一般職の日当旅費、手当等の廃止ないし減額措置を図るための

条例改正案４件と、平成１６年度斑鳩町一般会計補正予算（第８号）及び五条市と西吉

野村、大塔村の合併に伴う関係団体の数の変更及び規約の改正等３件であります。 

 人件費の削減措置をめぐる条例案について、若干の質疑もありましたが、これらの議

案が３月定例議会に付議されることについて、総務常任委員会は説明を受けたというこ

とで承知をいたしました。 

 各課報告事項について申し上げます。 

 報告事項の１つは、「給料等の支給に関する規則の一部を改正する規則」についてで

あります。人件費、旅費に関する削減条例等の一部改正案とも関連するものであること

から、一括して取り扱うことといたしましたので、ここでの報告は省略させていただき

たいと存じます。 

 報告事項の２、斑鳩町資金管理並びに運用基準の一部改正についてでありますが、こ

れは今年４月にペイオフ、金融機関が経営破綻した場合、預金の払い戻し保証額を元本

１，０００万円とその利息までとする措置でありますが、全面解禁となることに伴う措

置として、「決済用預金制度」（利息がつかない、いつでも払い戻しが可能、口座振替



や送金などの決済に使えるの３条件を満たす預金で４月以降も全額保証される）の活用

を図り、資金管理と運用の適正化を図るということであり、この改正については了承さ

れました。 

 次に、報告事項３、斑鳩町財政健全化についてでありますが、別紙の内容で「斑鳩町

財政健全化検討住民会議」を設置し、８月頃までに検討結果を求め、１８年度の予算編

成、施策の実行に役立てたい、という趣旨の説明でありました。複数の公募があった場

合の選出方法や、会議設置で効果が期待出来るか等について、若干の質疑がありました

が、最終的に町側が財政健全化について住民検討会議を設置するとの意思の表明があっ

たということにとどまりました。 

 報告事項４、斑鳩町土地開発公社の経営健全化についてでありますが、別紙内容の

「土地開発公社の経営健全化に関する計画」が提示をされ、一定の説明が行われました

が、公社所有地の詳細な資料の提示が求められたこともあり、引き続き協議をすること

といたしました。 

 報告事項５、斑鳩町児童生徒就学援助要綱についてであります。これまで国庫補助金

である「要保護及び準要保護児童生徒援助費補助金交付要綱」に基づき、交付事務を行

ってきたが、同補助金のうち準要保護児童生徒に対する補助分が三位一体の改革による

国庫補助負担金の廃止削減の中で、平成１７年度から廃止されることになりました。し

かし、斑鳩町ではこれらの補助事業を継続することとしたことにより、斑鳩町における

就学援助事業の実施方法を定める必要が生じたと、その制定要旨が述べられました。 

 なお、就学援助事業については、教育基本法及び学校教育法の規定により、市町村が

主体となって実施することが定められており、補助金が縮小されても、税源移譲される

ことになっているので、町の単独事業として実施していくことにいたしました、との説

明であります。総務常任委員会は、この要綱の制定と予算措置について承知することと

いたしましたので、よろしくご理解を得たいと存じます。 

 以上が、閉会中における総務常任委員会の審査事項についての概要報告であります。

よろしくご理解をいただきますようお願いし、報告を終わります。 

○議長（浅井正八君）  次に、日程６、都市基盤整備特別委員長報告についてを議題とい 

たします。 

 同じく閉会中における都市基盤整備特別委員会の審査結果についての報告を求めます。

８番、坂口委員長。 



○都市基盤整備特別委員長（坂口 徹君） それでは、都市基盤整備特別委員会委員長報 

告をさせていただきます。 

 閉会中の２月１８日に、都市基盤整備特別委員会を開催し、継続審査案件について審

査を行いました。その審査の概要についてをご報告させていただきます。 

 初めに、継続審査案件であります都市計画道路の整備促進に関することについてのう

ち、いかるがパークウェイについて、前回の委員会以後の経過及びその対応についての

説明を受けました。 

 稲葉車瀬地区の用地買収の進捗は、被買収者については進捗率５６％、筆数では６

２％、面積は、精査した結果、１万４，７３４平方メートルで、進捗率７０％である。

これまで主に農地を中心に用地買収を進めており、今後建物の所有者にも移転等の補償

額を提示させていただき、具体的な交渉に入っていただく予定となっている。 

 また、小吉田のモデル区間については、昨年３月３日に供用を開始されて１年を経過

しようとしているが、多くの方に利用していただいており、また、ボランティアサポー

ト「桂の会」の方々による清掃等の活動により、美しく維持されている。モデル区間で

は、供用後住民に実際に道路を利用していただき、その評価もあわせて聞いていただく

ということで、今後、他区間へのパークウェイ事業推進時の参考にさせていただきたい

と考えている。その参考のためのアンケートについて、どのような方法で実施していく

のかは、現在国で検討を願っている。まとまれば、パークウェイ推進協議会の中で検討

をいただいた上で、出来れば年度内にアンケートを住民の皆様方に配布させていただき

たいと考えている。 

 次に、三室交差点の通称鬼坂と言われているところでの代替地提供については、昨年

の１２月２７日に土地開発公社と地権者により売買契約が調印された。地権者から代金

の納入も済まされており、所有権移転登記も完了している。秋には移転していただき、

その後事業用地が国に引き渡された後、町道の拡幅整備を予定している。 

 また、国道２５号線の昭和橋の右折レーンについて、年度内の完了を目標に、現在進

められているところである、との報告がありました。 

 本件について、委員より、４００メートルモデル区間の交通量調査について、アンケ

ート調査の対象者について、整備に関する地元地区からの要望について、国道２５号線

沿いの住宅展示場予定地の歩道について、それぞれ質問がありましたが、理事者より一

定の答弁がなされております。 



 当委員会としては、説明を受け、了承をしたということで終わりました。 

 次に、法隆寺線について、現状についての説明を受けました。 

 前回委員会で工事着手の予定について報告した２件の工事の状況ですが、龍田南２丁

目地内においては、現在の進捗率が８０％、小吉田２丁目の工事については進捗率が６ 

０％で、いずれの工事も工期内に完成して、供用をしていきたいと予定している。 

 用地買収についての状況は、龍田南２丁目地内におきまして、１件の土地家屋の所有

者との交渉がまとまり、買収地所有者が隣接地を代替地として希望され、隣接地所有者

も了承をされたことから、土地開発公社、買収地の地権者、代替地の提供者との３者契

約で調印したところである。 

 また、これまで事業に反対の意向を示されていた、一人の地権者の方とも交渉を重ね、

２月１５日も交渉をして、まずは土地の調査、家屋の補償額の算定のための調査に着手

をさせていただくことで、ご了解が得られたのではないかと思っている。３月末頃に再

度協議させていただくということで調整をしている。 

 また、全体の用地買収の状況は、被買収者では８３％の進捗、筆数では８１％の進捗、

面積的には７９％の進捗となっている。 

 なお、昨年度に取得した小吉田２丁目の用地については、今年度に一般会計で清算す

る予定をしているが、今年度に取得いたしました龍田南の事業地については、移転先の

住居が完成した後に土地の引き渡しを受けるので、今年度、清算出来ないため、繰越明

許の設定をお願いする、との説明がありました。 

 本件については、委員より特段の質疑がありませんでしたので、当委員会としては、

説明を受け、了承をしたということで終わりました。 

 次に、その他路線について、法隆寺門前線の現状について説明を受けました。 

 県が進めている法隆寺門前線の整備は、植栽時期の関係により残っていた一部の植栽

帯での植栽、そして町の広場事業の発掘調査の関係で残っていた東側広場との境界部分

の工事が現在進められている。年度内には門前街路整備事業も完了することとなってい

る。 

 そして、平成１６年５月２８日に収用採決等取り消し訴訟といたしまして、控訴され

ていた件については、大阪高等裁判所におきまして、これまで３回の審議が行われ、２

月１６日に、事業目的は法隆寺を訪れる参拝客、観光客の交通安全と法隆寺を参拝、観

光を目的とした車両交通の混雑の緩和及び周辺道路の円滑な交通の確保、並びに観光資



源としての法隆寺周辺の環境整備という公共性の高いものであり、事業により多くの参

拝客、観光客等の交通安全の利益を享受することが明らかである等のことから控訴を棄

却するとの判決の言い渡しがありました。 

 なお、町の法隆寺門前東側広場整備は、発掘調査の関係で遅れていますが、発掘調査

完了後、速やかに着手出来るよう、今月中に発注して、秋の観光シーズンまでに整備を

完了したいとの説明がありました。 

 委員からは、国道２５号線の三室交差点から昭和橋までの間の都市計画決定の変更と

拡幅について質疑がありましたが、理事者より一定の答弁がなされております。 

 本件については、当委員会として、説明を受け、了承したということで終わりました。 

 続きまして、２件目の、ＪＲ法隆寺駅周辺整備事業に関することについて、担当課長

の方から説明を受けました。 

 前回の委員会以降の進捗についてですが、設計業務の年度内完了が見込めないため、

３月定例会に繰越明許費の設定をお願いする。 

 次に、駅構内の配線変更工事につきましても工事の進捗が遅れており、今年度予定し

ている工事の完了が見込めないため、設計と同様に繰越明許費の設定をお願いすること

としている。 

 なお、町としては、ＪＲに対し、来年度予定の自由通路本体工事のスケジュール等に

影響が及ばないよう設計及び配線変更工事等が速やかに完了出来るよう申し入れている。 

 次に、周辺道路計画の関係は、昨年、新家地区におけるアクセス道路の関係について

地権者への説明会を開催した。説明会では、前回委員会で提示した１８メートルのシン

ボルロード計画、（仮称）法隆寺駅前線に整合した道路計画（案）により説明を行った。

シンボルロード計画による１８メートル幅での用地協力をお願いした。代替地の確保等

を条件に出されている方や、シンボルロード計画のルート設定の見直しをしない限り協

力出来ないと難色を示されている方もあり、ルート上の全地権者との合意形成を図れる

よう努めているところである。 

 次に、駅北口広場及び北口広場から踏切方面への道路計画に伴い、今後、関係者と立

会等を実施する予定となっている。 

 次に、駅周辺整備に係る一般会計補正予算について、まず繰越明許費の補正でありま

すが、ＪＲ法隆寺駅周辺整備事業は、駅舎自由通路設計及び法隆寺駅構内の配線変更工

事の進捗状況から見て、今年度に予定していた詳細設計、配線変更工事の完了が見込め



ないなどから、２億８，８６６万円をお願いする予定である。 

 次に、債務負担行為の予算の補正について、ＪＲ法隆寺駅駅舎橋上化工事負担金は、

ＪＲが負担する橋上化負担金相当額の９，９５６万４，０００円を、ＪＲから町へ納入

されるということで債務負担行為の予算１４億７，０２１万８，０００円を計上してい

たが、ＪＲとの協議の結果、町が負担すべき橋上化負担金とＪＲの負担金を相殺するこ

ととなり、債務負担行為の額を１４億７，０２１万８，０００円からＪＲ負担金相当額

を控除し、１３億７，０６５万４，０００円に減額することとした。また、このうち、

配線変更工事にかかる事業費４億４，４９３万円については、起債申請において補償金

であることを明確にして予算処理する必要が生じ、債務負担行為の予算をＪＲ法隆寺駅

配線変更工事補償金を４億４，４９３万円として追加し、ＪＲ法隆寺駅駅舎橋上化工事

負担金を９億２，５７２万４，０００円に変更する予定をしている、との説明を受けま

した。 

 委員より、意匠による事業費の増額について、（仮称）法隆寺駅前線の整備に伴う周

辺道路の整備についてなどの質問がありましたが、それぞれの理事者より一定の答弁が

なされております。本件につきましても、当委員会として、説明を受け、了承をしたと

いうことで終わりました。 

 以上が、閉会中における当委員会の審査概要であります。詳細につきましては、会議

録に整理しておりますので、ご覧いただきたいと思います。 

 これで委員長報告を終わりたいと思います。ご清聴ありがとうございました。 

○議長（浅井正八君） 次に、日程７、報告第３号 監査結果報告についてを議題といた 

します。 

 巳代表監査委員の報告を求めます。 巳代表監査委員。 

○代表監査委員（ 巳忠次君） それでは、平成１６年度定期監査の結果についてご報告 

を申し上げます。 

 お手元にお持ちいただいております定期監査結果報告書に記載してあるとおりでござ

いますが、地方自治法第１９９条第４項の規定、並びに町の条例、及び町監査規定によ

ります定期監査でございまして、去る１７年１月２０日から１月３１日までの間に実施

いたしました。監査実施の対象部門、あるいは対象範囲、そういったものは記載のとお

りでございます。 

 監査の目的及び着眼点でございますが、これは町の監査規定第２９条によりそれを明



らかにするようにというふうになっておりますので、監査の目的、着眼点でございます

が、地方自治法第１９９条第３条によりますそういった要点４点と、それから事務の執

行と経営に係る事業の管理の適否を確かめるために、各部、各課より会議室に来室いた

だきまして、質問、あるいは説明を聞く、あるいは書類を閲覧する、そしてまた帳簿突

合、あるいは計算突合、証憑突合等の通常の監査手続を実施して監査をいたしました。 

 

 監査の結果は４ページに記載のとおりでございまして、監査の対象となった各局部課

の予算に係る財務に関する事務は、適正に執行されているものと認められました。また、

帳票、証憑の管理、内部統制も良好に働いておりまして、各会計の数値は正確に記帳さ

れているものというふうに認められました。 

 ４ページの中ほど以下は、監査の結果の概要であります。少し補足しながら説明を追

加しておきたいと思いますが、まず一般会計の状況であります。記載のとおり、１６ペ

ージ、１７ページに歳入、歳出の執行状況が表に示されておりますが、一般会計は予算

の執行率が６９．３％でございまして、前年の６４．８％から執行率が４．５ポイント

上昇いたしております。これは、そこの１６ページの表１を見てもらったらわかると思

うんですが、大口の歳入予算であります町債の執行率が、前年は６．６％であったもの

が、当年度は３４．１％と執行率が上がっておる。それから、そこに、５ページの一番

上のところに書いてありますように、固定資産税、それから都市計画税の大口の滞納の

納付があった、こういったことが歳入の執行率を少し押し上げた主因であろうかと思い

ます。 

 町税の収納状況については、２６ページに表９というところで示してあるのでござい

ますが、町税の収納率は、２６ページ、別表９の真ん中の下のところのとおり、前年の

同期、平成１６年１２月３１日、両方とも１２月３１日現在でありますが、平成１５年

度は収納率が７１．５％であったものが、今申し上げましたように、大口の滞納の納税

があったりしまして、７２．５％、１ポイント上昇しております。町税の収納率は上が

っておりますが、町税収入の絶対額は、わずかでありますが減少しております。それ以

上に町税の歳入の予算が下がっておるので、結果的に収納率が少し上がったと、こうい

ったような状況でございます。 

 それから、歳出についてでございますが、歳出も１７ページの表のとおりでございま

すが、款目ごとには執行率色々とばらつきがあるわけでございますが、全体では、平成



１５年度の５６．９％から、こちらの方も５９．９％と３ポイント執行率が上昇してお

ります。これも、先ほどと同様に、そこの大口の予算であります公債費が、７１．５％

から８０％に８．５％上がっております。これが主な原因であろうかと思われます。そ

れ以外の事項につきましては、記載のとおりでございまして、お読みいただければわか

るかと思われます。 

 それから、その次に７ページの真ん中以下、国民健康保険事業特別会計でございます

が、こちらの方も１８ページ、１９ページの表２のところで歳入歳出の予算の執行状況

が出ておるわけでございますが、歳入の方は執行率が前年の５６％から５１．４％、４．

６ポイント下がっております。また、歳出の方も、７２．３％から７０．４％と１．９

ポイント下がっております。 

 歳入の方は、全体的に純額では１億４，０００万ほど増加しておるんでございますが、

主たる歳入であります国民健康保険税、それから国庫支出金、これらはほぼ前年度と執

行率に変動はございません。療養給付金、それから共同事業交付金、これらにつきまし

て若干執行率が下がっておる、そういったことから歳入の執行率が下がっておるんだろ

うというふうに思われます。 

 それから、歳出の方でございますが、一番大きな歳出であります保険給付費が７４．

５％から７１．２％、３．３ポイント下がっておるのが大きな歳出の執行率が下がって

いる原因であります。しかし、保険給付費につきましては年々増加してきておりまして、

執行率はそのように下がっておりますが、支出額の絶対額は前年に比べまして約７，５

００万円増加しております。国民健康保険事業特別会計については、後ほどもう少しま

たお話ししたいと思います。 

 それから、老人保健特別会計、それから大字龍田財産区特別会計につきましては、記

載のとおりでございます。 

 公共下水道事業特別会計につきましては、歳入と歳出に執行率が相当変動があります

が、年度末にはほぼ予定どおり執行される見込みでございます。 

 それから、介護保険事業特別会計は記載のとおりでございます。 

 水道事業会計でございますが、ほぼ順調に推移をいたしておりまして、過年度に私の

方で指摘いたしました既に廃棄済みの資産、配水管等の廃棄済みで、実際には資産がな

いにもかかわらず資産として帳簿上残っておるといったものも、本年度にすべて除却さ

れる、すべて資産減耗費として当年度処理される予定でございまして、適正に執行され



ておる。 

 それから、損益状況でございますが、若干の利益が出て推移しておりまして、最終に

決算は前年並みぐらいで、少し黒字で終えられるのではないかというふうに見込まれま

す。 

 それから、財産管理の状況でありますが、当年度は町で保有しておられます車両の維

持管理につきまして少し掘り下げて検討させてもらいましたんですが、特に問題となる

点はございません。適正に資産が維持管理されているというふうに認められるというこ

とでございます。 

 それから、１１ページ以下の報告に添える意見でございますが、これは例年どおり意

見でありまして、決して不正があったとか、あるいは間違いがあったとか、こういった

ことは問題であるというようなことではございません。こういったような見方、こうい

った視点から見ると合理的というふうに思われるんだけれども、特に将来において色々

検討していかれる時に参考にされてはどうかというような意味の意見でございます。 

 まず、第１番目の町内産業の支援についてでございますが、これは後ほど財政援助団

体の監査の報告を申し上げますが、その際にもう一度また申し上げるわけでございます

が、斑鳩町は文化都市ということでございまして、余り工業はそう発達してこなかった。

伝統的な小売業中心の商業が多かったのではないかと思われるんですが、色んな商工政

策、そういった商工業の支援でございます。そういったことについてずっと商工会を通

して補助措置をなさっておるんでございますが、ちょっと長年同種の画一的単純なサー

ビス業務が中心になって、本当の企業の指導育成、あるいはこういった時期でございま

すから、事業を転換していくと、そういったような町内産業が衰退化していくのについ

てどうしていくかというようなことについては、どうお考えになっているのかというこ

とでちょっと申し上げておるわけでございます。 

 ちょっと真ん中の辺を読んでみますが、「商工会を通しての町内商工業者支援は各種

の代行業務を中心とした伝統的な低廉安価の単純サービスを実施することで終始してお

り、指導育成とはほど遠い内容となっている。」要するに、社会保険事務の代行である

とか、あるいは記帳代行サービスである、こういった代行サービスが非常にウエートが

高い。それでは本当の指導育成になるのか。一時やむえ得ず緊急的にそういったことを

なさっていた。長期的にそればっかりでいいのかどうかというような意味でございます。 

 「その結果、商工会組織の運営そのものが今や資金の収支バランスを欠き、積み上げ



てきた貯えを取り崩して凌いでおり、また、先述の代行サービス業務はほとんど民間事

業者の業務範疇に属するもので、それらとは競合の関係にあるものばかりである。」と

いうふうに、そういった代行業というのは専門業というか、民間で行える事業でありま

して、そういった点から色んな補助措置があって、それで結局安いそういったサービス

をするということがいいのかどうか、民間事業者、民間でそういった代行サービスがあ

るのに、そういった競合をする、補助をして競合させるということはいいのかどうかと

いうようなところでございます。 

 「特別の法律により設立され行政の保護も受けた特殊な団体が民間業者との競合にあ

るような業務を何の疑問も抱くことなく続けてきたため、町内事業者に真の自立、競争

力を身につける努力を放棄させてきたのではないだろうか。」 

 商工会の運営が窮状になりつつある今、根本的にこの施策の見直しを図り、例えば各

種研究機関や構造変化対応の助言業務を行えるような業者との提携を行うなどをして、

町内事業者の存続発展の方途を考え出していくような指導育成強化を目的とした本質的

な業務、そういったものを方向転換をしていくようなことを考えなければならないので

はないか、そういったようなことでございます。 

 それから、２番目の幼稚園費のことでございますが、これは少子化で幼稚園の園児数

は減ってきて、非常に稼働率が低いといいますか、定員にとても満たないような状況で

運営しているわけでございますが、町の教育費の幼稚園費と私立幼稚園の運営費、これ

を比較して分析した、その結果をちょっとそこに書かしていただいたわけでございます。

ちょっと読んでみますが、１１ページの下のところでございます。 

 平成１６年度予算ベースでの町立幼稚園費は１億４，１７２万７，０００円で、平成

１６年５月１日の町立幼稚園の在籍園児は３０４人で、１人当たりで換算しますと、１

人年間４６万６，２０７円、幼稚園費を、園児１人に要しておるということでございま

す。 

 一方、町内私立幼稚園の平成１５年度計算書類によりますと、年間の運営経費は８，

９２４万２，０００円で、在園者数２８８人で割りますと、１人当たり３０万９，８６

８円で、１５万６，３３９円、私立の方が低いコストで運営が行われている。 

 しかも、この１人当たり３０万９，８６８円の中には、町の会計は収支会計でありま

して、資金収支だけが、資金として出ていったものだけが運営費ということになるんで

ございますが、私立の場合は発生主義のいわゆる会計でございまして、現金支出でない



ものも費用に出ておりまして、例えば減価償却費であるとか、あるいは資産の処分損で

ありますね。要するに資産に上がっているものを廃棄する時に損失として落とす、そう

いった資産の処分損。 

 それから、奨学費といいまして、これは県から園児１人１万３，０００円という補助

が出ておりまして、それを幼稚園の方では一旦収入に計上してもう一回費用として出し

ておるという、そういった費用。 

 それから、スクールバスを運行しておりまして、それを本人負担を徴収しております

が、それを超えてバスの運営費を外部に支払っておる、そういった運営維持費、こうい

ったものが、減価償却費が１，０５２万９，０００円、それから奨学費が３７４万４，

０００円、それからバス維持費が１２１万１，０００円、合計約１，５５０万足らずの

そういった費用がありまして、そういったものを引きますと、これらを除外すれば、年

間運営費は園児１人当たり２５万６，０８７円となり、町立と私立とのその差は２１万

１２０円と広がる。２５万６，０８７円対４６万６，２０７円は、要するに私立は町立

幼稚園の費用の５５％で運営が行われているようになっております。ということでござ

います。 

 内容を細かく費目別に見ますと、人件費は園児１人当たり町立は４２万８，４５４円、

私立は１８万３１３円で、町立の方が２．３倍人件費が多くかかっておる。それから、

その他の費用、人件費以外の費用でございますが、こっちの方は逆に町立の方が半分で

済んでおるというような、大方は人件費なんでございまして、１人当たり町立４６万何

ぼのうち４２万何ぼが人件費でございますから、ほとんどの費用が人件費ということで、

人件費の差が大きくなっておる。 

 これは、幼稚園の人的組織構成が、町立の場合は教員が全部で３園で１８名、これは

園長先生が小学校と兼務なさっておられますので、除いての数字でございます。園児１

７人に１人の割合で教員が配属されておる。それから、３園ありますために職員は３人

要る。そうすると、園児１０１人に１人がかかる。私立の場合は、教員が園長を入れて

１３名で、園児２２人に１人と。職員は全部を１人で賄っておりますので、２８０人に

１人というふうになります。教員については、１人当たりの平均担当園児数が私立の方

がやや多く、職員も町立の方が多い、こういうふうになって、私立と人員構成で大きな

差を見せている。 

 人件費の差は、結局教職員の配置人員の差と、年齢構成が比較的低い私立と高齢化の



進んでいる町立との開きに起因しているものと思われます。私立の場合は、教員が時々

退職があって新陳代謝が行われるけれども、町立の場合はそうもいかないということか

なと思われます。 

 それから、人件費以外のその他の費用については、納入は入札を原則とし、消耗品や

設備類は倹約を図る町立に対し、志願者を維持するため、設備の更新、あるいは修繕取

り替えを矢継ぎ早に行い、納入価格は町のように入札でなく、業者との信頼関係で私立

は行っている。だから、その他の費用については逆転しておる。しかし、こうした人件

費以外の支出は合理化を重ねても大した数値とならないということをこれは如実に物語

っている。人件費の管理がいかなる場合も大きなウエイトを占めることを裏付けている

ということでございます。 

 町立を廃止して私立に移行というようなことを申し上げようとしておるのではありま

せんが、民で行えるものは民で行うというような流れになってきておるということで、

見直される時には、若干そういった、町の方は縮小を図って、その分を補助措置をして

私立に委託するような部分もあってもいいんやないか、そういうような考え方でまた見

ることもあってもいいのではないかというような意味でございます。 

 それから、その他の事項でございますが、国民健康保険事業特別会計、これは前の年

の決算審査でも少し申し上げたんでございますが、既に２年連続毎年支出の方が超過し

ておりまして、２年連続繰上充用で、現在１億６，８００万円繰上充用額があって赤字

できておりますが、昨年の決算審査で申し上げたんですが、前年度は、その一番大きな

支出費用であります保険給付費、これが平成１５年は平成１４年に比べまして２５％支

出がふえた。しかし、肝心の国民健康保険税は１．２％しか増えてない。このままのバ

ランスでいきますと来年もまたこれ赤字が続くんではないでしょうかというふうに決算

審査の時に申し上げたんですが、本来こういった役所の収支会計というのは、まず事業

をするのにどれだけの費用が要るかという歳出が初めにあって、それを埋めるのにどう

いったようなことで歳入を考えるかというのが財政の運営であります。国民健康保険の

場合は、だから大きな保険給付費とその他の費用、こういったものを埋めるのにそれだ

けの国民健康保険税を徴収しなければならないんですが、そのうち国庫支出金の受け入

れがありますので、歳出のうちから国庫支出金を除いた残りを基本的に国民健康保険税

でもらわないといけない。あるいはそれで足らなかったら一般会計から繰り入れないか

んと、こういうことになるんでございますが、そういった国民健康保険税の算出に、そ



の足りない分だけを国民健康保険税を賦課して被保険者に払ってもらおうとすると、そ

の足りない分の保険税を決めて、それを収納率で割算して、逆算して、全額入ってくる

わけでありませんから、年々収納率も下がってきております。だから、その収納率で逆

算して、その逆算したもとの数字を健康保険税として賦課、あるいは調定していくとい

うことにしなければならない。そういうふうになっておるんだろうかということを申し

上げたいわけでございます。 

 平成１５年と１６年を比較しますと、加入世帯数が１０１世帯増加しております。予

算ベースでの国民健康保険税は、平成１５年が７億６，２５５万、平成１６年の国民健

康保険税の予算が７億７，１６０万。これを世帯数で割ってみますと、平成１５年は１

５万１，５１０円、平成１６年が１５万２９２円と、１世帯当たりの保険税の負担は１，

２００円ほど下がっております。これは、同一の賦課基準でいきますと、所得が下がっ

ていく、あるいは資産価格が下がったりすると下がっていくんだろうと思いますが、果

たしてそれでいいのかどうか。片一方の保険給付がどんどんどんどん増えていくのに、

逆に１世帯当たりの負担が減っていく、わずかであるが減っていく。本当は保険給付が

増えていくんだから、やはりそれは受益者負担部分が何ぼか増えていってやむを得ない

んではないか。そういうことをもう少し、もっと緻密にとか、具体的にというか、積み

上げて計算していってなさるべきではないか、その辺はどう見ておられるんだろうかな

ということでございます。 

 例えば、２７ページに国民健康保険税収納状況というのが、平成１６年１２月現在の

収納状況が示されておりますが、そこを見てもらいますと、本年度の調定額は、一番下

の９億６，１９４万９，４８３円でございます。これが、収納率が年々下がっておりま

して、平成１５年度分の国民健康保険税の収納率は７４．２％でございます。これ毎年

下がっている。これはなぜ下がっていくかというと、滞納の保険税がどんどん増えてい

く。それが全体の調定額の中に入っておりますから、滞納の部分は１０％かそのぐらい

のものしか徴収出来ませんから、全体の中で滞納部分がふえていくということは全体の

調定額の収納率は下がってしまうということで、現年度分は同じだけ収納しても全体の

収納率は年々下がってきておる。だから、９億６，１９４万９，０００何がしを昨年度

の収納率の７４．２％で掛けてみますと、７億１，３００万しかならない。とても７億

７，１６０万円の予算額に足らない。６，０００万円ほど足りない。だから、そういっ

たような分析をして検討されているのかどうか。 



 そこの健康保険税収納状況のところの現年度分というところを見てもらいますと、予

算額は７億２，９００万になっておりますが、調定額は７億２，７３７万９，０００円

と調定額の方が低い。だから、１００％現年分をとっても予算に足りない。こういう予

算でどれだけ審議なさって検討なさったんかというようなことを申し上げたい。私、ど

ないせいということは申し上げておりませんよ。そういった応益負担部分はどうするの

か、応能負担部分はどないするのか。国民保険税の足りない、本年度も恐らく１億円前

後の赤字やないかというふうに見られますが、そういったものを先へ送っていけば送っ

ていくほど赤字が増えて、どっかで埋めるのにどかんと何か手当てせないかん。それで

よろしいんでしょうかということであって、保険税で負担する、それから一般会計から

繰り入れる、どちらかしないと埋まらないわけで、それをどうするかというような検討

をなさるべきなんです。 

 結局、負担が増えるのは嫌や嫌と誰しもが思うわけでございますが、一般に言われて

おりますところの、国、地方を合わせて７００兆円余りの借金、それから国民貯蓄が１，

４００兆円。この１，４００兆円と７００何兆円かを結局相殺して埋めていかないと、

国や地方の借金は減らない。形はどうなるかわかりませんが、経済的な理屈で言うとそ

うなる。だから、負担はどんな形であろうが埋めていかなしょうがないと、こういうこ

とになるわけでございますが、そういったようなのをどうしていくかという議論はすべ

きである。それは予算の時に十分に審議なさらないと、後ではこんなんどないしようも

ないんでありますから、そういったことを、見て見ぬふりというわけではありませんが、

なるだけそういったことを避けて通る。負担が増えるということは言いにくい。そうい

うことを言うと、何を言うてんねんと言われるのが嫌やということでどうしても避けて

おられるのかなというふうに思う。 

 本来、予算は何のためにあるかというと、予算というのは、単に数字を持ってきて遊

んでいるわけではありません。予算というのは、こういう事業をやりますよ、そのため

にこういう資金の調達をするんですよということを示して、そして広く国民、あるいは

住民の意見を聞く、そのために予算制度というのはあるわけです。だから、具体的に細

かく色んな、明瞭性の原則というのがありまして、国民にわかりやすいように予算とい

うのはしなさいよというふうになっておるわけです。なぜそうするかというと、色んな

国民の意見を聞く。そのために予算がある。だから、そういったようなことを議論なさ

ると、世論が喚起されてそういったことにまた意見が出てくるんじゃないか。それを避



けてお通りになると、一つもそういうものは出てこない。それでいいのかどうか。そう

いったことを私申し上げたいということで、今、どないせいでなしに、そういったよう

なことで、昨年から収支が不足しておりますよ、どういうふうにお考えですかというよ

うなことを申し上げておるわけでございます。それがそこのその他の事項の大部分であ

ります。読むのは省略させていただきます。 

 その他の事項につきましては、非常に微に入り細にわたり細かい点でありまして、書

くほどのことでもなかったんですが、若干書いておきました。お読みいただいたらわか

るかと思いますので、もっと色んな細かいことにつきましては、定期監査終了時点で部

長さん方におみえいただいたところで意見を申し上げておりますので、ここでは省略さ

せていただきます。 

 以上が定期監査結果報告でございます。 

 それから、引き続きまして財政援助団体の監査結果について少しご報告をさせていた

だきます。 

 お手元の財政援助団体等監査結果報告書のとおりでございますが、記載のとおり財政

援助団体の監査を実施いたしました。 

 監査の方法といたしましては、そこに記載してありますとおり、事務局の方で予備調

査を２日間ほどかけて監査手続を実施の後に、去る１２月２４日、商工会事務局の方へ

往査いたしまして、記載のとおりの通常の監査手続を実施いたしました。 

 監査の結果は、２ページ以下でございますが、商工会の運営、管理、それから事務の 

執行は、監査実施いたしました範囲では適正に執行されているものと認められました。 

 ３ページの運営状況以下でありますが、そこに書いてありますとおり、斑鳩町商工会

は県下１２番目の規模でありますが、会員数が５１０人でございまして、組織率は、県

の補助金を収受するためには、組織率が、要するに町内業者の数に対する会員数でござ

いますが、組織率が６０％でなければならないということになっている。わずか６０％

を超えただけで、非常に低調に推移しているということでございます。 

 収支の状況については、そこの記載のとおりでございまして、補助金は目的どおりに

使用されているということでございます。 

 ４ページから５ページの改善または検討を求めたい事項、それからむすびに関しまし

て少し補足しておきたいと思いますが、そこの後ろの方に表がついておると思いますが、

９ページ以下表がついておりまして、１０ページには業務の推移というところで、会員



数を見てもらいますと、１０ページの真ん中のところに会員数。会員数は、ここ３年間

で５２３名、５１８名、５１０名と急激に減少してきております。先ほど申しましたよ

うに、６０％という組織率は今年の場合５０８名だそうでございまして、わずか２名を

超えているだけという非常にぎりぎりのところで運営しておられる。そうしたことから、

会員数がそれを下回ってはちょっと具合悪い。県の補助も受けられなくなるというよう

なところから、言い方は悪いんですが、義理で入ってもらっているような会員さん、あ

るいは名義だけの会員さんだとか、そういったような会員もあるやに見受けられました。

活気に非常に乏しい。これで商工業の総合的発展を図る本質的な業務が行えるのかどう

かというようなことであります。 

 それから、会計面でございますが、今の１０ページの上の表、９ページから１０ペー

ジ、１０ページの上に実質的な収支の推移というふうで示しておりますが、ここ最近３

年間でも、実質的収支というところで、１３年、１４年、１５年でございますが、１８

０万２，０００円、８５万５，０００円、３４９万２，０００円、毎年収支がマイナス

でございます。３年間で平均２００万円余りの赤字でございます。これはどうしてやっ

ているかというと、今までに持っておった預金、積立預金を取り崩して運営しておる。

まだ少し、そこの貸借対照表を見てもらいますと、引当資産のところに特定預金を少し

まだ持っておられます。だから、これで数年間は維持していけるだろうと思いますが、

この預金がなくなると破綻してしまうのではないかということになります。町内の産業

の動向、そういったものを勘案しますと、会員の増強を図るというのはなかなか難しい。

そうしますと、収支均衡を図ろうとすると、支出の削減を考えていかな仕方がない。人

員をどないかするか何かしないと、やりくりがつかないかもわからない。ただ、今、生

駒郡４カ町村で広域の協議会を設置されまして、検討を重ねられておるようでございま

すので、早急に結論を出されて運営の合理化を図っていかれるべきではないかと思いま

す。 

 それから、細かい会計的な内容でございますが、今申し上げましたように、１１ペー

ジの貸借対照表には、引当資産として、特定事業引当預金、資産維持管理引当預金、退

任功労積立引当預金、資産取得引当預金。 

 それから、同額の引当金が貸方に、真ん中の負債の部のところに引当金勘定、全く同

額が上がっております。これは、そういったものにそういった目的でお金を使いたいか

ら持っておこうということで保有されておるんですが、特定事業引当金、何の事業をす



るんか、それはわからない、確定しておらない。本来なら要らないのではないかと思い

ます。 

 それから、資産維持管理引当金、これは一時千何百万持っておられた。例えば平成１

１年には１，２０６万１，６７７円持っておられるんですが、現在５７２万１，０００

円。毎年この預金を取り崩しておられますので減ってきておる。本来、資産維持するた

めに支出するのであれば、取り崩したらそういったものをもう取得出来なくなりますの

で、取り崩したらいけない。それをどんどん取り崩しておられるということは、こうい

った引当預金も結局は要らないのではないかというふうになります。 

 それから、退任功労積立預金でありますが、職員の退職金は全部外部掛金でカバーさ

れております。退職金の負担はありません。それから、役員さんの退職金も役員共済掛

金を外部に支出しておられまして、退職金の財源は内部では要らない。だから、こうい

った退任功労預金も不用のものであるということになろうかと思います。 

 それから、会費収入でございますが、１２ページの収支状況、あるいは９ページ、１

０ページ、９ページに収入で会費収入というのが５００何万、６００万近く上がってお

るんですが、会費収入は丼勘定でありまして、現金主義で入ってきただけを会費収入に

上げるということで、未納の分を、未収の分を管理していくというふうに行われておら

ないので、発生主義で財源管理していくべきではないかというふうに思われます。 

 それから、特別会計というのがありまして、そこには出ておらないかと思いますが、

特別会計と別途会計というのが別にございまして、特別会計というのは単なる特別会計

という名称で、現在８６万７，０００円剰余金を持っておられますが、ただ単に特別会

計と書いてあるだけで何の特別会計か意味がわからない。不用のものではないかと思い

ます。 

 それから、別途会計というのがありまして、特定退職金共済会計、奈良県中小企業共

済協同組合斑鳩代理所会計、そういった別途会計。何となしに別途会計というようなこ

とを言うと、何か会計用語として裏会計的な印象が浮かぶわけでございまして、用語と

して適切かどうか。それと、そういった別途会計のうち、すべて年度末には収支ゼロに

して一般会計へ戻すというのもあります。そういったものは、特別会計、別途会計して

いる意味があるのかなということで、その辺は見直さなければならないというふうに思

われるところでございます。 

 それから、業務の内容については、先ほど申しましたように、商工会の目的は、商工



業の総合的な発展を図る目的でもって中小企業者の指導に当たると、こういうことにな

っておるんですが、現実的には記帳代行サービスが主、それからその他に保険関係の代

行、共済の受託、こういったものが行われて、特に記帳専任者、記帳専任の職員も置か

れているということで、その実態はそういった記帳代行業務にかなり割いておられるん

じゃないかと思われます。記帳能力の乏しい零細業者はおられるわけでありまして、記

帳サービスは必要かと思われますが、要するに受託料金が月額４，０００円からと、極

めて低いということに問題はないであろうか。それがなぜ低くいけるかというと、そう

いった補助金があるから低い料金でそういう記帳代行業務が出来る。記帳能力が身につ

くまでの短期間そういったものを行うというのは、これはやむを得ないだろうと思いま

す。しかし、そういったものを恒久化していくということが果たしていいのかどうか。

民間でもそういう記帳代行や保険の代行というのは民間業務としてあるわけでございま

すから、公費の補助でもってそういった安い値段で済ますというほどの、そういった事

業者にずっと恒久的にしていく援助が必要かどうか。それならそれで要るんだというこ

とであればそれでいいんでしょうけども、どうでしょうかということをちょっと意見と

して申し上げておきます。 

 それから、県の監査というよりもヒアリングというのがあったようでございまして、

そこでは、会員の高齢化が進んでいる、それをどうするかとか、あるいは職員の資質を

向上させなければならない、あるいは経営計画の見直しをしなさいというようなことを

改善事項として県の方が言っておるようでございまして、こういったところをどういう

ふうに改善されていくかという、そういった進捗状況を、町の方も事務局と連携しなが

ら進捗状況を把握しておかれることが必要ではないかというふうに思われます。 

 以上でございます。監査報告を終わらせていただきます。 

○議長（浅井正八君）  これをもって報告第３号 監査結果報告についてを終わります。 

 巳・木田両監査委員には、連日にわたり綿密な監査を執行いただき、本日また詳細

な報告をいただきましたことに対し厚く御礼申し上げます。 

 なお、 巳代表監査委員には、監査結果報告終了後退席を申し出ておられますので、

これを許可することにいたします。 

 暫時休憩いたします。 

         （午前１１時９分 休憩） 

 

  



         （午前１１時９分 再開） 

○議長（浅井正八君）  再開いたします。 

 これより、平成１７年度施政方針の説明を求めます。小城町長。 

○町長（小城利重君） 本日ここに、平成１７年第２回斑鳩町議会定例会の開会にあたり 

、平成１７年度の町政運営に向けての所信の一端と、当面の主要課題につきましての基

本的な考えを申し述べ、住民並びに議員皆様のご理解とご協力を賜りたいものと存じま

す。 

 新世紀に入り５年目を迎えた今日も、世界情勢は、私たちの平和への願いを無視する

かのように未だ混乱と緊張のなかにあります。 

 一方、わが国においては、経済回復の兆しが見られるものの、地域経済に広く波及す

るまでには至らず、依然として厳しい状況にあり、多くの人々が、自分の健康や老後、

家族の健康や生活の問題をはじめ、少子高齢社会の到来に伴う子育てや高齢者介護など、

様々な不安を感じておられます。 

 また、日常の社会生活においては、乳幼児・児童・高齢者等を巻き添えにした事件な

ど、本当に心から怒りを覚え、悲しい出来事が報道されております。 

 このような「不安の時代」にあって、今、自治体は何を求められているのでしょうか。 

 私は、このような時代だからこそ、人々の日常生活の営みや生き方を大切にして、

「住んでよいまち」「訪れてよいまち」「働いてよいまち」の実現こそが、今、私たち

自治体が果たすべき最大の使命であると考えます。 

 そのためにも、かつてないほど厳しい財政環境のなかで、独自の戦略を描き、自立

的・創造的なまちづくりに向けた高い経営能力を身につけていかなければならないもの

と考えております。 

 昨年は、斑鳩町が歩むべき道筋を定める重要な年でありました。合併問題をとおして、

議員の皆様をはじめ、住民の皆様と、今後の斑鳩のありようについて、真剣な議論が行

えたことに感謝を申し上げますとともに、住民投票の結果を真摯に受け止め、先人から

享けた愛すべきふるさと「斑鳩」を未来に引き継いでまいる所存であります。 

 これまでの歩みを顧みますと、長年の課題であった都市基盤整備では、ＪＲ法隆寺駅

周辺整備事業に着手するとともに、いかるがパークウェイが、小吉田モデル区間の完成

を迎え、これにあわせて、都市計画道路法隆寺線の一部も開通し、また、公共下水道の

整備につきましても、本年に供用開始ができるなど、２１世紀にふさわしいまちづくり



が確かな形で、創られつつあります。 

 また、「世界遺産登録１０周年記念事業」「憲法十七条制定１４００年事業」などの

開催をとおして、斑鳩町の魅力を広く内外に発信するとともに、当町に現存する文化財

を後世に引き継ぐため、史跡藤ノ木古墳、史跡中宮寺跡の整備などの文化財の保護にも

努めてまいりました。 

 さらには、身体障害者支援費制度への速やかな対応、地球の温暖化やオゾン層の破壊

など、地球規模での環境問題が深刻化するなか、県下の市町村のなかで最初にＩＳＯ１

４００１の認証を取得し、公共施設の環境管理に取り組みました。 

 その結果、環境、福祉、教育、都市基盤整備など各分野にわたり、愛すべきふるさと

「斑鳩」をより魅力あるまちとするための諸施策を展開することができ得たものと考え

ております。 

 平成１７年度予算案の編成にあたりましては、事務事業経費等のさらなる見直しを断

行するとともに、基金の活用などにより財源を捻出しなければならない非常に厳しい財

政状況ではありますが、子育て、福祉、環境、防災など、住民ニーズの高まりを踏まえ、

緊急対応が必要な今日的課題に迅速に対応する施策・事業を中心に、財源を重点的に配

分しております。 

 平成１７年度予算案は、一般会計で総額８６億３，０００万円を計上しております。

前年度と比較して、６億１，０００万円、６．６％の減額となっております。 

 また、平成１６年度に実施した減税補てん債の借換えを除く実質的な比較では、０．

１％、１，１９０万円の増額となっております。 

 一般会計、特別会計及び企業会計の７会計を合わせました総予算額は、１７３億８，

８８３万５，０００円となっており、前年度と比較して、３億７３万５，０００円、１．

８％の増額となっております。 

 今後におきましても、斑鳩町が先人から受け継いだすばらしい自然環境と歴史・文化

を生かした個性あるまちづくりを推進し、住民福祉の向上はもとより、世界文化遺産の

あるまち「斑鳩」がさらに大きく世界へ羽ばたくため、さまざまな可能性に全力で挑戦

してまいります。 

 そうしたことから、私は、１として、「歴史と文化を大切にし、貴重な遺産の次世代

への伝承」、２として、「人にやさしい道づくり・駅づくり」、３として、「人にやさ

しく、ともに生きる福祉のまちづくり」、４として、「新しい制度への対応」、５とし



て、「持続発展が可能な循環型社会の形成」を、引き続き重点施策として掲げ、私の政

策目標であります「人にやさしいまちづくり」を基本理念として、信念と愛情を持ち続

けて邁進してまいります。 

 続きまして、平成１７年度予算案の主要施策について、総合計画の基本施策の柱に沿

ってその考えを申し上げます。 

 第１の柱は、ともに生き心ふれあうまちづくりであります。 

 住民一人ひとりの生き方が尊重され、様々な時代の変化に対応しうる社会を、人とひ

ととのふれあいを大切にしながら、豊かな心のふれあいのあるまちづくりを住民ととも

にすすめてまいります。 

 その１は、コミュニティづくりであります。 

 住民が持てる力を出し合い、助け合いながら、よりよい地域住民の福祉の増進と、地

域コミュニティの育成をめざし、自治会組織をはじめ、子ども会、環境保全推進委員、

自衛消防団などコミュニティにかかわる組織への支援を図ってまいります。 

 また、住民がそれぞれ住む地域に愛着を持ち、郷土文化に対する理解を深めるため、

子どもから大人、高齢者まで誰もが参加できる住民手づくりの「斑鳩の里ふるさと秋祭

り」を積極的に支援するとともに、住民主導型の各種イベントの充実に努め、地域にお

ける人々の交流の機会を広げてまいります。 

 その２は、人権・平和であります。 

 人権意識の高揚を図るため、「人権教育のための国連１０年・斑鳩町行動計画」に基

づき、人間としての個々のあり方や生き方を理解し、思いやりのある児童・生徒の育成

など、人権問題の理解を深めるための総合的かつ計画的な施策の推進に取り組んでまい

ります。 

 また、非核・平和については、今もなお、世界各地では紛争が絶えず、多くの人々が

傷ついています。世界の恒久平和を願う「斑鳩町非核平和宣言」の精神にのっとり、住

民の皆様とともに平和への取組みをすすめるとともに、特に次代を担う青少年の教育に

は、学校教育や地域での活動を通じて本宣言の趣旨を積極的に伝えてまいります。 

 その３は、男女共同参画社会の推進であります。 

 男女共同参画社会の推進につきましては、さらにその推進を図るため、平成１６年４

月に施行いたしました斑鳩町男女共同参画推進条例を基本理念として、男女がお互いの

人権を尊重しながら、その個性や能力を社会のあらゆる場面で発揮できるよう、「女と



男が輝く未来計画」をもとに、男女双方の意識改革や男女共同参画に関する教育及び学

習機会の拡充、子育て環境の整備、福祉サービスの充実などの取組みを推進してまいり

ます。 

 新年度におきましては、現行動計画の計画目標年次が平成１７年度となっていること

から、本年２月に実施いたしました男女共同参画に関する住民意識調査をもとに、新計

画の策定を行ってまいります。 

 その４は、情報化社会への対応であります。 

 昨年まで、総合行政ネットワークの整備、住民基本台帳ネットワークの二次稼働、公

的個人認証サービスの実施等、電子自治体の構築に不可欠な各基盤の整備を進めてまい

りました。今後は、それらを活用して、インターネット等を通じての行政サービスの提

供、また、従来の業務の電子化による簡素で効率的な行政運営の実現を図り、電子自治

体の構築をめざしたいと考えております。 

 第２の柱は、すこやかにともに生きる福祉のまちづくりであります。 

 年齢の違いや障害の有無を問わず、誰もが生涯を通じて安心して暮らすことは、すべ

ての住民の願いであります。これをまちづくりの基本としつつ、少子・高齢化などの社

会経済環境の変化を踏まえ、福祉・保健・医療・社会保障などの施策を通じて、すべて

の住民が健康で生きがいをもって、安心して暮らせるまちづくりをすすめてまいります。 

 その１は、生涯福祉の充実であります。 

 はじめに、地域福祉につきましては、すべての人が住み慣れた地域や家庭の中で、ふ

れあい支えあいながら、その人らしく生活できるよう、住民の地域福祉の推進を図るた

め、引き続き社会福祉協議会の活動を支援してまいります。 

 また、多世代間の交流の場としてご利用していただいております「斑鳩町ふれあい交

流センターいきいきの里」につきましては、より一層、利用しやすい施設となるよう、

使用料の改定や大広間の増設などを行い、その充実に努めてまいります。 

 なお、ご心配をおかけしております（仮称）総合福祉会館の整備につきましては、建

設用地の選定につきまして慎重にすすめております。早期建設に向け鋭意努力してまい

りますが、今少し時間をいただきますようお願いいたします。 

 今後、建設用地の選定などがまとまりましたならば、議会にもご報告申し上げ、対応

を図ってまいりたいと考えておりますのでご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 次に、高齢者福祉についてであります。 



 高齢者福祉につきましては、新年度は、平成１５年度からの第２期介護保険事業計

画・老人保健福祉計画の最終年度にあたり、引き続きこの両計画に基づき、高齢者が自

立し充実した生活がおくれるようなまちづくりをめざして施策を展開してまいります。 

 高齢者の自立した生活の確保や生きがいづくりと社会参加を促進することにより、で

きる限り要介護状態にならないよう、健康で生き生きとした生活をおくり、また、住み

なれた家庭や地域で暮らすことができるよう、介護保険サービスの円滑な実施や既存の

福祉サービス制度の活用を積極的に図り、生活支援・介護予防、家族介護支援、生きが

いづくり、社会参加等、高齢者の福祉の充実に努めてまいります。 

 また、新年度におきましては、総合的な高齢者福祉施策を展開するため、平成１８年

度以降の第３期介護保険事業計画の策定にあわせ、老人保健福祉計画の見直しにつきま

しても実施してまいります。 

 次に、障害者福祉についてであります。 

 近年、障害者を取り巻く状況は大きく変化しており、障害のある人も障害のない人も

地域社会を構成する一員として、同じように地域で生活する「ノーマライゼーション」

の理念に基づき、障害者の自立や社会参加を促進し、障害者の主体性や自己決定を尊重

した総合的な取組みが求められております。また、精神障害者に対する保健福祉サービ

スの実施や支援費制度の施行などの新しい動きに対応するため、「斑鳩町障害者計画」

の見直しを行ったところであり、進捗状況の管理を行い、施策の推進に努めてまいりま

す。 

 今後も、障害者福祉施策の大きな変革が見込まれておりますことから、その状況を見

据えながら、障害者を含めた全ての人が、住みなれた地域や家庭で安心して、互いに助

け合いながら暮らせるまちづくりに向けて、関係機関と連携を図り、よりよいサービス

の提供に努めてまいります。 

 次に、児童福祉についてであります。 

 現在の急速な少子化に歯止めをかけるため、国を挙げて少子化の流れを変えるための

取組みが急がれております。本町といたしましても「斑鳩町次世代育成支援行動計画」

を策定し、進捗状況の管理を行い、施策の推進に努め、家庭や地域が子育てに夢を持ち、

子どもたちが明るく健やかに育つまちづくりをめざしてまいります。 

 保育園におきましては、様々な保育ニーズに対応するため、乳児保育・延長保育・一

時的保育等の充実を図るとともに、地域での子育て支援事業の充実や、常に利用者の立



場に視点を置きながら、保育園の運営に心がけてまいりたいと考えております。 

 さらに、放課後児童対策につきましても、親の就労形態の多様化に伴い、受入児童も

年々増加している状況となっており、引き続き児童の健全育成に努めているところであ

ります。 

 また、平成１４年度から取り組んでおります子育てサポーターの養成につきましては、

これまで４７名の方が養成講座を修了されたところであります。 

 今後におきましては、ひとりで子育てに悩んでおられる保護者の皆様を応援し、地域

における子育て支援事業の核として活躍していただけるよう、その活動を支援し、地域

での子育て支援の充実に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、社会保障についてであります。 

 福祉医療費助成制度につきましては、助成金の支払いを原則として自動償還払いの方

法に統一すること、老人医療費助成制度以外の助成制度の対象者に対しても医療費の一

部負担を求めることや、老人医療費助成制度では、平成１７年８月１日以後に６５歳に

達する高齢者を助成対象者とはせず、助成制度を段階的に廃止するなど、県の補助制度

のあり方が変更されることになりました。 

 本町におきましては、乳幼児、母子、心身障害者の健康保持の観点から、それらの医

療費の一部負担を求めることなく、引き続き全額助成を行っていく考えであります。ま

たあわせて、老人医療費助成制度につきましても、本町財政の状況が許す限り、医療費

の助成に努めていきたいと考え、県の補助対象とならない高齢者については、これまで

実質的に町が負担していた１割分について、継続して助成していく考えであります。 

 その２は、健康づくりの推進であります。 

 はじめに、健康づくりにつきましては、住民が健康で活動的な生活ができるまちづく

りをめざし、生活習慣病予防対策の推進に努めてまいります。 

 本町の健康課題でもある「高血圧・脳卒中」を予防するためには、自らの食生活や運

動などの習慣を見直し、自分にあった正しい生活習慣を定着させていくことが重要であ

ります。そこで、よりよい生活習慣を一人ひとりが身につけるために、関係団体や地域

の皆様とともに健康づくりを支援してまいります。 

 また、子どもの虐待が社会問題となっている状況のなか、妊娠・出産時期における不

安を軽減し、母親や父親が地域のなかで安心して子育てできる環境づくりをボランティ

アの皆様とともにすすめてまいります。 



 さらに、子どもの健やかな成長を育むためには、よりよい食習慣の確立が必要である

ことから、食に関する正しい知識の普及・啓発を図り、食を通じた健康づくりにも努め

てまいります。 

 次に、保健・医療体制の充実につきましては、住民の健康増進や疾病予防・早期発見

のため各種がん検診、基本健康診査、健康教育及び健康相談等の充実に努めてまいりま

すとともに、住民が健康的な日常生活がおくれるよう、保健活動の拠点としての保健セ

ンターの機能充実を図ってまいります。 

 第３の柱は、文化の香り高く心豊かなまちづくりであります。 

 住民が心豊かで、いきいきとした日常生活がおくれるよう、多様なニーズに応える学

習機会や学習活動の整備を図るとともに、次代を担う子どもたちが、斑鳩を誇りにし、

豊かな感性や創造性、思いやりをもって成長できる人づくりをすすめてまいります。 

 さらには、長い年月をかけ培ってきた歴史・伝統文化は、斑鳩らしさを創出する重要

な要素であります。このような歴史・伝統文化を大切に保全・継承するとともに、まち

づくりの素材として活用をすすめてまいります。 

 その１は、生涯学習・スポーツの推進であります。 

 はじめに、生涯学習の推進についてであります。青少年がかかわる事件や事案が、毎

日のように新聞に取り上げられるなど、子どもたちを取り巻く環境は大きく変化してき

ております。 

 そうしたことから、地域社会の連帯感また教育力の向上をめざし、家庭教育の充実な

ど様々な機会での活動を展開し、地域社会づくりに向けた生涯学習の推進に努めてまい

ります。 

 また、生涯スポーツの振興につきましても、心身ともに健全で人間性豊かな生活を営

むためのスポーツ・レクリエーション活動の提供を推進してまいります。 

 その２は、教育・人づくりの充実であります。 

 国際化・情報化の一層の進展、少子・高齢化の振興や経済構造の変化など大きな転換

期を迎えているなか、いじめや不登校などの問題行動等や青少年犯罪の続発、また、学

力低下への懸念や家庭・地域社会の教育力の低下などの教育課題への対応が強く求めら

れております。 

 このようななか、本町におきましては、今まさに、将来を担う人づくりが最大の課題

となっているものと認識しており、その実現のためには、子どもたちが、社会の変化に



対し、生き抜く力を育成することが何よりも重要であると考えております。 

 学校教育の充実につきましては、子どもたちが学ぶ意欲を持ち、生き生きと学習に取

り組む活力のある教育を実現することが重要であります。 

 そのため、学校と家庭・地域が一体となり「信頼され魅力ある学校づくり」を基本と

し、その実現のため「創意に富み、活力ある教育の推進」と「安全で快適な教育環境の

整備」をすすめてまいります。 

 各学校におきましては、学習指導要領のねらいを踏まえ、「生きる力」を育む創意に

満ちた教育課程を編成、実施してまいりますとともに、「総合的な学習の時間」を活用

し、教科の枠を超えた学習の充実など特色ある教育活動を推進してまいります。 

 斑鳩町小中一貫教育の取組みにつきましては、平成１７年度からの実施に向け、小中

一貫をめざす教育の内容と、小中連携と交流のあり方等について、専門部会で審議を重

ねてまいりまして、「生き方」の学習、英会話学習、交流学習等を実施し、小学校・中

学校の９年間をとおして、子どもたちに「郷土を愛する心を育み、国際化のすすむ社会

を主体的に生きるために必要な自己の確立とコミュニケーション能力」を育成するため

の教育の充実に取り組んでまいります。 

 さらに、子どもの安全確保を図るため、斑鳩小学校校舎の耐震診断を実施するととも

に、昨年１１月に発生した奈良市の小学１年女子児童誘拐殺害事件を受け、保護者らに

町内の不審者情報を携帯電話メールで迅速に伝える「子ども安全安心メール」を導入し

てまいります。 

 次に、青少年の健全育成につきましては、次代を担う青少年が心身ともに健康で人間

性豊かに育つためには、家庭・学校・地域社会等が連携し、各々の教育機能を十分に発

揮することが肝要であり、また、人や自然との様々なふれあいをとおして、生命を尊重

する心や他人を思いやる心、美しいものに感動する心を培う環境づくりが必要でありま

す。 

 しかし、近年の青少年を取り巻く社会環境の変化や価値観の多様化は、成長過程にお

ける青少年の人格形成に強い影響を及ぼし、さまざまな問題をもたらしております。 

 家庭では、核家族化・少子化により親の過保護や過干渉、子育てに対する不安感が増

大し、青少年が基本的な生活習慣や規範意識を身につけにくくなっており、加えてライ

フスタイルの変化に伴い家族がともに過ごし、親子で対話する時間が減少するなど家庭

での教育のあり方が問われております。 



 そうしたことから、各学校、幼稚園はもとより、地域の教育力の向上をめざし、地域

家庭教育講座等の開催や、青少年が社会に参加できる環境づくりを推進し、より充実し

た人間関係がつくり上げられるような機会を提供してまいりたいと考えております。 

 その３は、地域文化の保存と創造であります。 

 はじめに、歴史文化の保全と継承についてであります。 

 本町に現存する歴史的・文化的遺産の保護は、私たちに課せられた責務の一つであり

ます。 

 これら遺産を守り伝えていくという意識の醸成を図るため、歴史講演会や学習会など

あらゆる機会をとおして、引き続き、その周知、啓発に努めてまいります。 

 史跡藤ノ木古墳の整備につきましては、保存、活用に向けた墳丘及び石室の整備手法

について、史跡藤ノ木古墳整備検討委員会を中心に、現在、検討いたしており、平成１

９年度で史跡地内の整備完了を目標に努力してまいります。 

 また、史跡中宮寺跡の整備につきましては、平成１５年度から３カ年の計画で史跡地

内の公有化を図ることとしており、地権者の皆様のご理解を得るなかで、公有化をすす

めているところであります。今後、飛鳥時代創建の貴重な遺跡として、その保存と活用

を目的とした史跡公園として整備してまいります。 

 駒塚古墳につきましては、地域の歴史遺産としての今後の保存と活用を図るため、現

在、発掘調査を実施いたしておりまして、今後、調査結果を踏まえまして、整備計画を

検討してまいります。 

 次に、文化・芸術の振興についてであります。 

 いかるがホールにつきましては、開館して７年が経過いたしました。開館以来、多く

の皆様方にご利用をいただき、住民の皆様に親しまれる施設として成長してきているも

のと考えております。 

 今後とも地域文化の創造と活動の拠点として、その機能を最大限に発揮するとともに、

財団法人斑鳩町文化振興財団への支援をとおして、住民ニーズに応じた幅広い事業展開

が図れるよう、推進体制の充実に努めてまいります。 

 第４の柱は、潤いのある魅力的なまちづくりであります。 

 斑鳩の持つ自然環境や歴史的景観などを保全・活用し、地域特性を生かした個性的で

潤いのある、魅力あふれるまちづくりをすすめてまいります。 

 その１は、市街地・住環境の整備であります。 



 町営住宅建設事業につきましては、老朽化した町営住宅の建替え等につきまして、

「斑鳩町営住宅ストック総合活用計画」に基づき、国の公営住宅整備補助の活用を予定

しながら、施策をすすめてきたところであります。 

 しかしながら、「三位一体の改革」に係る国庫補助負担金の改革により、公営住宅整

備補助が廃止となり、新たに、地域における住宅政策の推進を総合的に支援するための

「地域住宅政策交付金制度」が創設されました。そして、この交付金制度を活用するた

めには、新たに「地域住宅等整備計画」の策定が必要となってまいりました。 

 そうしたことから、交付金制度の活用ができるよう、その制度の仕組みについて研究

を行い、必要ならば「斑鳩町営住宅ストック総合活用計画」等の見直しも行ってまいり

たいと考えております。 

 ＪＲ法隆寺駅周辺整備につきましては、昨年６月に大和路線法隆寺駅自由通路新設工

事協定及び同橋上駅舎工事協定を締結いたしまして、事業期間を平成１８年度までの３

カ年として事業を推進しているところであります。 

 現在実施しております橋上駅舎自由通路の詳細設計作業及び２面２線化への配線変更

工事を引き続き新年度にかけて実施してまいり、仮駅舎の設置や既存建物等の撤去後、

自由通路の本体工事に着手する予定となっております。 

 また、懸案でありました踏切拡幅工事につきましては、配線変更工事にあわせて新年

度で実施できる見通しとなっており、駅周辺道路の整備につきましても、地権者等にご

理解とご協力をいただけるよう調整に努力してまいる考えであります。 

 その２は、道路・交通体系の整備についてであります。 

 本町の都市骨格の形成やゆとりのある生活環境の創造に向けて重要な要素となる道路

体系の整備につきましては、引き続き国道及び県道の整備促進を積極的に図ってまいり

ますとともに、町道につきましても、安全性や快適性に配慮した、人にやさしい道づく

りをすすめてまいります。 

 はじめに、いかるがパークウェイの整備促進についてであります。 

 小吉田モデル区間は供用後１年が経過したところであります。 

 モデル区間の所期の目的であります住民の皆様に評価をお願いし、今後の整備計画に

活かしていこうという取組みにつきましては、その評価方法としての町民アンケートを

実施することになっております。本年３月末までにはアンケートの案内を配布できるよ

う調整をしているところであり、新年度早々にはアンケートのとりまとめを行ってまい



りたいと考えております。 

 また、モデル区間から西側の竜田川までの稲葉車瀬区間につきましても、現在、用地

の取得に努めていただいているところであり、モデル区間から西側への延伸計画につい

ても概ね順調に進展しております。 

 新年度には、当該区間の用地買収を完了していただけるよう、国との連携を密にし整

備促進を図ってまいります。 

 次に、県道天理斑鳩線の進捗状況についてであります。 

 現在、県におかれましては、東洋シールから興留交差点の約６００メートル区間のう

ち、農地部分の約２００メートルの狭隘部分につきまして、地元自治会長ともご相談さ

れながら事業化に向けた取組みを行われているところであります。 

 本町といたしましては、県と一層の連携を図り、地元関係者のご理解、ご協力を得る

べく事業化に向けて、鋭意努力してまいりたいと考えております。 

 次に、都市計画道路法隆寺線の整備についてであります。 

 整備予定区間内の用地の買収ができましたところから、順次、工事を行っております

が、まだ用地買収に至っていないところにつきましても、引き続きご理解を得られるよ

う用地交渉を行い、予定区間の早期完成に努力してまいります。 

 次に、道路整備５カ年計画についてであります。 

 昨年度から、新たに５カ年計画として定めました１１路線の取組みを行っているとこ

ろであり、住民の皆様の生活道路として位置づけられた重要な道路でありますことから、

引き続き計画的に取り組んでまいりたいと考えております。 

 その３は、風景・景観の形成であります。 

 地元の方々の協力を得ながらすすめてまいりましたコスモスによる景観作物の栽培に

つきましては、情報誌に取り上げられるなど、斑鳩の秋の風物詩として定着してまいり

ました。そして、多くの皆様に親しまれているところであります。法隆寺・法起寺・法

輪寺周辺などの自然環境や田園風景と歴史的景観が一体となった風景を保全するため、

引き続き、地元の皆様の協力を得ながら、栽培を奨励し、地域特性を活かした斑鳩らし

い風景・景観の創出に努めてまいります。 

 次に、都市計画道路法隆寺・藤ノ木線の整備についてであります。 

 電線共同溝整備工事による電線の地中化が完了し、現在、西里地区の街並みと調和し

た石張りや自然色舗装などによる道路表面の整備に一部着手しているところであります。



新年度におきましては、残りの区間を整備し、法隆寺・藤ノ木線の全線整備を完了して

まいります。 

 第５の柱は、安全で快適なまちづくりであります。 

 安全で快適な日常生活がおくれるよう、自然環境を保全し、環境への負荷の少ない都

市づくりなど環境共生型のまちづくりを住民とともにすすめてまいります。また、災害

に強いまちをめざして、住民の防災意識の高揚を図り、地域ぐるみでの自主防災体制の

確立をすすめてまいります。 

 さらには、誰もが安全で安心して暮らせるまちづくりをめざして、防犯体制や交通安

全対策についても充実を図ってまいります。 

 その１は、環境保全の推進であります。 

 本町は、世界に誇るべき有数の歴史的文化遺産や豊かな自然環境に恵まれております。 

 このような恵まれた環境を守り、次の世代に引き継いでいくことが私たちに課せられ

た大きな責務であります。 

 しかし、企業の国境を越えた事業活動や国際的な交通の発達など、近年の経済・社会

のグローバル化により、環境問題は地球規模のものとなり、私たちの身近な環境だけで

捉えられるものではなくなってまいりました。 

 本町の恵まれた環境を地球規模の環境劣化の流れから守るために、住民すべてが行動

を起こすことが不可欠であります。 

 このようななか、地球温暖化防止のため、温室効果ガス排出削減を約束した京都議定

書が、採択から７年を経て、本年２月に発効されましたことから、今後は、ますます国、

地方公共団体、事業者及び国民がそれぞれのレベルで削減についての積極的かつ継続的

な取組みが求められると考えております。 

 そのためには、現在の環境問題が日常生活そのものに深く結びついていることを今一

度認識し、私たち一人ひとりが自らの問題として捉え、生活様式のあり方を見直してい

く必要があります。 

 住民の皆様が行動を起こしていただくうえで必要となる「意識・行動を変える」、

「取組みを助ける」、「人材・組織を育成する」、そして行政が「率先して取り組む」

といったことに引き続き重点をおき、住民・事業者・行政がそれぞれの役割を分担し、

相互に連携しながら取り組んでまいりたいと考えております。 

 具体的には、環境教室、地球温暖化防止啓発、エコいかるがファミリー、エコいかる



がキッズなどの事業を引き続き実施し、意識や行動を変える機会の提供に努めてまいり

ます。 

 また、現在は、５０名であります環境保全推進委員を、各自治会から１名ずつ選出し

ていただくことにより、自治会や団体の環境保全活動に対します取組みを支援するとと

もに、人材・組織の育成を図ってまいります。 

 さらに、行政自らが事業者、住民の模範となるよう、引き続きＩＳＯ登録団体として

環境マネジメントシステムの運用を一層強化し、環境に対しての負荷の少ない業務・事

務事業の実施に努めるとともに、本庁舎以外でのＩＳＯ登録の適用範囲拡大についても

研究するなど、地球環境保全に積極的に取り組んでまいります。 

 次に、ごみ問題についてであります。 

 本町のごみ排出量は、平成１１年度をピークに減少傾向が続いており、ごみ処理有料

化導入をとおして、住民の皆様のごみ問題に対します意識は定着したと考えております。 

 しかしながら、焼却灰を含みます廃棄物の埋立て処分場の残余容量は、全国平均であ

と十数年といわれており、ますますごみ問題は深刻化してくるだろうと考えております。 

 本町におきましても、現在の社会経済システムや活発な生産、消費活動から、いずれ、

これまでのような大幅な減量傾向は現れにくくなると予測しており、新たな減量化対策

が必要不可欠であります。 

 そのため、リデュース、リユースを実践する必要性について、あらゆる機会を捉えて、

その啓発の強化に努めるとともに、すべての廃棄物について、リサイクル方法を研究し、

取り入れられるものから、順次、取り入れていくなど、リデュース、リユース、リサイ

クルの３Ｒの実践をとおして、ごみ減量化を図り、「ごみゼロ社会」の実現をめざして

まいります。 

 また、衛生処理場をはじめとする廃棄物処理施設の必要な改修を行うことにより、施

設の延命化を図り、適切な維持管理を行い、良好な稼働環境に努めてまいります。 

 その２は、防災・防犯であります。 

 はじめに、防災体制の整備につきましては、災害に備えるまち、安全で安心して暮ら

せるまちをめざして、災害の未然防止と拡大防止をはじめ、非常備消防、防犯体制の充

実等に努めてまいります。 

 新年度におきましては、第３回生駒郡総合防災訓練を生駒郡４町の合同による実施に

より、広域的な防災関係機関等との連携体制の確立を図るとともに、昨年に引き続き、



災害時における地域での災害応急対策ができるよう、住民主体で実施します実践型の地

区別防災訓練も行ってまいります。さらには、自衛消防団の育成のための支援を行うな

ど、住民の自主防災意識の向上を図ってまいります。 

 また、昨年、奈良県において作成されました「第２次奈良県地震被害想定調査報告

書」の結果を踏まえ、本町の災害備蓄品の強化・充実を図ってまいります。 

 次に、懸案となっております三代川及び富雄川改修計画についてであります。 

 三代川改修計画につきましては、家屋調査の実施及び境界の未確定等による地権者に

対する協力依頼が進展せず、県は計画の推進に苦慮されており、現在、問題点の整理と

今後のすすめ方について再検討されているところであります。 

 本町といたしましては、今日的な局地的豪雨への対応もありますことから、引き続き

県に対し、早期計画の推進を強く要望してまいります。 

 また、富雄川河川改修計画につきましては、昨年５月の局地的な豪雨により、一時工

事が中止状況となっておりましたが、１０月から工事が再開されており、平成１７年度

末にはＪＲ橋梁工事が完成する見込みとなっております。その後は、ＪＲ橋梁部分の河

川部の工事が引き続き行われる計画となっております。 

 本町といたしましては、町内区域の早期改修に向けて、県と地元関係者の調整役とし

て、地元水利組合等、関係者の皆様に対する働きかけなどを行い、その進捗を図ってま

いります。 

 次に、防犯体制の整備につきましては、犯罪を未然に防ぐため、行政・住民・関係機

関等が一体となった地域防犯意識の高揚をすすめてまいりますとともに、地域における

防犯灯の設置や維持管理の支援を引き続き行うなど、より一層の自主防犯体制の推進に

も努めてまいります。 

 次に、交通安全対策についてでありますが、交通事故から住民の生命を守るため、各

関係機関との連携を図り、立哨指導、巡回パトロール、交通安全教室などを通じて、交

通安全意識の高揚に努めてまいります。 

 また、啓発用看板をはじめ防護柵等の設置を行い、交通事故のない安全で安心できる

まちづくりをめざしてまいります。 

 その３は、上・下水道の整備であります。 

 はじめに、上水道につきましては、より良質で安全な水の安定的な供給が要請される

とともに、地震等に対する安全性の確保や老朽化への対応が求められております。 



 一方、昨年度の猛暑により給水収益は一時的に増収したものの、社会経済状況から水

需要は減少傾向にあり、なお経営状況は厳しい状況が続きますが、健全経営に努めてま

いります。 

 次に、下水道の整備についてであります。 

 公共下水道につきましては、国民の生命や健康、安全を確保するとともに、居住環境

の改善や公衆衛生の向上、良好な水環境の回復保全を図るための国家的事業として位置

づけられ、重要な社会基盤施設として国において積極的に財政支援をされ、平成１５年

度末までの普及率は約６７％であります。 

 本町の公共下水道につきましては、昭和４５年当時からの大和川上流流域下水道事業

の処理場の位置決定などの経緯がありましたが、今般、関係自治体、住民の皆様のご理

解ご協力により、第一浄化センターへ流入できる工事が完成し、ようやく新年度から面

的な整備が完了した区域から公共下水道を利用できることとなりました。 

 平成４年度から一日も早い公共下水道の供用開始を願いつつ、今日まで事業認可区域

内の整備を順次行い、平成１６年度末では約１００ヘクタールの整備ができる予定であ

りますが、引き続き事業認可区域内の整備に努めてまいります。 

 また、公共下水道の整備・維持管理には多額の経費を必要とし、供用開始後の下水道

使用料収入は貴重な財源でありますので、公共下水道の普及率向上に努めたいと考えて

おります。 

 第６の柱は、にぎわいのあるまちづくりであります。 

 斑鳩固有の自然・歴史・文化資源を最大限に活用しながら、活力あふれるにぎわいの

あるまちづくりをすすめてまいります。 

 その１は、農業の振興であります。 

 農業を取り巻く環境は、米の需給不均衡に対応する生産調整に伴う稲作収入の減少、

農業者の高齢化や担い手の減少などにより、その先行きは大変厳しく、農村環境の総合

的な整備が急がれているところであります。 

 そのため、引き続き、農業経営の改善をめざし、農道・用排水路・ため池などの土地

基盤整備を計画的にすすめてまいります。 

 その２は、商工業の振興であります。 

 商工業を取り巻く環境につきましても、経済回復の兆しがみられるものの、消費者の

購買意欲の停滞や民間需要の低迷等から、依然として厳しい状況にあります。 



 そのため、商工業者の債務保証に係る保証料の補給を行ってまいりますほか、商工業

の活性化と地域経済の振興を図るため、商工会との連携に努めてまいります。 

 また、町内各商店におかれましては、産業フェスティバルをはじめ各種イベント等に

おいて、物産を出品されるなど販路の開拓に取り組まれているところであります。本町

といたしましても、そのような取組みを積極的に支援してまいりたいと考えております。 

 その３は、観光の振興であります。 

 観光につきましては、歴史的な観光資源を有効に活用し、法隆寺ｉセンターを中心に、

斑鳩町観光協会とも連携しながら施策の充実を図るとともに、広域的視点にたった情報

発信に努めてまいります。 

 このため、昨年、木造世界遺産を持つ都市が連携して設立しました日本「木造の世界

遺産」市町村連絡協議会の活動をとおして、世界文化遺産のあるまち「斑鳩」の魅力を

広く国内外に発信するとともに、「外国人旅行者訪日促進戦略」の一環として、国にお

いて実施されているビジット・ジャパン・キャンペーンを活用し、県、奈良市とも連携

をとりながら、外国語案内によるラッピングバスの運行やバス停留所の整備などを行い、

外国人旅行者の積極的な誘致に努めてまいりたいと考えております。 

 最後に、町政の運営に関する施策につきまして申し上げます。 

 はじめに、行政改革の推進についてであります。 

 昨年１２月に執行しました７町合併についての意思を問う住民投票の結果により、斑

鳩町は単独町制の道を歩み始めております。今後さらに厳しさが増す財政状況のなかで

も、安定した住民サービスを将来にわたって継続していくために、第３次斑鳩町行政改

革大綱に基づき、行政経営型システムへの転換をめざしてまいる考えであります。 

 特に、財政健全化に向けましては、新たに「財政健全化検討住民会議」を設置し、今

後の財政運営の方向性と個別事業のあり方、行政と住民の果たす役割のあり方などにつ

きまして、外部から広くご意見を伺うこととし、徹底的な取組みを職員一丸となって行

ってまいりたいと考えております。 

 また、町債の資金調達につきましては、住民のまちづくりへの参加意識の高揚を財政

面から図るため、また資金調達方法の多様化の観点から、ＪＲ法隆寺駅周辺整備事業に

係る資金について、新たにミニ市場公募債の発行を予定しております。 

 次に、職員の資質の向上についてであります。 

 国におきましては、地方分権の進展に対応して、公務の能力的かつ適正な運営を確保



するため、地方公務員制度の改革が推進されております。 

 本町におきましても、今後の国の動向を見据えながら、能力・実績を重視した人事制

度の確立と、それを支える公正かつ客観的な評価制度の導入、研修を通じた情報通信技

術の活用を図りながら、地方分権を担う意欲と能力のある人材の計画的育成に努めてま

いりたいと考えております。 

 以上、町政運営に関する私の所信の一端と、平成１７年度における主要施策の概要に

つきまして申し上げました。 

 私は、平成１７年度予算案において、「三位一体の改革」の推進や、厳しい経済情勢

を背景に、所得の低下や地価の下落に伴い、町政運営の基盤となる町税が構造的に減少

していくなど、歳入が減るなかで、目の前の現実と将来への責任に対して適切な財政措

置を講ずるという難題を解決するために、新年度からは、私をはじめ、助役、収入役、

教育長の給料の減額及び一般職の管理職手当の減額など、給与等の抑制を実施すること

により、支出の抑制を行い、少しでも現状での歳出の均衡を図ってまいり、行政自らが

率先して内部努力を行ってまいりたいと考えております。 

 今後も、厳しさを増すだろうと予想される財政運営につきましては、住民皆様方とも

よくご相談を申し上げながら、財政健全化に努めてまいり、また、職員と一体となって

知恵をしぼってまいりたいと決意を新たにしているところであります。 

 そして、どこよりも魅力のある、そして暮らし、働くことに誇りの持てるまちにして

いくため、まずは、残された任期に全力を尽くす決意であります。 

 議員各位、住民の皆様のご理解とご協力を心からお願い申し上げます。 

 ご清聴ありがとうございました。 

○議長（浅井正八君）  午後１時３０分まで休憩いたします。 

         （午前１１時５０分 休憩） 

 

           （午後 １時３０分 再開） 

○議長（浅井正八君）  再開いたします。 

 次に、日程８、議案第２号 斑鳩町次世代育成支援地域協議会設置条例について、 

日程９、議案第３号 斑鳩町障害者福祉計画推進協議会設置条例について、日程１０、

議案第４号 特別職の職員で非常勤のものの報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例

の一部を改正する条例について、日程１１、議案第５号 特別職の職員で常勤のものの



給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について、日程１２、議案第６号 教

育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例について、

日程１３、議案第７号 斑鳩町職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例について、

日程１４、議案第８号 斑鳩町手数料条例の一部を改正する条例について、日程１５、

議案第９号 斑鳩町乳幼児医療費助成条例の一部を改正する条例について、日程１６、

議案第１０号 斑鳩町母子医療費助成条例の一部を改正する条例について、日程１７、

議案第１１号 斑鳩町老人医療費助成条例の一部を改正する条例について、日程１８、

議案第１２号 斑鳩町心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例について、日程

１９、議案第１３号 斑鳩町下水道条例の一部を改正する条例について、日程２０、議

案第１４号 斑鳩町排水設備改造資金融資あっせん及び利子補給に関する条例の一部を

改正する条例について、日程２１、議案第１５号 平成１６年度斑鳩町一般会計補正予

算（第８号）について、日程２２、議案第１６号 平成１６年度斑鳩町国民健康保険事

業特別会計補正予算（第４号）について、日程２３、議案第１７号 平成１６年度斑鳩

町老人保健特別会計補正予算（第３号）について、日程２４、議案第１８号 平成１６

年度斑鳩町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について、日程２５、議案第１

９号 平成１６年度斑鳩町水道事業会計補正予算（第３号）について、日程２６、議案

第２０号 平成１７年度斑鳩町一般会計予算について、日程２７、議案第２１号 平成

１７年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計予算について、日程２８、議案第２２号 

平成１７年度斑鳩町老人保健特別会計予算について、日程２９、議案第２３号 平成１

７年度斑鳩町大字龍田財産区特別会計予算について、日程３０、議案第２４号 平成１

７年度斑鳩町公共下水道事業特別会計予算について、日程３１、議案第２５号 平成１

７年度斑鳩町介護保険事業特別会計予算について、日程３２、議案第２６号 平成１７

年度斑鳩町水道事業会計予算について、日程３３、議案第２７号 平成１６年度斑鳩町

公共下水道管渠築造工事請負契約の変更について、日程３４、議案第２８号 奈良県市

町村会館管理組合を組織する地方公共団体の数の減少について、日程３５、議案第２９

号 奈良県市町村非常勤職員公務災害補償組合を組織する地方公共団体の数の減少及び

奈良県市町村非常勤職員公務災害補償組合規約の変更について、日程３６、議案第３０

号 奈良県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び奈良県市町

村職員退職手当組合規約の変更について、日程３７、諮問第１号 人権擁護委員の推薦

について意見を求めることについて、日程３８、同意第１号 斑鳩町監査委員の選任に



ついて同意を求めることについて、日程３９、同意第２号 斑鳩町政治倫理審査会委員

の選任について同意を求めることについて（その１）、日程４０、同意第３号 斑鳩町

政治倫理審査会委員の選任について同意を求めることについて（その２）、日程４１、

同意第４号 斑鳩町政治倫理審査会委員の選任について同意を求めることについて（そ

の３）、日程４２、同意第５号 斑鳩町政治倫理審査会委員の選任について同意を求め

ることについて（その４）、日程４３、同意第６号 斑鳩町政治倫理審査会委員の選任

について同意を求めることについて（その５）、日程４４、同意第７号 斑鳩町政治倫

理審査会委員の選任について同意を求めることについて（その６）、日程４５、同意第

８号 斑鳩町政治倫理審査会委員の選任について同意を求めることについて（その７）、

日程４６、報告第４号 平成１７年度斑鳩町文化振興財団事業計画の報告について、日

程４７、報告第５号 平成１６年度斑鳩町土地開発公社事業計画の変更（第３号）及び

平成１７年度斑鳩町土地開発公社事業計画の報告について、以上４０議案を一括上程い

たします。 

 町長から、本定例会に付議されました４０議案の総括提案説明を求めます。小城町長。 

○町長（小城利重君） それでは、本定例会に付議いたしました議案につきまして、その 

概要をご説明させていただきます。 

 まず、議案第２号 斑鳩町次世代育成支援地域協議会設置条例についてであります。 

 平成１６年度に策定いたします斑鳩町次世代育成支援行動計画の進捗状況の評価を行

うとともに、施策の充実や見直しについての協議を行うことにより、本計画の円滑な推

進を行うため、斑鳩町次世代育成支援地域協議会を設置するものであり、その設置のた

めに本条例を制定しようとするものであります。 

 次に、議案第３号 斑鳩町障害者福祉計画推進協議会設置条例についてであります。 

 平成１６年度に策定いたします斑鳩町障害者福祉計画の進捗状況の評価を行うととも

に、施策の充実や見直しについての協議を行うことにより、本計画の円滑な推進を行う

ため、斑鳩町障害者福祉計画推進協議会を設置するものであり、その設置のために本条

例を制定しようとするものであります。 

 次に、議案第４号から議案第７号までの４議案につきましては、施政方針で申し述べ

ました給与等の抑制に関する措置等を内容とする一部改正であります。 

 はじめに、議案第４号 特別職の職員で非常勤のものの報酬、費用弁償及び期末手当

に関する条例の一部を改正する条例についてであります。 



 先の議案第２号及び議案第３号により、斑鳩町次世代育成支援行動計画策定協議会及

び斑鳩町障害者福祉計画検討委員会を廃止し、新たに、斑鳩町次世代育成支援地域協議

会及び斑鳩町障害者福祉計画推進協議会を設置することから組織の名称を改正すること

と、本条例の対象となります特別職の非常勤の職員について、奈良県内の市町村へ出張

する場合、その日当を支給しないこととする内容の改正を行うものであります。 

 次に、議案第５号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を

改正する条例についてについてであります。 

 当分の間、町長の給料月額を１０％、助役の給料月額を７％、収入役の給料月額５％

抑制するとともに、奈良県内の市町村へ出張する場合、その日当を支給しないこととす

る内容の改正を行うものであります。 

 次に、議案第６号 教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を

改正する条例についてであります。 

 当分の間、教育長の給料月額を５％抑制するとともに、奈良県内の市町村へ出張する

場合、その日当を支給しないこととする内容の改正を行うものであります。 

 次に、議案第７号 斑鳩町職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例についてで

あります。 

 本条例の対象となります一般職の職員について、奈良県内の市町村へ出張をする場合、

その日当を支給しないこととする内容の改正を行うものであります。 

 続きまして、議案第８号 斑鳩町手数料条例の一部を改正する条例についてでありま

す。 

 奈良県屋外広告物条例及び奈良県屋外広告物条例施行規則が改正され、許可の有効期

間の上限が現行の１年以内を３年以内に延長されることに伴い、当町におきましても、

広告物の種類に応じて許可期限を延長するよう斑鳩町奈良県屋外広告物条例施行規則の

改正を行ったことにあわせまして、当該許可事務に関する申請手数料の額について改正

を行うものであります。 

 次に、議案第９号から議案第１２号までの４議案につきましては、施政方針で申し述

べました医療費の助成制度等についての一部改正であります。 

 はじめに、議案第９号 斑鳩町乳幼児医療費助成条例の一部を改正する条例について

であります。 

 本条例は、主として医療費の助成金の支払いを自動償還払いによる方法に統一するた



めに必要な条文の整理を行うほか、本町に住所を有する乳幼児をすべて助成対象とする

内容の改正を行うものであります。 

 次に、議案第１０号 斑鳩町母子医療費助成条例の一部を改正する条例についてであ

ります。 

 議案第９号と同様、主として自動償還払いによる方法に統一するために必要な条文の

整理を行うものであります。 

 次に、議案第１１号 斑鳩町老人医療費助成条例の一部を改正する条例についてであ

ります。 

 議案第９号と同様、主として自動償還払いによる方法に統一するために必要な条文の

整理を行うほか、助成金額の算出については、助成対象者が負担した額から控除される

額を除いた額に、規則で定める割合を乗じることとする内容の改正を行うものでありま

す。 

 次に、議案第１２号 斑鳩町心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例につい

てであります。 

 議案第９号と同様、主として自動償還払いによる方法に統一するために必要な条文の

整理を行うほか、他の助成制度等との重複給付を避けるため、対象者に該当する者とし

ての要件の一つとして、６５歳未満の年齢要件を設けることとする内容の改正を行うも

のであります。 

 次に、議案第１３号 斑鳩町下水道条例の一部を改正する条例についてであります。 

 従来から施行されておりました破産法が廃止され、新たに破産法が施行されたことか

ら、本条例における条文の整理のため、所要の改正を行うものであります。 

 次に、議案第１４号 斑鳩町排水設備改造資金融資あっせん及び利子補給に関する条

例の一部を改正する条例についてであります。 

 先の議案と同様、新たに破産法が施行されたことから、本条例における条文の整理の

ため、所要の改正を行うものであります。 

 次に、議案第１５号 平成１６年度斑鳩町一般会計補正予算（第８号）についてであ

ります。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９，０８０万円を追加し、歳入歳出予

算の総額を、歳入歳出それぞれ９４億１，９３１万３，０００円とするものであります。 

 予算補正の主な内容でありますが、はじめに、歳入予算の補正の内容についてであり



ます。 

 第１０款地方交付税、第１項地方交付税では、普通交付税の追加交付を受け、８１０

万２，０００円の増額補正をお願いするものであります。 

 次に、第１２款分担金及び負担金、第１項分担金では、高安農道等の土地改良事業費

の減額に伴い、農林水産業費分担金８２０万２，０００円の減額補正を行うものであり

ます。 

 次に、第１４款国庫支出金では、第１項国庫負担金で、広域入所に係る園児数の増加

に伴い委託料を増額いたしますことから、その国庫負担金が２２９万９，０００円の増

となるものの、知的障害者更生施設等支援費の減額に伴う国庫負担金７９２万２，００

０円の減及び保険基盤安定負担金の交付決定により６４４万７，０００円の減となり、

合わせて民生費国庫負担金１，２０７万円の減額補正をお願いするものであります。ま

た、第２項国庫補助金では、平成１３年度において国の２次補正予算で貸付決定を受け

た斑鳩町営目安北団地建設事業に係る特定資金公共投資事業債、いわゆるＮＴＴ無利子

貸付金について、今回の国の補正予算（第１号）において、その償還時補助金が全額予

算措置され、繰上償還が実施されますことから、土木費国庫補助金１億１，８６５万１，

０００円の増額補正をお願いするものであります。 

 次に、第１５款県支出金では、第１項県負担金で、民生費国庫負担金と同様の事由に

より、民生費県負担金６０３万５，０００円の減額補正、また、第２項県補助金では、

高安水路整備事業に係る県単独土地改良事業費補助金の追加交付により、農林水産業費

県補助金１２９万円の増額補正をお願いするものであります。 

 第３項県委託金では、平成１６年７月１１日執行の参議院議員通常選挙執行経費交付

金の決定により、総務費県委託金１４０万円の減額補正を行うものであります。 

 第１６款財産収入、第１項財産運用収入では、各基金利子の確定により７０万６，０

００円の増額補正を行うものであります。 

 また、第１７款寄附金では、文化振興基金としてご寄附いただきました５０万円、若

草伽藍跡現地説明会において藤ノ木古墳の整備として募金いただきました２万１，００

０円をそれぞれ増額補正するものであります。 

 次に、第２０款諸収入では、第３項受託事業収入で、広域入所に係る受託園児数の増

加に伴い、５１０万５，０００円の増額補正を行うものであります。また、第４項雑入

で、土地改良施設維持管理適正化事業に係る交付金の減額承認で３６０万円の減額、及



び市町村振興宝くじ交付金の交付決定により１３万２，０００円の増額となり、合わせ

て３４６万８，０００円の減額補正を行うものであります。 

 次に、第２１款町債では、高安農道等の土地改良事業費の減額に伴い、農林水産業債

１，２４０万円の減額補正をお願いするものであります。 

 続きまして、歳出予算の補正の内容であります。 

 第２款総務費、第１項総務管理費では、第１目一般管理費で、職員の退職に伴う職員

退職手当組合負担金２，９３３万２，０００円の増額補正と、合併に関する住民投票執

行経費の確定により、１０７万６，０００円の減額補正をお願いするものであります。

また、第５目財産管理費では、財政調整基金等の各基金利子の確定による積立金５７万

３，０００円の増額補正、第６目企画費は、寄附金の受入に伴う文化振興基金積立金５

０万円の増額補正と、その基金利子の確定による財源振替を行うものであります。 

 第４項選挙費、第３目参議院議員通常選挙費では、選挙執行経費の確定により、１３

９万１，０００円の減額補正を行うものであります。 

 次に、第３款民生費、第１項社会福祉費では、第１目社会福祉総務費で、国保財政安

定化支援事業繰出金１２１万６，０００円の減額補正、第３目老人福祉費では、老人保

健特別会計において医療給付費等が増額となりますことから、老人保健特別会計繰出金

５３１万７，０００円の増額補正をお願いするものであります。 

 第８目国民健康保険医療助成費では、国庫支出金等の保険基盤安定負担金の交付決定

により、１，２８９万２，０００円の減額補正、第１１目障害福祉費では、知的障害者

更生施設等支援費等が当初見込みを下回ることとなったこと等から、１，７８９万２，

０００円の減額補正を行うものであります。 

 また、第２項児童福祉費、第３目保育園費では、広域入所に係る園児数が当初見込み

を上回りますことから、４６２万１，０００円の増額補正をお願いするものであります。 

 次に、第４款衛生費、第１項保健衛生費では、第２目感染症予防費で、日本脳炎予防

接種等の接種者が当初見込みを上回りますことから、５１万８，０００円の増額補正、

第５目老人保健事業費におきましても、基本健康診査等の受診者が当初見込みを上回り

ますことから、４３６万３，０００円の増額補正をお願いするものであります。 

 また、第８目火葬場費では、周辺対策補償金の減により、１５０万円の減額補正、第

２項清掃費、第２目塵芥処理費におきましても、同様の事由により、７１７万５，００

０円の減額補正を行うものであります。 



 次に、第５款農林水産業費、第１項農業費では、第４目土地改良事業費で、高安農道

整備工事費等の減により、２，８１６万２，０００円の減額補正をお願いするものであ

ります。 

 次に、第６款商工費、第１項商工費では、第６目歴史街道ネットワーク事業費で、斑

鳩の里ふるさと秋祭り実行委員会補助金の確定により、１７５万９，０００円の減額補

正を行うものであります。 

 次に、第９款教育費、第５項社会教育費では、第４目文化財保存費で、藤ノ木古墳整

備基金利子の確定等により、２万６，０００円の増額補正を、第６項保健体育費、第１

目保健体育総務費では、スポーツ振興基金利子の確定により、財源振替を行うものであ

ります。 

 次に、第１１款公債費、第１項公債費では、第１目元金で、歳入予算の中で申し上げ

ましたように、特定資金公共投資事業債の繰上償還が実施されますことから、１億１，

８６５万１，０００円の増額補正をお願いするものであります。 

 最後に、第１２款予備費では、今回の補正に要する財源として３万８，０００円の組

替えをお願いするものであります。 

 また、本補正予算では、諸般の事情により本年度会計において予算の支出を見込めな

い事業がありますことから、繰越明許費の補正として、新たに、未登記道路整備事業で

３５０万２，０００円、法隆寺線整備事業で２，２９０万円、ＪＲ法隆寺駅周辺整備事

業で２億８，８６６万円を予算計上させていただいておりますとともに、債務負担行為

の補正として、ＪＲ法隆寺駅配線変更工事補償金に係る債務負担行為４億４，４９３万

円の追加と、それに伴うＪＲ法隆寺駅駅舎橋上化工事負担金に係る債務負担行為の限度

額の変更をお願いするものであります。 

 次に、議案第１６号 平成１６年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４

号）についてであります。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，２９７万５，０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ２４億３，５９０万４，０００円とするもの

であります。 

 その主な補正の内容でありますが、まず歳入予算の補正では、第２款国庫支出金、第

１項国庫負担金、第３目高額療養費共同事業負担金では、国庫負担金額の決定に伴いま

して、５６万６，０００円の増額補正を行うものであります。 



 第４款県支出金、第１項県負担金、第１目高額療養費共同事業負担金では、県負担金

額の決定に伴いまして、５６万６，０００円の増額補正を行うものであります。 

 第７款繰入金、第１項他会計繰入金、第１目一般会計繰入金では、保険基盤安定繰入

金額及び財政安定化支援事業繰入金額の決定に伴いまして、１，４１０万８，０００円

の減額補正を行うものであります。 

 続きまして、歳出予算の補正についてであります。第５款共同事業拠出金、第１項共

同事業拠出金、第１目高額医療費拠出金では、拠出金額の確定に伴い、２２６万４，０

００円の増額補正をお願いするものであります。 

 最後に、第９款予備費につきましては、今回の予算補正から生じました不足額１，５

２４万円の減額補正をお願いするものであります。 

 次に、議案第１７号 平成１６年度斑鳩町老人保健特別会計補正予算（第３号）につ

いてであります。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７，０６３万５，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ２２億１万６，０００円とするものでありま

す。 

 その補正予算の内容でありますが、歳入予算の補正につきましては、老人保健法の規

定に基づく支払基金・国・県、市町村の負担割合に応じて、第１款支払基金交付金につ

いて４，０６４万５，０００円、第２款国庫支出金について１，９７３万９，０００円、

第３款県支出金について４９３万４，０００円、第４款繰入金について５３１万７，０

００円の増額補正を行うものであります。 

 一方、歳出予算の補正につきましては、第１款総務費では、共同電算処理件数の見込

みを推計し３８万円、第２款医療諸費では、医療費の動向を勘案し決算見込額を推計し

７，０２５万５，０００円の増額補正をお願いするものであります。 

 次に、議案第１８号 平成１６年度斑鳩町公共下水道事業特別会計補正予算（第２

号）についてであります。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，６００万円を追加し、歳入歳出予

算の総額を、歳入歳出それぞれ１４億２，２７８万１，０００円とするものであります。 

 その補正予算の内容でありますが、歳入予算の補正につきましては、第２款国庫支出

金で１，６００万円を増額補正し、歳出予算の補正につきましては、第２款公債費で、

１，６００万円を増額補正するものであります。これは、平成１３年度に、国の財源措



置としてＮＴＴ無利子貸付金をもって事業を実施いたしておりますが、今回、一括償還

することとなり、その財源として国から一括して補助金を受入れすることとし、１，６

００万円の歳入歳出の増額補正をお願いするものであります。 

 また、公共第１号 龍田北汚水幹線１工区について、年度内に工事の完了が見込めな

いため、やむを得ず工期を延長することとなり、予算について繰越明許の補正をお願い

するものであります。 

 また、国の経済対策により、平成１７年度に執行する事業を前倒し発注し、執行する

ため、工事請負費について９，６００万円の債務負担行為の補正をお願いするものであ

ります。 

 次に、議案第１９号 平成１６年度斑鳩町水道事業会計補正予算（第３号）について

であります。 

 水道施設整備事業資金貸付金の繰上償還に伴い、資本的収入及び支出の部の収入で、

第１款資本的収入 第１項補助金 第１目国庫補助金で３３万４，０００円の増額補正

と、支出で第１款資本的支出 第２項企業債償還金で３３万４，０００円の増額補正を

お願いするものであります。 

 次に、議案第２０号 平成１７年度斑鳩町一般会計予算についてであります。 

 平成１７年度一般会計予算は、総額８６億３，０００万円を計上しております。前年

度と比較して、６億１，０００万円、６．６％の減額であります。 

 また、平成１６年度に実施した減税補てん債の借換えを除きます実質的な比較では、

１，１９０万円、０．１％の増額となっております。 

 それでは、平成１７年度一般会計予算案の内容につきまして、歳入予算からご説明申

し上げます。 

 はじめに、町財政の基盤となる町税は、２７億４，７６０万円を計上しております。

前年度と比較して、１，０７０万円の増額となっております。 

 これは、地価の下落に伴って、固定資産税で２，５６０万円、２．２％、都市計画税

で６４０万円、４．８％の減収が見込まれるものの、町民税では、所得の低下を見込ん

ではおりますが、配偶者特別控除の上乗せ部分の廃止等の税制改正により、３，２１０

万円、２．７％の増収、また、たばこ税では９００万円、４．９％の増収となる見込み

からであります。 

 次に、地方交付税をはじめとする各交付金、地方譲与税につきましては、地方財政計



画をもとに積算を行い、それぞれ見込額を計上しております。 

 地方交付税については、国において地方交付税の総額は確保されたものの、基準財政

需要額の事業費補正分等の減により、普通交付税で、平成１６年度交付決定額と比較し

て、７，１００万６，０００円、３．５％の減となっております。 

 また、地方譲与税では、国庫補助負担金改革に伴い、税源移譲すべきものとして精査

された額を所得譲与税として、地方に税源移譲されますことから、前年度と比較して、

５，２７０万円、４２．１％の増額となっております。 

 次に、国・県支出金につきましては、実施してまいります事業の財源を確認するため、

それぞれの補助制度を精査しながら、その見込額を計上しております。 

 国庫支出金では、国庫補助負担金改革として、養護老人ホーム等保護費負担金、要保

護及び準要保護児童生徒援助費補助金のうち、準要保護に対するもの等が一般財源化さ

れるものの、ＪＲ法隆寺駅周辺整備事業に係る国庫支出金が増となりますことから、前 

年度と比較して、１億９，８４２万２，０００円、５５．２％の増となっております。 

 また、繰入金につきましては、３億６，４１０万６，０００円を計上しております。 

 本町の課題であります都市基盤整備の着実な推進を図るため、公共施設整備基金で１

億８，０００万円、都市計画事業整備基金で１億７，９００万円の取崩しを行うことで

計上しております。 

 次に、町債につきましては、１１億８，８４０万円を計上しております。 

 ＪＲ法隆寺駅周辺整備事業をはじめとする建設事業費に係る財源確保を図るとともに、

厳しい財政環境を背景に、引き続き、地方一般財源の不足に対処するため発行される臨

時財政対策債の活用を行ってまいります。 

 最後に、「三位一体の改革」についてであります。 

 改革の初年度である平成１６年度においては、突如として地方交付税が大幅に削減さ

れるなど、地方財政に多大な影響を及ぼしたところでありますが、地方の強い要請を受

け、昨年１１月にその全体像が示されました。 

 その内容は、国庫補助負担金改革については、平成１７年度及び平成１８年度予算に

おいて、３兆円程度の廃止・縮減等を行う。税源移譲は、平成１６年度に所得譲与税及

び財源移譲予定特例交付金として措置した額を含め、概ね３兆円規模をめざす。この税

源移譲は、所得税から個人住民税への移譲によって行うものとし、個人住民税所得割に

ついて、これまでの所得に応じて税率が定められている累進的な課税ではなく、税率を



フラット化することを基本として実施する。地方交付税については、平成１７年度及び

平成１８年度は、地域において必要な行政課題に対しては適切に財源措置を行うなど、

「経済財政運営と構造改革に関する基本方針２００４」を遵守することとして、地方団

体の安定的な財政運営に必要な地方交付税、地方税などの一般財源の総額を確保すると

決定されたところであります。 

 しかしながら、地方の自由度を増し、裁量権を拡大するという観点からは不十分であ

り、問題先送りの感も否めません。 

 今後の検討に委ねられている点については、引き続き国と地方の協議を行い、真の三 

位一体の改革の実現に向けすすめていただくよう求めてまいりたいと考えております。 

 以上、歳入予算の主な内容についてのご説明とさせていただきます。 

 続きまして、歳出予算の内容につきまして、各款ごとに、できるだけ先ほどの施政方

針と重複しないよう、順次、ご説明申し上げます。 

 まず、議会費につきましては、１億１，５７５万３，０００円を計上しております。

前年度と比較して、１１万５，０００円の増額となっております。 

 議員の皆様には、斑鳩町の発展のために、多岐にわたり活発な議会活動を行っていた

だいていることに対しまして、改めて心から敬意と感謝を申し上げます。 

 次に、総務費につきましては、８億７，８２０万９，０００円を計上しております。

前年度と比較して、５，１８５万円の減額となっております。 

 はじめに、人材の育成についてであります。 

 職員研修につきましては、地方分権への対応、行財政改革の推進など、行政を取り巻

く環境が厳しくなるなか、昨年４月に策定を行いました斑鳩町職員人材育成基本方針に

基づき、職員の事故啓発による能力開発の推進はもとより、職員の行政経営能力の向上

と創造性を大切にした組織風土の醸成を図ってまいります。新時代に対応した人材の育

成に努め、職員のより一層の資質向上を図り、高度化、多様化する住民ニーズに応えて

まいりたいと考えており、その所要額を計上しております。 

 次に、コミュニティバスの運行につきましては、新年度におきましても住民の公共施

設利用における利便性を高めるとともに、日常生活上の身近な交通機関として利用して

いただくため、引き続き運行してまいります。 

 次に、文化・芸術の振興につきましては、庶民文化の代表である上方演芸に身近にふ

れる機会を提供し、「笑い」をとおして人やまちを元気にし、地域活力の活性化を図る



ため、新たに宝くじ文化公演を開催するとともに、文化芸術活動の推進と、これらにふ

れる機会の創出に取り組んでいる斑鳩町文化振興財団を引き続き、財政面から支援し、

地域に根ざした文化・芸術の振興をめざしてまいります。 

 また、住民と行政の協働によるまちづくりを推進するため、引き続き、さまざまな行

政課題についての住民の自主的な活動を支援する「出前講座」を行ってまいりますとと

もに、住民に行政への関心や理解を深めてもらえるよう、行政運営の計画や方針、各種

行政サービスなどの行政情報を広報紙や町ホームページなどを通じて積極的に提供して

まいります。 

 次に、男女共同参画社会の推進として、平成１６年４月に施行いたしました斑鳩町男

女共同参画推進条例を基本理念とし、新行動計画を策定するとともに、女性総合相談、

男女共同参画社会づくりセミナー、女性のエンパワーメント活動支援を引き続き行って

まいります。 

 次に、行財政改革についてでありますが、昨年に、第３次斑鳩町行政改革大綱に基づ

く実施計画を策定し、その中で掲げた全１５２項目の取組みを推進しているところであ

ります。 

 新年度につきましては、これまでの進捗状況をとりまとめて、住民の皆様に公表した

いと考えております。また、斑鳩町土地開発公社の経営の健全化を促進するため、公社

保有地で処分困難な土地につきまして、公社から町へと計画的に買取りをすすめてまい

ります。 

 次に、情報化への対応についてであります。 

 奈良県内の公共機関を高速で大容量の情報通信網で結ぶ「大和路情報ハイウェイ」へ

の接続を予定しております。この情報通信基盤を活用して、今後、自治体同士の行政手

続きの高速化、情報交換の活発化が進み、また、業務の広域連携・協力もすすめられる

ものと考えております。 

 その中で、住民の皆様が家にいながらにしてインターネットを通じて、市町村への申

請・届出等の手続きができる「汎用受付システム」の開発・運営を、県及び県内市町村

共同で行う５カ年の計画があり、その初年度の負担金を計上しております。 

 次に、選挙関係についてでありますが、選挙管理委員会の運営に係ります経費の計上

のほか、平成１７年度は７月頃に農業委員会委員選挙の執行が予定されており、また、

１０月頃には町長選挙も執行予定でありますことから、その所要額を計上しております。 



 次に、民生費につきましては、１７億７０９万５，０００円を計上しております。前

年度と比較して、４，７２８万円の増額となっております。 

 はじめに、高齢者福祉につきましては、高齢者の方ができる限り要介護状態に陥るこ

となく、住みなれた地域や家庭で暮らすことができるよう、引き続き既存の福祉サービ

ス制度の活用を積極的に図るとともに、その利用促進に努めてまいります。 

 また、現在、国において改正が検討されております介護保険制度が、平成１８年度か

らスタートすることになりますことから、現行の介護保険や高齢者福祉サービス等に変

更が生じることとなり、新たな制度やサービス内容の検討を行うとともに、新しい介護

保険制度の啓発を行うことといたしております。 

 また、敬老会記念品についてでありますが、昨年度までは、斑鳩町商業協同組合の商

品券を贈呈しておりましたが、新年度からは、ふれあい交流センターいきいきの里の無

料入浴券に変更いたしまして、高齢者の皆様の社会参加と生きがいづくりに役立ててい

ただきたいと考えております。 

 次に、障害者福祉についてであります。 

 支援費制度の施行より約２年が経過し、サービス利用者も前年に比べて増えており、

制度が定着しているものと考えております。 

 今後も住み慣れた地域で、安心で、快適な生活が実現できるよう、関係機関と連携を

図りながら、利用者への情報提供や相談体制等の充実、サービス提供に努め、障害のあ

る人もない人も、ともに生きるまちづくりをすすめてまいります。 

 次に、児童福祉についてであります。 

 子どもを取り巻く環境が大きく変化しているなか、保護者の多様な保育ニーズに対応

するため、延長保育・一時的保育等の特別保育を取り入れ、仕事と子育ての両立を支援

するとともに、園庭開放や家庭支援講座等をとおして、地域での子育て支援事業の充実

にも努めてまいります。 

 また、児童手当の支給につきましては、昨年度より支給対象年齢が従来の就学前から

小学校第３学年修了までに拡大されたことに伴い、対象児童も増加しておりますことか

ら、児童を養育している家庭の生活への寄与、児童の健全育成と資質の向上のため、引

き続き制度の運営に努めてまいります。 

 また、（仮称）総合福祉会館の整備につきましては、施政方針の中で申し述べさせて

いただいたとおりでありますが、事業着手の目途が立ち次第、早急に対処できるよう、



平成１６年度予算へ明許繰越しておりました実施設計等の予算について、平成１７年度

予算へ事故繰越し措置をとらせていただくとともに、用地買収経費につきましては、土

地開発公社での予算措置をさせていただいております。 

 次に、衛生費につきましては、９億２，３３２万３，０００円を計上しております。

前年度と比較して、１億２，７７８万１，０００円の減額となっております。 

 はじめに、健康づくりの推進についてであります。 

 感染症の予防対策として、子どもの健康管理におきましては、感染症の蔓延及び罹患

後の重症化を予防するため、保護者の皆様に予防接種の必要性を理解していただき、積

極的に接種していただけるよう啓発してまいりますとともに、高齢者の方が安心してイ

ンフルエンザ予防接種を受けられるよう支援し、肺炎等の合併症やインフルエンザの重

症化及び蔓延予防にも努めてまいります。 

 また、母子保健対策として、妊娠から出産・育児と一連のなかで安全に出産が迎えら

れ安心して育児ができるよう、新生児訪問、乳児・幼児健診、相談事業、子育て教室な

どをとおして、相談しやすい環境を地域ぐるみで整えるとともに、乳幼児虐待の早期発

見や防止にも努めてまいります。また、乳児の３・４か月、９・１０か月の健診を集団

健診から医療機関での個別健診に移行し実施してまいります。 

 さらに、子どもの健やかな成長を育むためには、食べることの大切さの理解を深め、

健康や栄養に関する正しい知識を身につけることが重要であり、特に乳幼児期の「食

育」は、心身の健やかな発達や豊かな人間性を育て、生涯にわたる健康づくりの基礎と

なりますことから、栄養士・保健師等が乳幼児健診や保育園、幼稚園に出向き、保護者

の皆様に食の大切さと「楽しい食卓をかこむ」工夫ができるよう支援してまいります。 

 また、健康増進対策として、引き続き、基本健康診査や各種がん検診を充実させ、乳

がんにおいては、乳房エックス線検査（マンモグラフィ）を導入し、疾病の早期発見に

努めるとともに、住民の健康管理に努めてまいります。 

 また、住民一人ひとりが健康づくりに対する意思や意欲を高め、自らが健康的な生活

習慣を定着することができるよう支援してまいります。 

 さらに「健康はつくるもの」という視点に立った、一次予防に重点をおいた保健事業

にも取り組んでまいります。 

 次に、環境対策についてであります。 

 ２０世紀の飛躍的な近代化とそれに伴う公害とのたたかいを経験した私たちは、今、



地球規模の環境破壊という新たな問題に直面しております。局地的な豪雨や記録的な猛

暑など、地球温暖化の影響による異常気象も次々と私たちの目の前にその姿を現すよう

になってまいりました。 

 私たちの生活と密接な関係にある地球環境問題を解決するには、国レベルの取組みだ

けではなく、地域レベルでの取組みが欠かせません。 

 そのため、省エネルギー、省資源化をテーマにした環境教室、ケナフ栽培を通じての

啓発事業を実施し、地球温暖化についての正しい認識をもっていただき、そのうえで緩

和や防止をするための生活様式のあり方について考え、行動をしていただく機会を提供

してまいります。 

 また、これからの環境問題は、問題が起こってしまってからの対処療法だけでなく、

根本的な社会の仕組みからの問題を解決する必要があります。 

 ＩＳＯ１４００１環境マネジメントシステムは、まさしくこれまでの対処療法的な取

組みから、出来事が起きているパターンや出来事を引き起こしている構造を理解するこ

とで根本的な対処が行えるシステムであります。今後は、さらに環境マネジメントシス

テムの運用を強化し、環境にやさしい業務・事務事業を実施していくとともに、平成１

８年２月にはＩＳＯ登録期間が満了となりますことから、更新審査を受審してまいりた

いと考えております。 

 また、ＩＳＯの考え方は、家庭や地域、学校などでも応用が可能であり、環境に配慮

した生活を心がけていただくため、引き続き「エコいかるがファミリー」「エコいかる

がキッズ」などにも取り組んでまいります。 

 ごみ処理につきましては、住民の皆様のご理解とご協力によりまして、順調にごみ減

量化・再資源化が進んでおります。 

 しかしながら、現在の経済社会システム、大量生産、消費活動の現状を考えますと、

今後は、いかに廃棄物として処理するのかではなく、資源として再生していくかが大き

な課題であり、引き続きあらゆる廃棄物のリサイクル方法の研究をすすめてまいります。 

 また、家庭生ごみ堆肥化や資源物集団回収に対します奨励事業の実施や自ら排出した

ごみがどのように処理されるのかを追跡するごみのゆくえ探検ツアーを実施し、リデュ

ース・リユース・リサイクルの３Ｒ実践の啓発に努めてまいります。 

 さらには、資源物集団回収事業の実施が困難な自治会を対象にいたしまして、町にお

ける古紙類の回収を試行的に実施し、今後の資源物回収を計画するうえでの参考にして



まいりたいと考えております。 

 なお、衛生処理場及び鳩水園等の各施設につきましては、周辺の皆様のご理解とご協

力を得ながら、周辺環境に十分配慮して適正な管理を行うための必要な補修費等を計上

し、安全運転に万全を期したいと考えております。 

 次に、農林水産業費につきましては、１億３，６４４万２，０００円を計上しており

ます。前年度と比較して、２，２７２万１，０００円の減額となっております。 

 農業の振興についてでありますが、農業者・商工業者と地域住民との交流の場として

実施しております産業フェスティバルの運営経費の補助と、農業の振興を図るため農業

者団体への助成に要します経費を計上しております。 

 また、安定的な農業経営の育成に向けて、農道や水路等の農業生産基盤の整備・改善

を図るとともに、県営事業である天満池の改修や土地改良施設維持管理適正化事業とし

ての守谷池の整備につきましても、引き続き取り組んでまいります。 

 さらには、米の生産調整と転作が一体となった取組みを図るため、生産調整を実施さ

れた農家に幅広い助成を行ってまいります。 

 次に、商工費につきましては、１億５７６万９，０００円を計上しております。前年

度と比較して、３，８０２万７，０００円の減額となっております。 

 商工業の振興につきましては、景気の長期低迷のなか、中小企業者の成長発展及び振

興に資するため、町内商工業者の債務保証に係る保証料を補給するとともに、商工振興

及び商工業者の経営安定事業をすすめる商工会への補助金を計上しております。 

 次に、観光の振興につきましては、法隆寺ｉセンターを拠点として観光情報の提供と

ＰＲを行い、引き続き国や県・奈良市と連携を図りながら、町を訪れる観光客が散策し

やすいルートを確保してまいりますとともに、新たな施策の取組みとして、ビジット・

ジャンパン・キャンペーンを活用した外国人旅行者の積極的な誘致を図ってまいります。 

 また、伝統地域文化の継承と観光客の誘致イベントとして開催しております「太子ロ

マン斑鳩の里 観月祭」の開催経費、斑鳩の伝統的な祭りを母体とし、住民参加による

ふれあいを目的として開催される「斑鳩の里ふるさと秋祭り」への運営費の補助に要し

ます経費を計上しております。 

 次に、土木費につきましては、１８億６，６１８万９，０００円を計上しております。

前年度と比較して、８，３２３万９，０００円の増額となっております。 

 はじめに、生活道路の整備につきましては、道路整備５カ年計画を柱とし、住民の皆



様の重要な生活道路の新設、道路改良等整備をすすめてまいります。 

 また、道路維持や交通安全施設整備につきましても、地域要望に応えるべく、その所

要額を計上しております。 

 都市計画道路の整備についてであります。 

 いかるがパークウェイについての事業の進捗及び今後の取組みにつきましては、施政

方針で申し述べたとおりでありますが、事業の整備促進に要します経費を計上しており

ます。 

 また、都市計画道路法隆寺線につきましては、整備予定区間の早期の供用に向けて、

用地費、工事費等の所要額を計上しております。またあわせて事業の円滑な進捗がはか 

れますよう、本町土地開発公社におきましても用地の先行取得費を計上しております。 

 次に、景観保全の対策についてであります。 

 事業の最終年度となっております法隆寺・藤ノ木線の整備につきましては、残区間約

８０メートルの道路表面工事に係る経費を計上しております。また、斑鳩らしい風景、

景観の残る三塔周辺地域におきましては、景観形成作物であるコスモス栽培の推進を図

るため、栽培委託料等の経費を計上しております。 

 次に、ＪＲ法隆寺駅周辺整備についてであります。 

 施政方針で申し述べたとおり、新年度は自由通路の本体工事に着手することとなって

おり、自由通路工事協定に基づく事業費について委託料として計上しております。また、

２面２線化への配線変更工事、仮駅舎設置等に要する事業費について駅舎橋上化工事協

定に基づき、負担金及び補償金として計上しております。なお、これにつきましては、

債務負担行為を橋上化工事負担金に係る分として措置しているところでありますが、配

線変更工事（２面２線化工事）に係る事業費については、補償金として明確にして予算

処理する必要が生じたことから、この債務負担行為につきまして、ＪＲ法隆寺駅駅舎橋

上化工事負担金の限度額の変更及びＪＲ法隆寺駅配線変更工事補償金として追加する平

成１６年度一般会計補正予算（第８号）を上程しているところでありますので、ご理解

のほどよろしくお願い申し上げます。 

 その他、駅周辺道路整備に必要な用地費、調査委託料等も計上し、あわせて事業の円

滑な進捗が図れますよう、本町土地開発公社におきましても用地の先行取得費を計上し

ております。 

 次に、消防費につきましては、３億２，７５９万円を計上しております。前年度と比



較して、６７４万４，０００円の増額となっております。 

 西和７町で構成し、運営しております西和消防組合に係ります本町負担金を計上して

おります。 

 また、住民の生命財産を守る町消防団の運営に係ります経費をはじめ、地域において

活動をしていただいております自衛消防団への支援のための補助金等を計上しておりま

す。 

 消防施設の維持管理に係ります経費の計上のほか、消防施設の整備を行う自治会に対

します補助金を計上し、町内の消防施設の強化・充実に努めてまいります。 

 さらに、災害対策として、災害備蓄品の購入と、平成１４年度から実施しております

地域密着型の地区別防災訓練に係ります経費を計上し、防災意識の高揚を図るとともに

災害時の備えの強化・充実を図ってまいります。 

 次に、教育費につきましては、１１億４，７６９万１，０００円を計上しております。

前年度と比較して、１億３，５６７万１，０００円の増額となっております。 

 はじめに、学校教育についてであります。 

 斑鳩町小中一貫教育の取組みにつきましては、平成１７年度からの実施に向け、小中

一貫をめざす教育の内容と、小中連携と交流のあり方等について、専門部会で審議を重

ねてまいりました。 

 小中一貫教育をめざす学習では、聖徳太子の和の精神をはじめ、斑鳩の歴史や先人に 

学ぶなかで「生き方」「道徳」の学習と、英会話学習、交流学習を柱としております。 

 「生き方」「道徳」の学習では、斑鳩町民憲章の精神を基本とした学習を、小学１年

生から中学３年生までの全児童生徒が９年間一貫した教育内容で実施することとしてお

ります。また、「英会話学習」においては、小学４年生から中学３年生までの６年間、

英会話の実践力を身につけるための学習計画を策定し、実施する予定であります。 

 一方、小中連携と交流のあり方については、平成１６年度、既に、小学６年生を対象

に中学校で実施する「新入生体験入学」で模擬授業を取り入れており、新入生たちが中

学校に対して漠然と抱えている不安を払拭し、入学を心待ちにするといった感想が寄せ

られており、成果を上げています。今後も、小学生と中学生が交流を深め、ともに学ぶ

機会を設け、小学校から中学校への環境の変化に子どもたちがスムーズに対応し、良好

な人間関係を築くことができるように取り組んでまいります。 

 このように、小学校・中学校の９年間をとおして、子どもたちに「郷土を愛する心を



育み、国際化の進む社会を主体的に生きるために必要な自己の確立とコミュニケーショ

ン能力」を育成するための教育の充実に取り組んでまいります。 

 心身に障害のある子どもの教育につきましては、町費講師の活用により、一人ひとり

の障害の状況に応じた教育活動を展開するとともに、障害のある児童生徒と障害のない

児童生徒との交流や共同学習を積極的に推進し、相互理解を促進してまいります。 

 また、不登校や問題行動への対策につきましては、教職員と子どもたちとの人間的な

ふれあいを深め、早期発見、早期指導に努める一方、スクールカウンセラーや心の教室

相談員等と連携し、相談や指導の充実を図ってまいります。 

 さらに、子どもの安全確保を図るため、昨年１１月に発生した奈良市の小学１年女子

児童誘拐殺害事件を受け、保護者らに町内の不審者情報を携帯電話メールで迅速に伝え

る「子ども安全安心メール」を導入してまいります。 

 小・中学校への新規格の机・いすの導入につきましては、前年度より年次計画を立て、

小学校では６年生から、中学校では３年生から、順次、新しいＪＩＳ規格に対応した

机・いすに更新することとし、それに要します予算を計上しております。 

 学校施設の整備・維持管理につきましては、斑鳩小学校北館の耐震補強実施設計、中

館の２次耐震診断や放送設備の改修等を実施するとともに、各小・中学校の維持補修に

つきましても、必要に応じて実施し、人にやさしい安全な教育環境づくりに努めてまい

ります。 

 また、「総合的な学習の時間」や「少人数授業」による基礎・基本の徹底により、学

習指導要領のめざす「生きる力」を育成することを前年度に引き続き実施してまいりま

す。 

 小・中学校図書の整備につきましては、調べ学習をはじめとした、児童・生徒の主体

的・意欲的な学習活動・読書活動が行えるよう、引き続き蔵書の充実を図るため、その

所要額を計上いたしますとともに、日本の文化や伝統に親しむ学習をとおして、一人ひ

とりの個性や自主性・創造性を高める教育を推進するため、小学校での日本伝統文化の

学習を新年度も実施してまいります。 

 幼児教育につきましても、その充実に努めておりますが、新年度では、特に配慮が必

要な幼児が入園している幼稚園に対しまして、補充教員を配置してまいります。 

 次に、生涯学習についてであります。 

 少子・高齢化が進むなか、青少年がかかわる事件が社会問題となっておりますが、子



どもたちを取り巻く環境が著しく悪化してきているなか、地域社会の連帯感また教育力

の向上をめざし、家庭教育の充実など、さまざまな機会での活動を展開し、地域社会づ

くりに向けた生涯学習の推進に努めてまいります。 

 次に、文化財の保存についてでありますが、まず史跡藤ノ木古墳の整備につきまして

は、平成１９年度には史跡地内の整備を完了することを目標に、墳丘や石室の整備につ

いて検討を行ってまいります。新年度では、引き続き石室の動態調査を実施してまいり 

ますとともに、保存と公開に向けた整備基本設計書の策定作業をすすめてまいります。 

 また、史跡中宮寺跡の整備につきましても、平成１５年度から３カ年で公有化を図っ

ているところでありますが、最終年度も引き続き事業の進捗を図るため、その所要額を

計上しております。 

 駒塚古墳につきましては、地域の歴史遺産として保存と活用を図るため、発掘調査を

実施いたしましたが、今後、関係機関と整備についての協議を行ってまいりたいと考え

ております。 

 次に、図書館の運営についてであります。 

 全国１４２町村の中で、貸出冊数など常に実績上位にあります当館でありますが、今

後とも図書資料の充実を図り、その機能の向上を図ってまいりたいと考えております。

また、斑鳩町子ども読書活動推進計画に基づき、学校との連携を図りながら、子どもた

ちに良い読書習慣と環境を提供するための、読書活動の推進に努めてまいります。 

 社会体育につきましては、体育施設・設備を安全に利用していただけますよう、適正

な維持管理に努めますとともに、各種スポーツ大会の実施をはじめ、誰もが楽しみなが

ら体力づくりや健康づくりができるスポーツ教室の開催やスポーツクラブの支援を行っ

てまいります。 

 次に、災害復旧費につきましては、２８０万６，０００円を計上しております。前年

度と比較して、２８０万円の増額となっております。 

 災害の発生に伴い、早急に各施設の災害復旧に対応できるよう、各費目において各目

予算を計上しておりますとともに、昨年１０月２０日に来襲した台風２３号により発生

しました青少年野外活動センター進入路の災害復旧工事費を計上しております。 

 最後に、公債費につきましては、１３億７，９１３万３，０００円を計上しておりま

す。前年度と比較して、６億５，５４７万円の減額となっております。 

 前年度に実施いたしました減税補てん債６億２，１９０万円の借換えを除く元利償還



金は、前年度と比較して、３，６０８万円の減となっております。 

 次に、議案第２１号 平成１７年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計予算についてで

あります。 

 予算総額は、歳入歳出それぞれ２５億６，３００万円で、前年度と比較して３億８，

１２０万円、１７．５％の増となっております。 

 保険給付費が年々増加していること、介護保険制度の普及から介護保険納付金が年々

増額されていることが主な理由であります。 

 国民健康保険制度は、国民皆保険のなかで、地域医療や住民の健康の保持・増進に大

きく貢献してきたところでありますが、急速な高齢化の進展に伴い、医療費の伸びが著

しいことから、国民健康保険の事業運営は年々厳しいものとなっております。 

 はじめに、歳入予算についてであります。 

 国民健康保険税は、８億５，３６５万円を計上しております。被保険者の増加等によ

り、前年度と比較して、８，２０５万円の増額となっております。 

 国庫支出金では、７億５，９３６万４，０００円を計上しております。「三位一体の

改革」に伴い、保険給付に係る療養給付費負担金等の国庫負担の一部が都道府県に税源

移譲され、その影響額が減となるものの、保険給付や介護納付に係る費用が増加します

ことから、前年度と比較して、６，９７６万９，０００円の増額となっております。 

 また、退職被保険者等の保険給付に交付される療養給付費等交付金は、６億６７６万

５，０００円を計上しております。前年度と比較して、１億８９２万円の増額となって

おります。 

 県支出金では、１億１１２万２，０００円を計上しております。「三位一体の改革」

に伴い、保険給付に係る療養給付費負担金等の国庫負担の一部が都道府県に税源移譲さ

れること、保険給付や介護納付に係る費用が増加しますことから、前年度と比較して、

８，５１８万７，０００円の増額となっております。 

 最後に、繰入金は、一般会計からの繰入金１億８，９１８万４，０００円を計上して

おります。前年度と比較して、３４２万８，０００円の増額となっております。 

 一方、歳出では、予算総額の過半を占める保険給付費についてでありますが、前年度

と比較して、３億７，２４９万６，０００円、２６．１％増の１８億２６万６，０００

円を計上しております。 

 次に、議案第２２号 平成１７年度斑鳩町老人保健特別会計予算についてであります。 



 予算総額は歳入歳出それぞれ１９億６，７１４万円で、前年度と比較して、６，０６

８万円、３．２％の増となっております。 

 本特別会計は、支払基金・国・県・町それぞれの負担割合に応じた交付金等を歳入財

源として運営いたしております。平成１４年１０月の健康保険法等の改正により、町の

公費負担割合が２０分の１から１２分の１に５年間で段階的に引き上げられることから、

一般会計の繰入額は、前年度と比較して、１，７２７万２，０００円、１３．６％増の

１億４，４２５万７，０００円を計上しております。 

 また、歳出では、予算総額の過半を占める医療諸費についてでありますが、前年度と

比較して６，０２４万５，０００円、３．２％増の１９億５，６７８万７，０００円を

計上しております。平成１４年１０月の制度改正により、老人保健受給者が減少してい

るなか、前年度と比較して増加しておりますのは、入院の医療費等が増加していること

が主な要因であります。 

 次に、議案第２３号 平成１７年度斑鳩町大字龍田財産区特別会計予算についてであ

ります。 

 予算総額は、歳入歳出それぞれ４３２万５，０００円を計上しております。前年度と

比較して、１７万５，０００円、３．９％の減となっております。 

 歳入予算につきましては、前年度からの繰越金が主なものであります。 

 歳出予算では、当該財産区の維持管理に必要な経費として２２万５，０００円を計上

しております。また、経費を差引きました残額４１０万円を予備費に計上しております。 

 次に、議案第２４号 平成１７年度斑鳩町公共下水道事業特別会計予算についてであ

ります。 

 予算総額は、歳入歳出それぞれ１７億２，８００万円を計上しております。前年度と

比較して、３億２，２１０万円、２２．９％の増となっております。 

 公共下水道につきましては、施政方針で申し述べさせていただきましたが、新年度よ

り整備済区域で利用できることとなりました。今後も引き続き事業認可区域内の整備を

すすめるため、新年度におきましても、積極的な予算を計上しております。 

 まず、歳入では、公共下水道の利用に伴い、加入分担金で３００戸分、３，０００万

円、下水道使用料で５６７万円を計上、国庫補助金は５億２５０万円を計上し、前年度

と比較して、９，４５０万円、２３．２％の増、一般会計繰入金は、前年度より８４５

万３，０００円、２．４％減の３億４，０２１万２，０００円、町債は、２億４３０万



円、３２．９％増の８億２，５９０万円を計上しております。 

 一方、歳出では、公共下水道事業費で１２億９，２２５万７，０００円を計上し、前 

年度と比較して、３億３，９１７万６，０００円、３５．６％の増となっております。 

 事業といたしましては、幹線管渠の整備と並行して面的整備をすすめていく計画で、

幹線管渠延長約１，０００メートル、面的整備約１２ヘクタールを実施し、平成１７年

度末で約１１２ヘクタール、管渠延長で約３３キロメートルの整備を完了したいと考え

ております。 

 また、公共下水道の利用に合わせ、不用となった浄化槽を雨水貯留施設として転用し

ていただくための支援として、浄化槽雨水貯留施設転用に係る補助金を計上しておりま

す。 

 次に、流域下水道事業市町村負担金は１億４，１９８万１，０００円を計上し、前年

度と比較して、２，４１０万１，０００円、１４．５％の減となっております。 

 これは、流域幹線管渠の工事及び中継ポンプ場建設工事も終息を迎え、流域下水道セ

ンターの処理場施設拡張工事が主な事業となっております。 

 次に、議案第２５号 平成１７年度斑鳩町介護保険事業特別会計予算についてであり

ます。 

 介護保険給付の円滑な実施に資するため、本特別会計の歳入歳出予算はそれぞれ１２

億２，４００万円を計上しております。 

 介護保険の給付につきましては、今年度までの実績と介護保険事業計画をもとに、居

宅サービス、施設サービス、サービス計画等の費用として１１億７，０５０万２，００

０円を計上しております。介護サービスが必要となれば、介護を必要とする方やその家

族が安心して介護サービスを受けることができるよう、サービスの安定的な供給や、そ

の質的向上等に引き続き努めてまいりたいと考えております。 

 また、保険給付が年々増加傾向にありますが、現状積立している介護給付費準備基金

の一部を取り崩すことにより、保険料を値上げすることなく、これまでどおり基準額を

月額３，０８４円、年額３万７，０００円としており、歳入予算額として２億１，１６

７万９，０００円を計上しております。その他保険給付に係る歳入として、国庫負担金

を２億３，４１０万円、県負担金を１億４，６３１万３，０００円、支払基金交付金を

３億７，４５６万円、調整交付金を３，８５１万円計上しております。一般会計繰入金

としましては、１億９，７８２万２，０００円を計上しており、内訳は介護給付費繰入



金として１億４，６３１万３，０００円、職員給与や事務費等に係る繰入金として５，

１５０万９，０００円となっております。 

 介護保険制度につきましては、平成１７年度に、平成１８年度以降の第３期事業計画

を策定することになります。現在、国において制度の改正内容についての概要が示され

てきており、その方向性を基に斑鳩町の現状にあった事業計画を策定してまいりたいと

考えております。 

 また、介護保険制度の運営につきまして、引き続き円滑な実施をめざし、鋭意取り組

んでまいりたいと考えているところであります。 

 次に、議案第２６号 平成１７年度斑鳩町水道事業会計予算についてであります。 

 水道事業は、安全で安定的な飲料水の供給が大きな使命であります。 

 このことから、今日までも取水井戸や浄水場の適切な維持管理に努めてまいりました。

特に、三井浄水場は稼働後約２０年が経過し、機器類の老朽化が進んでおり、順次改修

を行う必要があります。 

 一方、送配水管では、石綿管や塩化ビニール管の老朽化に伴う改良に加え、震災に対

します耐震性の強化など、水道施設としてのライフラインの機能強化が求められており、

新年度も有利な財源を活用しながら整備を行ってまいりたいと考えております。 

 それでは、予算の概要でありますが、収益的収入及び支出につきましては、水道事業

収益で、８億２，０４７万４，０００円、前年度と比較して、１，４４７万２，０００

円、１．７％の減であります。主な内容といたしましては、給水収益では７億７，３５

５万５，０００円で、前年度と比較して、１，５２１万９，０００円、２％の増額、営

業外収益では、緊急地域雇用創出特別対策事業補助金等の減により、前年度と比較して、

３，７５１万２，０００円の減額となっております。 

 水道事業費用では、８億１，４５２万２，０００円、前年度と比較して、５，４７２

万４，０００円、６．３％の減であります。減の主な内容といたしまして、緊急地域雇

用創出特別対策事業として実施しました水道管路情報業務委託費及び経常的な経費の精

査によるものであります。 

 次に、資本的収入及び支出につきましては、資本的収入で、２億４，８９２万２，０

００円で、前年度と比較して、１億２９７万２，０００円、７０．６％の増であります。

内容といたしましては、企業債２，０００万円、国庫補助金１，２５３万２，０００円、

工事負担金２億１，６３９万円であり、特に工事負担金は、公共下水道事業関連等で、



前年度より７，５５８万８，０００円の増額となっております。 

 資本的支出では４億５，７８４万８，０００円で、前年度と比較して、１億２，７０

５万４，０００円、３８．４％の増であります。内容といたしましては、配水設備改良

費３億１，７７１万円、浄水場設備改良費１，０００万円、取水設備費１，６００万円、

営業設備費１９６万８，０００円、企業債償還金１億１，２１７万円であり、特に配水

設備改良費は公共下水道事業関連及び石綿管改良事業等で、前年度より１億１，９８１

万円の増額となっております。 

 次に、議案第２７号 平成１６年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事請負契約の変更に

ついてであります。 

 公共第１号 龍田北汚水幹線１工区につきまして、平成１７年３月１７日の完成をめ

ざし工事をすすめておりましたが、工事途中において、硬質な粘土質が続き、推進工事

の進捗が遅れることとなり、やむを得ず工期を平成１７年５月３１日まで延長すること

が必要となり、工事請負契約の変更をお願いするものであります。 

 次に、議案第２８号から議案第３０号までの３議案は、吉野郡西吉野村及び大塔村が、

市町村合併により平成１７年９月２５日から五條市に編入されることとなり、両村が同

月２４日をもって廃されることから、両村が加入している一部事務組合の規約変更等の

手続きのため、議会の議決を求めるものであります。 

 はじめに、議案第２８号 奈良県市町村会館管理組合を組織する地方公共団体の数の

減少についてであります。 

 奈良県市町村会館管理組合から西吉野村及び大塔村を脱退させることにより、同組合

を組織する地方公共団体の数が減少することから、地方自治法第２８６条第１項及び同

法第２９０条の規定により議会の議決を求めるものであります。 

 次に、議案第２９号 奈良県市町村非常勤職員公務災害補償組合を組織する地方公共

団体の数の減少及び奈良県市町村非常勤職員公務災害補償組合規約の変更についてであ

ります。 

 奈良県市町村非常勤職員公務災害補償組合を組織する地方公共団体の数が減少となる

こと、及び同組合を組織する地方公共団体を掲げている別表第１及び同組合議会の議員

の選挙区を定めている別表第２を改正することとなり、奈良県市町村非常勤職員公務災

害補償組合規約の変更が必要となることから、地方自治法第２８６条第１項及び同法第

２９０条の規定により議会の議決を求めるものであります。 



 次に、議案第３０号 奈良県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の

減少及び奈良県市町村職員退職手当組合規約の変更についてであります。 

 奈良県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数が減少となること、及び

奈良県市町村職員退職手当組合規約の変更が必要となることから、地方自治法第２８６

条第１項及び同法第２９０条の規定により議会の議決を求めるものであります。 

 次に、諮問第１号 人権擁護委員の推薦について意見を求めることについてでありま

す。 

 現委員の勝田清之丞氏の任期が、平成１７年５月３１日をもって満了となることから、

その後任者として已波美津子氏を推薦することについて議会の意見を求めるものであり

ます。 

 次に、同意第１号 斑鳩町監査委員の選任について同意を求めることについてであり

ます。 

 現代表監査委員の 巳忠次氏の任期が、平成１７年３月２８日をもって満了となるこ

とから、引き続き同氏を選任することについて議会の同意を求めるものであります。 

 次に、同意第２号から同意第８号 斑鳩町政治倫理審査会委員の選任について同意を

求めることについて（その１からその７）であります。 

 太田信隆氏、清水孝雄氏、今井温子氏、岡田義治氏、 川裕子氏、髙畑士郎氏及び

田建四郎氏の任期が、平成１７年３月３１日をもって満了となることから、引き続き太

田信隆氏、清水孝雄氏、今井温子氏、岡田義治氏及び 川裕子氏を、そして公募により

小池信義氏及び 田建四郎氏を委員に選任することについて同意を求めるものでありま

す。 

 次に、報告第４号 平成１７年度斑鳩町文化振興財団事業計画の報告についてであり

ます。 

 いかるがホールが地域の文化活動の拠点として活動し、地域の文化力を高めて地域を

活性化し、地域に心豊かな感動づくりを創造させるため、文化・芸術の振興に努めてお

ります。 

 平成１７年度は、藤ノ木古墳の第１次発掘調査の実施から２０周年を記念し、シンポ

ジウムの開催と斑鳩の里大学２１講座を開催します。これらの財団自主事業数は１９事

業を予定しております。 

 事業区分別では地域住民が出演公演を行う住民参加型事業を４事業、芸術文化鑑賞型



事業１１事業、育成型事業４事業で、自主事業費の総額は２，２２７万円を計上し、平

成１７年度の予算総額では、収入支出それぞれ１億５，９９０万４，０００円を計上し

ております。 

 次に、報告第５号 平成１６年度斑鳩町土地開発公社事業計画の変更（第３号）及び

平成１７年度斑鳩町土地開発公社事業計画の報告についてであります。 

 まず、平成１６年度斑鳩町土地開発公社事業計画の変更（第３号）につきましては、

法隆寺線に係る地権者との交渉がまとまり、これに伴い龍田南３丁目地内において取得

いたしました都市計画道路代替用地を処分するため、処分計画の変更をしたことによる

ものであります。処分額は、簿価で１，１６７万７，０００円であります。 

 次に、平成１７年度斑鳩町土地開発公社の事業計画についてであります。 

 まず、都市計画道路法隆寺線の用地取得につきましては、引き続き用地交渉を行って

まいりたいと考えており、用地費・補償費を合わせて２億３，６０４万５，０００円を

計上しております。処分につきましては、平成１６年度で取得いたしました龍田南２丁

目地内の事業用地は平成１７年度で全額を処分、平成１７年度で取得いたしました事業

用地は平成１８、１９年度で処分する計画であります。 

 次に、法隆寺駅周辺整備事業であります。法隆寺駅の北側で２件、駅の南側で２件の

取得を考えており、用地費・補償費と合わせまして２億１，３４４万円を計上しており

ます。これにつきましては、平成１７、１８、１９年度の３カ年で処分を計画しており

ます。また、既に保有している暫定植栽広場につきましても平成１９年度で処分してま

いりたいと考えております。 

 次に、道路新設改良事業であります。神南３丁目地内道路新設改良事業につきまして

は、平成１７年度も継続して用地取得を行うことから、用地費・補償費を合わせ１，９

１０万円を計上しております。処分につきましては、平成１６年度で取得いたしました

ものと合わせ、平成１７、１８年度の２カ年で計画しております。幸前１丁目地内の道

路新設改良事業につきましては、処分のみであり、平成１６年度中に取得いたしました

用地を平成１７年度から３カ年で処分する計画であります。神南４丁目地内における６

メーター計画道路の事業用地の取得費といたしまして、用地費・補償費を合わせ４，３

００万円を計上しており、これにつきましては平成１８年度で処分する計画であります。 

 （仮称）総合福祉会館事業につきましては、２億３，０７９万４，０００円を計上し

ております。用地取得にあたっては、これまでの経緯を踏まえ慎重に対応してまいりた 



いと考えております。処分につきましては、平成１８年度で計画をいたしております。 

 次に、町単独土地改良事業でありますが、平成１６年度で取得いたしました用地を、

事業の進捗に合わせ、平成１７年度から４カ年での処分を考えているところであります。 

 史跡中宮寺跡整備事業につきましては、平成１７年度で処分する計画であり、１億９，

４９１万８，０００円を計上しております。 

 また、土地開発公社の経営健全化を図るため、歩道用地につきましては平成１７年度

で町に処分することとし、１７７万５，０００円を計上しております。 

 都市計画道路代替用地につきましても、都市計画道路事業等において代替地を希望さ

れる方への情報提供に努めてまいりましたが、なかなか処分できない現状を踏まえ、経

営健全化対策の一貫として、平成１７年度から計画的に処分してまいりたいと考えてい

るところであり、処分費として１億４，４１６万９，０００円を計上しております。処

分方法としては、一般競争入札によるものとし、これにより生じます売却損につきまし

ては、一般会計からの損失補てんを講じてまいりたいと考えており、処分額が確定をい

たしました際には、事業計画の変更及び一般会計予算の補正を行い、特別利益及び補て

んを計上してまいりたいと考えております。 

 以上で、提案いたしましたそれぞれの議案につきましての概要説明を終わらせていた

だきますが、いずれの議案につきましても温かいご審議を賜りまして、原案どおりご議

決又はご承認を賜りますようお願い申し上げます。 

 長時間、ご清聴ありがとうございました。 

○議長（浅井正八君）  ここでお諮りいたします。 

 本日提出されています議案については、ただいま町長から総括提案説明を受けました

ので、日程３３、議案第２７号、日程３７、諮問第１号、日程３８、同意第１号、日程

３９、同意第２号、日程４０、同意第３号、日程４１、同意４号、日程４２、同意第５

号、日程４３、同意第６号、日程４４、同意第７号、日程４５、同意第８号、日程４６、

報告第４号、日程４７、報告第５号を除く２８議案については、会議規則第３９条第２

項の規定により提案説明を省略することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅井正八君）  異議なしと認めます。よってこれより議事日程に従い議事を進め 

てまいります。 

 それでは、日程８、議案第２号 斑鳩町次世代育成支援地域協議会設置条例について



を議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅井正八君）  これをもって議案第２号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第２号は、厚生常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程９、議案第３号 斑鳩町障害者福祉計画推進協議会設置条例についてを

議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅井正八君）  これをもって議案第３号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第３号は、厚生常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程１０、議案第４号 特別職の職員で非常勤のものの報酬、費用弁償及び

期末手当に関する条例の一部を改正する条例についてを議題とし、総括質疑をお受けい

たします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅井正八君）  これをもって議案第４号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第４号は、総務常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程１１、議案第５号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する

条例の一部を改正する条例についてを議題とし、総括質疑をお受けいたします。２番、

松田議員。 

○２番（松田 正君） この項目の見解をお聞きをして理解を正しくしておきたいと思う 

んですが、給与の月額の支給の特例として改正案が示されているわけでありますけども、

ただし書き以降の関係の「第７条及び第１６条の規定を適用する場合における給与月額

は、別表の額とする」、こういうふうに言っているんですけども、この額について理解

をきちっとしておく必要があるかと思いますので、ここで言う給与月額というのは幾ら

を意味しているのかということをお聞きしたいと思います。 

 それから、２つ目には、少なくともこのただし書き以降の関係というのは、退職金の

取り扱いについて、現状のままであるということを意味しているんだというふうに私は

思うんですけども、特にこの場合の支給率の問題ですね、率についてどういうふうにな

っているのかということが２つ目。 

 それから、３つ目の問題は、ここで言われているように、町長ほか常勤職の皆さんの

給与を減額するというふうに言っておいでになるんですけども、これは「当分の間」と



いう表現になっていますけれども、この当分の間ということの理解はどういうふうにし

たらいいのか。総務委員会では、この当分の間とは、財政基盤が確立した時点と。財政

基盤の確立というは、いつ一体出来るんだろうかというふうに疑問がありますので、こ

の面についての解釈を、見解を明確にお聞きをしたい、こういうふうに思います。 

 それから、既にもう総務委員会に付託になっているんですけど、常勤職員の関係の給

与カットをこのようにされるという意欲を示しておいでになるんですけれども、そのさ

きの非常勤の職員の関係については、いわば奈良県内における出張旅費の削減だけにと

どめておいでになるんですけども、この面について、報酬なり、あるいは費用弁償の関

係についてなぜメスは入れられなかったのか、あるいは入れるつもりはないのかという

ことについてお聞きをしておきたいと思うんです。 

 それから、さらに先走ったことにはなるんですけれども、後々で審議されることにな

りますいわゆる職員の旅費の関係について提起をされていますが、この中で管理職手当

の減額も提起をされています。その中で、特に私は、幼稚園の関係の園長の管理職手当

の関係が、１万５，０００円が１万３，５００円ということに改められるようになって

いるわけでありますけれども、この件などにつきましては、小学校長が兼務されている

というふうに思うんです。ところが、現在のやっぱり職員のやる気という面、その他を

考えてみても、幼稚園の教諭の中から園長を選ぶというふうなシステムに変えてもいい

んではないかというようなことを思ったりはするんです。この金額についてどうこう言

っているんじゃありませんけれども、担当というのは、兼務者につけるというよりも、

そのことの方がより望ましいんではないかなというふうに思うんですが、この辺につい

ての見解だけお聞かせをいただいておきたい、こう思います。 

○議長（浅井正八君）  植村総務部長。 

○総務部長（植村哲男君） １点目の給料月額でございますけども、それぞれの額を減じ 

た後の額につきましては、町長にいたしましては８６万１，０００円、助役は７２万２，

０００円、それと収入役は６６万３，０００円、教育長は６１万３，０００円となるわ

けでございます。 

 退職手当の支給率の関係でございますけども、１００分の５５０が１００分の５２０

に、助役につきましては１００分の３５０が１００分の３３０に、収入役につきまして

は１００分の３００から１００分の２８０、教育長につきましては１００分の２５０か

ら１００分の２４０ということでなるわけでございます。 



 それと、当分の間の関係につきましては、先ほど松田議員の方から申されております

ように、さきの総務委員会でご答弁させていただいておりますけども、今後財政健全化

計画を策定してまいりますけども、そうした策定がされて、実際にそういった対応をし

ていくまでのその間、色々とそういう削減計画、削減を実施していかなきゃならん、そ

ういったまでの間で、実際に削減をどれだけするのか決まるまでの間ということで、そ

の間を当分の間ということで位置づけておるわけでございます。 

 それと、非常勤の関係の方については、県内の出張旅費の削減のみということでなっ

ておるのかということでございますけども、先ほど申し上げましたとおり、とりあえず

町長はじめ助役、収入役、教育長の給与等の削減、並びに管理職の手当等をもちまして

削減をさせていただくことによりまして、先ほど申し上げましたような財政健全化計画

につきましては、実施するまでの数値につきましては、住民の理解と協力が必要となり

ますから、我々町長はじめ、町長の姿勢としてやはりそういった方向でさせていただく

ことによって今後理解と協力を得られやすいということもありまして、そういった方向

でさせていただくということで考えておるところでございます。 

 それと、幼稚園の園長の手当でございますけれども、おっしゃいますように、１万５，

０００円を１万３，５００円ということで、これにつきましては、課長職と同等の削減

で１％ということで、削減率に応じまして削減させていただくもんでございますけども、

おっしゃいますことにつきましては、今後、その職場でのやる気、そういったことの喚

起を促すということからも、今後検討をしていかなければならん課題かと考えておりま

すので、いましばらく検討をさせていただきますようによろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長（浅井正八君）  ２番、松田議員。 

○２番（松田 正君） 私の聞き間違いかもわかりませんけど、７条の関係というのは、 

退職手当の率の関係ですけど、率の関係については、手当条例の関係はそうなんですけ

ど、その後額が変更されているんじゃないですか。だから、変更されているとすると、

今言われましたような額ではなくて減額になっているというふうに私は思うんです。そ

の辺について間違いございませんかということを念のためにお聞きをしておきたいと思

うのが１つ。 

 ２つ目の幼稚園の園長の関係については、今後検討するということでは、どうも答え

になってこないと思うし、我々が今審議をしている関係というのは１７年度予算の関係



でありますから、１７年度の関係ということになりますと、常識的に４月１日、こうい

うことになろうかと思うんです。それまでに結論を出して、いわゆる管理職手当の減る

人を誰にするかということも決定しなけりゃならんと思うんです。だから、そうしない

と、扱いが今後検討するということで避けておいたんではいかんのじゃないかというふ

うに思いますので、それまでに結論を出すということになるんかどうかだけちょっと念

のためにお聞きしておきたい、こう思います。 

○議長（浅井正八君）  植村総務部長。 

○総務部長（植村哲男君） 先ほど、１つ目は、退職手当の率の関係で申し上げた関係に 

つきましては、私が申し上げましたような率に平成１７年４月以降に変わっていくとい

うことで、改正の内容でございます。 

 それと、幼稚園の関係につきましては、現場での職員の意欲、責任感を高めていくと

いう観点から見て、先ほど申し上げましたような関係で前向きに検討もしていかなきゃ

ならないと考えております。 

○議長（浅井正八君）  ２番、松田議員。 

○２番（松田 正君） 私が今手元に持っていますのは、奈良県の市町村職員の退職手当 

に関する条例の一部改正の要点という関係を見ますと、町の場合、いわゆる市町村長の

場合は、勤続年数１年について１００分の５５０を１００分の５２０に直すと。この額

の関係を言うてくれたんでしょうか。あるいは、助役については、１００分の３５０を

１００分の３３０と。それから、教育長の１００分の２５０を１００分の２４０、こう

いうことになっていますけど、この関係ですね。わかりました。 

○議長（浅井正八君）  ほか、ございませんか。７番、小野議員。 

○７番（小野隆雄君） 今の同僚議員の質問の中で、私ちょっと理解しにくかったのは、 

それとちょっと誤解してしまいそうな答弁かなと思って。部長が、先輩議員の質問で、

退職金手当の率を、１００分の５５０から１００分の５２０になるというふうに減額。

今回の今提案されているというんですか、これらの一連の関連でこういうことになった

んではないんですね。それだけ確認させていただきたいと思いますが、正確にお願いし

ます。 

○議長（浅井正八君）  植村総務部長。 

○総務部長（植村哲男君） おっしゃるとおりでございまして、今回の条例改正とは関係 

なしにして、奈良県市町村職員の退職手当に関する条例の一部改正によりまして、４月



からそのように改正されるということでございます。言葉足らずで申しわけございませ

ん。そういった内容でございます。 

○議長（浅井正八君）  ７番、小野議員。 

○７番（小野隆雄君） そうしたところで、結局先ほどの１０％町長の場合報酬を減額す 

るということについて、退職手当の計算、それは１０％減額してない、８６万幾らです

かね、それでするというのがあのただし書きであるということで考えた方がよろしいん

ですね。この点につきましては、私も総務委員ですので、総務委員会で再度議論させて

いただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（浅井正八君）  ほか、ございませんか。これをもって議案第５号に関する総括質 

疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第５号は、総務常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程１２、議案第６号 教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する

条例の一部を改正する条例についてを議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅井正八君）  これをもって議案第６号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第６号は、総務常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程１３、議案第７号 斑鳩町職員の旅費に関する条例の一部を改正する条

例についてを議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅井正八君）  これをもって議案第７号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第７号は、総務常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程１４、議案第８号 斑鳩町手数料条例の一部を改正する条例についてを

議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅井正八君）  これをもって議案第８号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第８号は、建設水道常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程１５、議案第９号 斑鳩町乳幼児医療費助成条例の一部を改正する条例

についてを議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅井正八君）  これをもって議案第９号に関する総括質疑を終結いたします。 



 ただいま議題となっています議案第９号は、厚生常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程１６、議案第１０号 斑鳩町母子医療費助成条例の一部を改正する条例

についてを議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅井正八君）  これをもって議案第１０号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第１０号は、厚生常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程１７、議案第１１号 斑鳩町老人医療費助成条例の一部を改正する条例

についてを議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅井正八君）  これをもって議案第１１号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第１１号は、厚生常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程１８、議案第１２号 斑鳩町心身障害者医療費助成条例の一部を改正す

る条例についてを議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅井正八君）  これをもって議案第１２号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第１２号は、厚生常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程１９、議案第１３号 斑鳩町下水道条例の一部を改正する条例について

を議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅井正八君）  これをもって議案第１３号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第１３号は、建設水道常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程２０、議案第１４号 斑鳩町排水設備改造資金融資あっせん及び利子補

給に関する条例の一部を改正する条例についてを議題とし、総括質疑をお受けいたしま

す。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅井正八君）  これをもって議案第１４号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第１４号は、建設水道常任委員会に付託いたします 

。 

 続いて、日程２１、議案第１５号 平成１６年度斑鳩町一般会計補正予算（第８号）

についてを議題とし、総括質疑をお受けいたします。 



         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅井正八君）  これをもって議案第１５号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第１５号は、総務常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程２２、議案第１６号 平成１６年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補

正予算（第４号）についてを議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅井正八君）  これをもって議案第１６号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第１６号は、厚生常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程２３、議案第１７号 平成１６年度斑鳩町老人保健特別会計補正予算

（第３号）についてを議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅井正八君）  これをもって議案第１７号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第１７号は、厚生常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程２４、議案第１８号 平成１６年度斑鳩町公共下水道事業特別会計補正

予算（第２号）についてを議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅井正八君）  これをもって議案第１８号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第１８号は、建設水道常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程２５、議案第１９号 平成１６年度斑鳩町水道事業会計補正予算（第３

号）についてを議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅井正八君）  これをもって議案第１９号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第１９号は、建設水道常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程２６、議案第２０号 平成１７年度斑鳩町一般会計予算についてを議題

とし、総括質疑をお受けいたします。１４番、里川議員。 

○１４番（里川宜志子君） この一般会計予算の予算書を見させていただく中で、職員の 

駐車場の使用料という項目が雑入のところで上がってたんですが、これまで庁舎の横に

新たに職員駐車場を設けられているのは私も承知してますが、そこの職員さんが払われ

た月々の駐車料金ですね、それの処理と、それとまた今後の、聞くところによると、出

先機関などの職員さんから駐車料金を取るんやということで、きちっとこういう整備が



出来るのかどうかということも尋ねてた経過もあるんですが、多分これ徴収しても、こ

こ雑入に載ってきてますので、手法がちょっと横の駐車場と違うのかなというふうにも

感じるんです。 

 それと、この金額を見ましても、こちらの横で取っておられる金額と考えましたら割

り切れない金額になっているというふうに私思いましたので、この出先機関の職員さん

からも駐車料金を取るということでは、私たちも出先機関はあちこち、色んな調査にも

行かしていただきますし、行事にも参加させていただきますし、駐車場止めさせていた

だくことも多うございますので、やっぱりきちっとこの辺、私たちも認識を持っておき

たいというふうに思いますので、その辺の考え方についてお聞きをしておきたいという

ふうに思います。 

○議長（浅井正八君）  植村総務部長。 

○総務部長（植村哲男君） 職員の駐車場の料金の徴収につきましては、もう既に、本庁 

関係につきましては平成１６年度からさせていただいておるところでございますけども、

これにつきましては、職員全般につきまして駐車料金を徴収していこうというような方

針のもとに、とりあえず平成１６年度からさせていただいたわけでございます。 

 今後、出先関係につきましても、今のご質問のとおり徴収をさせていただくというこ

とで考えております。ただ、出先の関係につきましては、本庁の駐車場のような整備の

仕方はしておりませんので、いわゆるその施設の管理者、責任者の指示に従って止めて

いただく場所ということは決めていっていただくということにしております。 

 駐車料金につきましては、本町の駐車されておる料金と同等の額をさせていただくと

いうことでございまして、その額につきましては、一応互助会の中で取り扱いさせてい

ただいた、そうした額につきまして、雑入として一般会計の中へ入れさせていただこう

ということに原則としておりますけども、ただ水道の庁舎の関係につきましては、また

水道会計の方という関係でもございますんで、別の会計でございますんで、そういった

取り扱いをさせていただこうということも考えておるところでございます。 

 とりあえず原則としては、平成１７年度からは全般的に駐車料金をいただくというこ

とも考えておりますところでございますけども、ただ一部学校関係の先生方においては、

ただいま教育長さんの方で色々と協議をされておるところでございますんで、その推移

も見る中で実施もしていかなきゃならんと考えておりますので、よろしくお願い申し上

げます。 



○議長（浅井正八君）  １４番、里川議員。 

○１４番（里川宜志子君） 今、お聞きしてましたら、ちょっと私、もうひとつ、本庁舎 

の方は互助会を通じてということなんですけれども、そしたら出先機関の方は互助会が

関係なく町が雑入として入れるということでは、徴収については町がやるという、互助

会は関係ないという考え方でいいわけですよね。そして、ここの駐車場のような整備は、

きちんとは出先はされないという認識でいいわけですね。されないまま同じ金額を取る

と。 

 そして、ここと同じ金額やったら今、私、割り切れないなというふうに数字見て思っ

たんですけれども、それについては、なぜこれは割り切れない数字になってるのか。１

カ月３，０００円ですね。そしたら、ちょっとこの数字やったら割り切れない数字にな

るのではないかなというふうに感じたんです。 

 ところが、それを色々お聞きしていましたら、確か臨時職員さん、学童保育室にお勤

めのパートさん、こういった方からも駐車料金取ろうというようなお考えがあるという

ようなことをちょっと私も耳にしたもんですからね、そこらとの関係があるのかなと思

ったりもしてるんです。 

 総括質疑ですので、余り細かいことまでは言いませんけれども、これをやる以上は、

パートさんからも取るということであれば、私町の姿勢をお聞きしときたいんですが、

学童へお預けになっている方からも、学童保育時間中に怪我をした方が、先日も高井病

院まで学童の指導員さんに連れていっていただいたと。それは、指導員さん自身の車で

連れていっていただいたということなんですね。親切にしていただいて喜んでいるとい

うことをお聞きしておりますが、そのことが原因で指導員さんが車に乗っていかない。

ＩＳＯの関係で言っても車は乗らない方がいいわけですからね。ところが、そういう時

にでも、職員さんは、福祉課の職員さんというのは待機をしとって、そういうことが原

因でそういう車の管理とかいうことになった時には処理を福祉課の方で責任を持ってや

ってあげていただけるんかとか、そういうところの町がお考えになっている部分も、こ

の際ですから、お聞きをしておきたいなというふうに思います。 

○議長（浅井正八君）  植村総務部長。 

○総務部長（植村哲男君） 先ほど申し上げた関係で引き続きということになりますけど 

も、とりあえず出先の関係につきましては一応互助会の方で引き落としさせていただい

て、先ほど申し上げました水道の関係につきましては、互助会の方から水道の会計の方



へ入れさせていただくと。一般会計へ入れるのと水道会計へ入れるのと別に分けさせて

処理させていただくということで考えておるところでございます。 

 もう１点、学童保育の関係の方につきましては、先ほど一つの例として学校の先生の

関係も挙げさせていただきましたけども、そういった関係で、時間の関係とかなります

と、１日ずっと止めておるものと時間の短いものとは、やっぱりそれが一律であること

は、公平性で考えていいかどうかということもやはり考えていかなきゃならない点もあ

るかと思います。そういった点については、色々検討していかなきゃ、検討といいます

か、そういったものについては若干考えていく必要もあろうと考えておるところでござ

います。 

○議長（浅井正八君）  小城町長。 

○町長（小城利重君） ただ、今現実には町の関係はあれですけども、出先とかあるいは 

学校の関係等については、私はこれから寝屋川中央小学校のような、車の事件というの

は必ず起こってくると。校門は閉まってますけども、給食棟のとこが開いて、出入り業

者が出ると。私は、これからやっぱり一番大事なのは、学校あたりは、ああいう管理を

しなかったら誰でも入ってくる。片一方では防犯カメラを設置して監視をする。しかし、

自動車の方はいつでも入ってこられるわけですから、そこらのことを十二分に考えてい

かんと、私は事故が起こって、今、里川議員おっしゃったように、高井病院へ自分の車

で行かはったと。それで事故が起こったら、後は誰が責任持つねやと、必ず私はそうな

ってくると思う。起こらなかったから別に問題ないですけども、やっぱりこれからの管

理体制というのは、私はやっぱり子どもを守っていくためには、一番大事なのは車やと

思います。車が校庭でバックした時に引かれたとか、そういう事犯も起こってますから、

親切に思って小学校の少年野球の子どもを連れていこうと思ったら引かれたということ

で亡くなったということになりますから、車というのは、私はこれから大きな問題にな

ってくる。管理の問題は、一遍そういう点では、教育委員会もすべてのところで網羅し

て１７年度中で検討してほしいということを去年から、予算査定の中から私は申し上げ

ておるわけでございます。 

○議長（浅井正八君）  １４番、里川議員。 

○１４番（里川宜志子君） 総括質疑ですので、このくらいで置かしていただきますが、 

今さらながら町長は管理体制とか車の事故云々ということをおっしゃられてますけれど

も、ＩＳＯの認証取得もされた中でどう環境保護していくのかという問題もあるだろう



というふうには思っております。そういった中で、今後、きちっと管理体制も含めまし

て総合的に協議をしていただきたいということをお願いだけしておきます。 

○議長（浅井正八君）  ほか、ございませんか。２番、松田議員。 

○２番（松田 正君） 細かいことを申し上げて恐縮なんですけども、いずれにしても、 

予算審査特別委員会で色々具体的にご議論いただくんだとは思うんですけども、私、ち

ょっと一般質問に関連させたいというふうにも思ったりしているんですけども、１７年 

度の一般会計予算の中身を見ますと、かなりなところに報償費が計上されているんです

よね。ところが、それぞれの中身を見てみますと、この報償費というのは多種多様な意

味合いを持っているような感じが実はしているんです。特にこの面について、私は、１

７年度一般会計予算の中で書かれている報償費のそれぞれの個別の内訳について明らか

にするものの提示をお願い出来ないかなと、こういうふうに実は思いますので、その点

について要望したいというふうに思うんですけども、なぜそういうことを申し上げます

かというと、今回の提案でもありますように、財政健全化検討住民会議というのが持た

れるようになっているんです。ところが、これが報償費になっているんですね。そして、

２９万９，０００円計上されているんですけども、９名というのはわかっているんです

けども、単価がわかりません。何回行われるのかなということもわからない。ほかの関

係の報償費のところを見ますと、大体４回ぐらい持たれているように思うんですけども、

この面などが全然わかりませんのでね、そういうことを知ろうということで調べてみま

すと、あちこちに随分報償費の関係が計上されているんですけども、随分多種多様で使

い分けされているんだなというふうに思いますし、この辺のところが人件費の削減など

の関係について、一つのやっぱり視点として重視をしなければならんのではないんかな

というふうな感じもしますので、出来ればこういう関係についての資料のご提示をお願

いしたい。なおかつ、予算審査特別委員会などにおいてもこの点については十分チェッ

クしてほしい、こういうふうにお願いをしておきたいと思うんですが、いかがでしょう

か。 

○議長（浅井正八君）  植村総務部長。 

○総務部長（植村哲男君） ただいまおっしゃいましたように、条例で定めるところには 

報償費という形で支弁されたりということで、ややこしいと思われるような部分があろ

うと思いますけども、我々といたしましてはそういった形の使い分けはしたつもりでご

ざいますけども、おっしゃるとおりでございます。資料の関係については、わかって理



解をいただけますようにということで、そういった資料について提示をさせていただく

ということでご理解いただきたいと思います。 

○議長（浅井正八君）  ほか、ございませんか。これをもって議案第２０号に関する総括 

質疑を終結いたします。 

 ここでお諮りいたします。ただいま議題となっています議案第２０号については、委

員会条例第５条の規定に基づき、委員７名をもって構成する予算審査特別委員会を設置

し、これに付託し審査することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅井正八君）  異議なしと認めます。よって議案第２０号については、委員７名 

をもって構成する予算審査特別委員会を設置し、これに付託することに決しました。 

 お諮りいたします。ただいま設置されました特別委員会の委員には、委員会条例第７

条の規定により、議長において指名いたします。これにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅井正八君）  異議なしと認めます。よって議長において指名いたします。 

 総務常任委員会から、西谷議員、森河議員、小野議員、厚生常任委員会から、浦野議

員、三木議員、建設水道常任委員会から、 川議員、木澤議員の各議員を指名いたしま

す。以上７名の議員には、よろしくお願いをいたします。 

 続いて、日程２７、議案第２１号 平成１７年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計予

算についてを議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅井正八君）  これをもって議案第２１号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第２１号は、予算審査特別委員会に付託いたします。 

 続いて、日程２８、議案第２２号 平成１７年度斑鳩町老人保健特別会計予算につい

てを議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅井正八君）  これをもって議案第２２号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第２２号は、予算審査特別委員会に付託いたします。 

 続いて、日程２９、議案第２３号 平成１７年度斑鳩町大字龍田財産区特別会計予算

についてを議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 



○議長（浅井正八君）  これをもって議案第２３号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第２３号は、予算審査特別委員会に付託いたします。 

 続いて、日程３０、議案第２４号 平成１７年度斑鳩町公共下水道事業特別会計予算

についてを議題とし、総括質疑をお受けいたします。１４番、里川議員。 

○１４番（里川宜志子君） この公共下水道事業特別会計の予算書を見させていただいて 

おりまして、私以前からこの下水道につきまして、供用開始に向けての準備工事、こう

いったものが色々大変になってくる中で、下水道課の体制について、以前から、住民も

不安が多いし、住民説明、丁寧な説明もやっていっていただきたいという中では、この

体制ではしんどいのではないかというようなことを、これまで予算、決算などの時に言

わせていただいた経過はあるんですが、この予算書を見させていただきますと、１７年

度についてはまだ職員体制というのは１６年度と同じ体制であるというふうに考えれば

いいのかなと思うんですが、それで１７年度、この編成で本当に事業遂行していってい

ただけるのかというのは非常に懸念をしているところなんですが、考え方についてお尋

ねをしておきたいというふうに思います。 

○議長（浅井正八君）  植村総務部長。 

○総務部長（植村哲男君） 今、下水道の関係につきましては、池田部長以下担当課長、 

担当者の方で逐次頑張ってきてもらっております。引き続きまして、そういった体制の

中で精一杯の努力をしていただく中で、住民に、一日も早く供用開始に合わせまして、

理解と協力を進められる体制の中でこれからも進んでいただくということで、そういっ

た体制の中でやっていただくということに考えております。 

○議長（浅井正八君）  １４番、里川議員。 

○１４番（里川宜志子君） 担当の皆さん方は本当によくやっていただいていると思って 

おります。現場も、今、非常にたくさんある中で、現場の管理もしていただく中で、私

も何度か苦情も言っておりまして、だから、工事をやる人たちへの指導ですね、そうい

ったものもしないといけないし、住民対応もしなければならないし、そしてまた住民さ

んもお年寄りになってきたらわからないこと多いですからね、色々説明もしていただか

なあかんやろうと。そんな中で、実際１７年度から供用開始という時点で、私は体制が

もうちょっと変わってくるのかなというふうな考えを持ってたわけですし、これまでお

願いもしてきたつもりなんですが、非常に今回の予算書を見させていただく中では、こ

れでは不十分なんではないかなというふうに強く感じましたので、姿勢について、考え



方について総括質疑でちょっとお尋ねをさせていただきましたが、本当に住民さんの説

明、対応をきちっとしてあげてほしいということを、強くさらに要望はしておきたいと

思います。 

○議長（浅井正八君）  ほか、ございますか。これをもって議案第２４号に関する総括質 

疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第２４号は、予算審査特別委員会に付託いたします。 

 続いて、日程３１、議案第２５号 平成１７年度斑鳩町介護保険事業特別会計予算に

ついてを議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅井正八君）  これをもって議案第２５号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第２５号は、予算審査特別委員会に付託いたします。 

 続いて、日程３２、議案第２６号 平成１７年度斑鳩町水道事業会計予算についてを

議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅井正八君）  これをもって議案第２６号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第２６号は、予算審査特別委員会に付託いたします。 

 続いて、日程３３、議案第２７号 平成１６年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事請負

契約の変更についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。本案については、会議規則第３９条第２項の規定により委員会付

託を省略することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅井正八君）  異議なしと認めます。理事者の提案説明を求めます。池田上下水 

道部長。 

○上下水道部長（池田善紀君） それでは、議案第２７号 平成１６年度斑鳩町公共下水 

道管渠築造工事請負契約の変更につきましてご説明を申し上げます。 

 まず、議案書を朗読させていただきます。 

 議案第２７号 

    平成１６年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事請負契約の変更について 

 標記について、別紙のとおり請負契約を変更するため、地方自治法第９６条第１項第

５号の規定により、議会の議決を求めます。 



 平成１７年３月２日提出 

                            斑鳩町長 小城利重 

 次に、２枚目でありますが、 

    平成１６年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事請負契約の変更について 

 平成１６年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事について、次のとおり工事請負契約を変

更する。 

                   記 

 契約の対象 斑鳩町水質改善下水道事業第１２処理分区龍田北汚水幹線１工区工事 

 変更前工期 議会議決日以降で町が指定する日～平成１７年３月１７日 

 変更後工期 議会議決日以降で町が指定する日～平成１７年５月３１日 

 以上でありますけども、本議案につきましては、昨年の６月議会定例会で議決をいた

だきました小吉田１丁目地内から龍田２丁目地内の町営長田住宅前までの龍田北汚水幹

線１工区工事につきまして、工期の延長が必要となったことから、今回工期変更の議案

を提出させていただきました。 

 この工期延長の理由でありますが、本工事は、大部分が地下１１メートルを掘り進め

る推進工事であり、事前の調査では普通土であり、かたい粘土層と砂の層があらわれる

と想定いたしておりました。しかしながら、推進工事を進める中で、土質としては普通

土には変わりはないものの、かたい粘土層が予測した以上の範囲で続き、またこのかた

い粘土が推進機械の先端の推進ピットにこびりつき、落ちにくい状態となったために、

１日当たりの推進の長さが当初想定していたより短い状況となりました。 

 このことから、残りの工事の進捗を精査する結果、当初３月１７日までの工期を７５

日間延期し、５月３１日までとさせていただくものであります。 

 なお、ご議決いただきました後に、関係自治会並びに周辺住民の方々に、工期延長の

ご協力を賜るべく対応を図りながら、本工事の竣工に向けまして努力してまいりたいと

考えております。 

 また、下水道工事は今後もまだまだ進める必要がありますので、議員皆様方のご協力

をお願い申し上げます。 

 以上でご説明とさせていただきますが、本議案の取り扱いにつきましては、議員皆様

方にご配慮をいただいたことにつきまして、この場をおかりいたしましてお礼を申し上

げますと共に、何とぞ原案どおりご議決賜りますことをお願い申し上げまして、議案第



２７号についてのご説明とさせていただきます。よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（浅井正八君）  説明が終わりました。本件について質疑をお受けいたします。７ 

番、小野議員。 

○７番（小野隆雄君） ただいまの部長の提案説明で意味はわかっておるんですが、推進 

工法という難しさもありますが、当初設計された時点での積算というんですか、それは

１日当たり何メーターであって、現在どれぐらいのメーター数で進んでいるのか。硬質

の土質に当たってしまってということで、何メーターほど残っておるのか。それが、い

つから、当初予想していた推進の１日当たりのメーター数ですね、それが不可能になっ

てきて現在残っているのか。そして、残っているメーター数、それが同じように現在の

進捗状況しかいかない。そうした場合に７５日間が必要だということになるんだと思う

んですが、それらの点についてもう少し詳しく説明いただけますか。 

○議長（浅井正八君）  池田上下水道部長。 

○上下水道部長（池田善紀君） 当初設計の段階では、１日当たり２．５本で、約６メー 

ターでございます。それと、進まなくなった時でございますと、１１月以降ですけども、

１日当たり０．５本から１本でございます。１本で１メーターから約２．４メーターで

ございます。 

 それで、今現在の進捗でございますけども、発進基地から北向き、小吉田の方から北

向いて龍田神社の西側の到達立て坑があるんですけども、今現在そこまでたどりついて

機械を出した状況でございます。 

 今後につきましては、南向き、小吉田の集落向いていく工事が約１４０メーター残っ

ておりまして、ですから今現在向こうへついて、掘り出して、向きを変えて南向きの発

進をする準備をいたしている状況であるということでございます。残りは約１４０メー

ターであります。 

 以上です。 

○議長（浅井正八君）  ７番、小野議員。 

○７番（小野隆雄君） そしたら、当初から、推進をしかけてからこのような状態であっ 

たのか、いや、全体のメーター数の中で、何ぼかは当初予想してた２．５本ですか、６

メーターぐらいが順調におせてた。それらについての、今となったら、これはこのまま

工事をほっといてもらうわけにいかんのですが、ただ請負契約ですので、その工期内に

おさめられるというような意味での契約をされたと思うんです、業者も。だけど、おし



てみたところ、ピットの先にへばりつくということで効率が悪くなった。それが、全体

に効率が悪いのか、いや、当初からある程度の予想ができてあったら、もう少し早く推

進工法のとこへかかっていけただろうし、６月からですから、たしかこれ２８０日工期

だったと思うんです、当初の契約の時に。じゃなかったんかな。６月議会でしたから、

３月までですから、もっとあるのかな。その中で、２．５倍というんか、それだけスピ

ードが落ちるということは、やはり色々な原因があると思うんです。 

 先ほどの中川委員長報告の中で、設計段階におけるボーリング調査はどのようにされ

たのかというような質問があった。それとか、その中で、「実際の施工では、調査結果

と差が生じることが多々あるが」というような答弁をされておるんですが、私としては、

何のためにボーリング調査をしている、設計の時にそれらをされてる。それらがありな

がら、これだけの工期延長をしなくてはいけないというようなことであれば、やはり設

計段階での見込み違いだけでやるんだったら、何も設計を出す必要はない。費用もかけ

ていることだと思うんです。それらについてどのように考えておられるのか。 

○議長（浅井正八君）  池田上下水道部長。 

○上下水道部長（池田善紀君） 当初発進いたしました状況でございますけども、当初は 

、１０月の一月間につきましては、ボーリング調査どおりの土質でございまして、当初

設計どおり１日当たり２．５本、約６メーターの推進でいってまいりました。その後か 

たい粘土質のところにまいりますと、約０．５本から１本になった状況でございます。 

 それと、ボーリング調査でございます。確かに、今、ご質問者のおっしゃいましたよ

うに、設計段階における精査というのはほぼ絶対的なものを求められておりまして、私

たちもそれを期待いたしておるわけでございます。実際測量設計を進める上におきまし

て、出来る限り計画地内でボーリング調査をすることにつきましては一番よいわけでご

ざいます。しかしながら、公共下水道の計画路線につきましては、どうしても公道であ

りますので、既存の地下埋設物も存在することから、一般交通や地下埋設物のない場所

を選定して調査をしてまいりました。 

 しかし、今回のような例も発生をいたしましたことから、このことから、今後、先進

地、例えば下水道の推進工事、流域下水道、水道関係で他の市町村も相当やっておられ

ますんで、ボーリングについても、もっとよい方法があるかどうかにつきましても、勉

強してまいって、より計画どおりの工事を出来るように努めてまいりたいと考えており

ます。 



○議長（浅井正八君）  ７番、小野議員。 

○７番（小野隆雄君） 測量設計を委託される時に、今、部長がおっしゃるように、確か 

にそれは公道のとこでボーリング調査するのが本来の形だと思います。もっと浅い場合

でも、試験掘りといいまして、それらについては必ずどんな埋設管があるのかやってい

くんです。推進ですから、ある程度の下の土質さえ調べたらいいということになるんで

す。今、部長がおっしゃるように、場所を変えて、そしたら余りにも離れているという

か、急激に土質がそんな変わるようなことが、今後あったら困るんですよ、はっきり言

うてね。だから、その範囲内で適当な場所でボーリングされとると思うんです。だけど、

実際の管が走っていく土質のとこが急激に変化があっておすことが出来なくなった。と

いうことは、これは私は設計変更だと、そのように思うんですが、その点はどのように

解釈したらよろしいんですか。 

○議長（浅井正八君）  池田上下水道部長。 

○上下水道部長（池田善紀君） 下水道工事の設計の場合ですけども、国土交通省の方で 

積算基準というのがございます。この時に、土質につきましては、普通土の場合でした

ら、砂混じりの粘土質、これが普通土。それともう一つは、礫質土の２種類が普通土と

言われております。これ以上かたくなりますと、岩盤となってまいります。今回の場合、

砂混じりのかたい粘土層となってまいりますんで、礫ではなく普通土の積算基準でして

まいりますんで、そこにおいて粘土の硬質という項目が積算基準にはございませんので、

今現在建設省の方でも、推進工事というのは、質問者もご存じのように、日進月歩で進

んでおりますんで、全国的にやっておりますんで、市町村からのデータを集めまして、

積算の見直しもやっておられますんで、今現在ではそういう状況でありますんで、それ

に基づいて積算をしているということでご理解を願いたいと思います。 

○議長（浅井正八君）  ７番、小野議員。 

○７番（小野隆雄君） 積算の基準というものに、硬質土とか岩盤とかいうふうにしか仕 

分けしてない。だけど、結局推進工法の中での工法自体が、もう少しほかので使えれば、

ピットに粘着するとか、そういうことはなかったんじゃないかな、私は素人なりに思う

んです。でないと、建設物価なんかで２種類しか出来てない。現在請け負っている業者、

そこの技術力が私は落ちるんじゃないか、はっきり申し上げて。でないと、積算の中で

２種類しかないという部長の、今、話ですので、同じように硬質粘土ではやはり１日２．

５本おせるだけの技術というんですか、ピット、それらがあるんだと思うんです。だか



らこそ、建設物価には２種類しかない。岩盤と硬質土とは全く違う。確かに日進月歩変

わっていってる。私は、以前に建設業にもおりましたし、２０年も３０年も前にも推進

工法、人間中に入っておしてたんですね。その頃のことしかわかりませんが、最近見せ

てもらっている現場では、そういう具合にして色んな工法があるということがわかって

ます。だから、それが違うんじゃないかなと私は思うんですが、そこらについて、部長

は、もうその２種類しかないということやから、設計変更ではないということですが、

それと、そしたら設計変更ではないということになりましても、例えば、工期延長をす

ることによって、細かい話ですが、ガードマンの安全管理については、これはもともと

の設計より日数がふえるしパーセンテージもふえてくると思うんですが、その点はどの

ように考えているんですか。 

○議長（浅井正八君）  池田上下水道部長。 

○上下水道部長（池田善紀君） ガードマンの日数につきましては、先ほど申し上げまし 

たように、国土交通省の積算基準で、平均推進日数量がございます。それで工程日数を

出していきますんで、実際の日数じゃなくその積算日数量でガードマンの日数も計算い

たしますので、変わってこないということになっておりますので、ご理解いただきたい

と思います。 

○議長（浅井正八君）  ７番、小野議員。 

○７番（小野隆雄君） もちろん、実際、どうではない。だから、今、工期延長を出して 

おられるんです。工期延長というのは、先ほどから聞かせてもらってるように、１日何

本おせる、だから何日の工期でやってください。それで、業者もこれで出来ますという

ことで、私は技術力の話をしたんはそれですね。その期間内にできなかったら、これは

やっぱり指名停止ですやん。何日間でやりますということでやってる。そこらの問題も

あるんでね。 

 だから、最初にこれだけの設計に基づいて、ボーリング調査とか色んなのに基づいて

これだけ２．５本が入るということでの工期を決定したんでしょう。それによってガー

ドマンの数も決まったんでしょう。それを今７５日ふやしたい。当然ふえるでしょう。

それらについて、余りにも、こういうものはふえないんやというような考え方をすると、

私はちょっと物事の考え方として合ってないと思う。その点についてどうなんですか。 

○議長（浅井正八君）  池田上下水道部長。 

○上下水道部長（池田善紀君） 確かに質問者がおっしゃいますように、業者の負担とい 



たしましては、例えばガードマンの立哨日数はふえてまいります。工期延長で、ガード

マンの立哨日数はふえてまいります。ところが、現在私どもが積算する場合におきまし

て、コスト設計、出来高設計におきまして、国の積算歩掛りというのがございまして、

この土質でこのメーター数は１日何メーターですよと決まっておりまして、それに基づ

いて積算して、ガードマンも積算してまいりますんで、先ほど答弁させていただきまし

たので、ご理解願いたいと思います。 

○議長（浅井正八君）  ７番、小野議員。 

○７番（小野隆雄君） なかなか議論かみ合わないから、苦笑している議員さんもおるか 

ら、やめときますけど、工事を発注する時の積算というものは、どんだけの工事がどう

して出来るということで、技術力もそれで合っているとこへ発注しているんです。実際

問題で、今部長が最初に説明した中に、２．５本で積算している。２．５本でおせると

いうことで今の業者も落札しているんです。それが２．５本でおされないんです。技術

力がないんや。そしたら、それは工期に間に合わないのは当たり前ですやん。それを工

期延長だけしといてくれ。それはちょっとおかしいと思う。そしたら、その業者はおか

しいんです。技術力がないんです。それで、２．５本で積算してたけど、そこの技術力

はちゃんとあるんやと。だけど０．５本しかおせないんやと、部分的に。全体違うね、

部分的やね。それはなぜか言うたら、調査の不十分や、ボーリングの不十分。 

 それで、先ほどの委員長報告の中で、「調査結果と差が生じることが多々あるが」と、

多々あったら困るんです、これから発注していく中でね。それで、「請負者と十分協議

し、また、請負者も独自に事前調査を行い、工法等の確認を行っている、との答弁があ

りました」と。だから、今、部長そうしておっしゃっている。そしたら、工法等の確認

を行っているんだと業者は言うてるんだったら、なぜおせないんです。どこに原因があ

るんです、今、工期を延長していかんなん。そのことについてやっぱりしっかりと見て

いってもらいたい。今後、まだ推進工法たくさん出されると思うんです。まず、調査測

量、特にボーリング、地下のことです、わからない。それらのことを十分検討してもら

いたい。でないと、今の現場から東側の、そこらは何らそういう支障がなくて、全部き

れいに工期内におさめた。特にガードマンなんか、私は何回か絶賛してました。今の現

場、ガードマン何回か私苦情言うてるでしょう。そういうこともあるんです。それは業

者にもやはりミスがある。その点も私はこの場で提起申し上げる。今後やはり気をつけ

てもらいたいと思います。 



 それと、今、これは工期が延びました。その中での最終的な契約金額、変更契約にな

る可能性があるんですか。 

○議長（浅井正八君）  池田上下水道部長。 

○上下水道部長（池田善紀君） 今、ご提案させていただきました工期まで、５月３１日 

までまだ３カ月程度ございます、期間的には。この中で何もないことを願っております

けども、やはり冒頭申し上げましたように、地下深く１１メーターのところを掘ってい

くまだ南向きの推進残っております。何が起きるかわかりませんけども、現時点では工

期の延長のお願いを申し上げておると、ご理解願いたいと思います。 

○議長（浅井正八君）  ７番、小野議員。 

○７番（小野隆雄君） 現在、斑鳩町の場合どのようにされているのかちょっとわからな 

いんですが、これぐらいの工事だったら全部施工計画書、もちろん工程とかで出してお

られると思うんですが、それらのことも今度、予算委員会で出していただきたい。今後

の発注のこともあると思いますので、それらがどのような工程管理をされてたのか。確

かに残りの開削工事の方も現場をされてたと。その間、ピットをふられてから、南から

おしてきておられたから余り気がつかなかった。それでいきなりこういう形が出てくる

し、やはり工期延長というのは色々住民に対して与える影響も多いと思いますので、慎

重にやっていってもらいたと思いますので、よろしくお願いしときたいと思います。 

○議長（浅井正八君）  池田上下水道部長。 

○上下水道部長（池田善紀君） 施工計画、当初の施工計画でよろしいでしょうか。それ 

と、今後の３月以降の施工計画ということで、それについては予算委員会でご提出をさ

せていただきます。 

○議長（浅井正八君）  これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。本件については、原案どおり可決することにご異議ございません

か。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅井正八君）  異議なしと認めます。よって議案第２７号 平成１６年度斑鳩町 

公共下水道管渠築造工事請負契約の変更については、満場一致で可決いたされました。 

 続いて、日程３４、議案第２８号 奈良県市町村会館管理組合を組織する地方公共団

体の数の減少についてを議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 



○議長（浅井正八君）  これをもって議案第２８号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第２８号は、総務常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程３５、議案第２９号 奈良県市町村非常勤職員公務災害補償組合を組織

する地方公共団体の数の減少及び奈良県市町村非常勤職員公務災害補償組合規約の変更

についてを議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅井正八君） これをもって議案第２９号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第２９号は、総務常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程３６、議案第３０号 奈良県市町村職員退職手当組合を組織する地方公

共団体の数の減少及び奈良県市町村職員退職手当組合規約の変更についてを議題とし、

総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅井正八君）  これをもって議案第３０号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第３０号は、総務常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程３７、諮問第１号 人権擁護委員の推薦について意見を求めることにつ

いてを議題といたします。 

 お諮りいたします。本案については、会議規則第３９条第２項の規定により、委員会

付託を省略することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅井正八君）  異議なしと認めます。よって諮問第１号については、委員会付託 

を省略いたします。 

 理事者の提案説明を求めます。植村総務部長。 

○総務部長（植村哲男君） 現委員の勝田清之丞氏の任期が平成１７年５月３１日付で満 

了となることから、その後任の者として推薦することについて議会の意見を求めるもの

でございます。 

 議案書を朗読させていただきます。 

 諮問第１号 

       人権擁護委員の推薦について意見を求めることについて 

 標記について、下記の者を候補者として推薦したいので、人権擁護委員法第６条第３

項の規定により、議会の意見を求めます。 



 平成１７年３月２日提出 

                            斑鳩町長 小城利重 

                   記 

 住  所 斑鳩町大字三井１５７６番地 

 氏  名 已波美津子 

 生年月日 昭和１８年４月１７日 

 なお、同氏の経歴につきましては次のページに略歴として添付させていただいており

ますが、朗読は省略させていただきます。何とぞよろしくご了承を賜りますようにお願

い申し上げます。 

○議長（浅井正八君）  お諮りいたします。本案については質疑、討論を省略し、適任で 

あるとの意見を付して答申することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅井正八君）  異議なしと認めます。よって諮問第１号 人権擁護委員の推薦に 

ついて意見を求めることについては、満場一致をもって適任であるとの意見を付して答

申することに決定いたしました。 

 続いて、日程３８、同意第１号 斑鳩町監査委員の選任について同意を求めることに

ついてを議題といたします。 

 お諮りいたします。本案については、会議規則第３９条第２項の規定により、委員会

付託を省略することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅井正八君）  異議なしと認めます。よって同意第１号については、委員会付託 

を省略いたします。 

 理事者の提案説明を求めます。植村総務部長。 

○総務部長（植村哲男君） 現委員の凜巳忠次氏の任期が３月２８日で満了となることか 

ら、引き続き同氏を選任いたしたくご同意をお願いするものでございます。 

 議案書を朗読させていただきます。 

 同意第１号 

      斑鳩町監査委員の選任について同意を求めることについて 

 標記について、下記の者を斑鳩町監査委員に選任したいので、地方自治法第１９６条

第１項の規定により、議会の同意を求めます。 



 平成１７年３月２日提出 

                            斑鳩町長 小城利重 

                   記 

 住  所 斑鳩町稲葉車瀬１丁目１９番１４号 

 氏  名 巳忠次 

 生年月日 昭和１４年１１月３０日 

 なお、同氏の経歴については次のページに略歴として添付させていただいております

が、朗読は省略とさせていただきます。何とぞよろしくご同意を賜りますようにお願い

申し上げます。 

○議長（浅井正八君）  お諮りいたします。本案については、質疑、討論を省略し、原案 

に同意することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅井正八君）  異議なしと認めます。よって同意第１号については、満場一致で 

同意いたされました。 

 続いて、日程３９、同意第２号 斑鳩町政治倫理審査会委員の選任について同意を求

めることについて（その１）、日程４０、同意第３号 斑鳩町政治倫理審査会委員の選

任について同意を求めることについて（その２）、日程４１、同意第４号 斑鳩町政治

倫理審査会委員の選任について同意を求めることについて（その３）、日程４２、同意

第５号 斑鳩町政治倫理審査会委員の選任について同意を求めることについて（その

４）、日程４３、同意第６号 斑鳩町政治倫理審査会委員の選任について同意を求める

ことについて（その５）、日程４４、同意第７号 斑鳩町政治倫理審査会委員の選任に

ついて同意を求めることについて（その６）、日程４５、同意第８号 斑鳩町政治倫理

審査会委員の選任について同意を求めることについて（その７）、以上７議案を、会議

規則第３７条の規定により一括議題とし、会議規則第３９条第２項の規定により委員会

付託を省略することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅井正八君）  異議なしと認めます。よって同意第２号、同意第３号、同意第４ 

号、同意第５号、同意第６号、同意第７号、同意第８号については、一括議題とし、委

員会付託を省略いたします。 

 理事者の提案説明を求めます。植村総務部長。 



○総務部長（植村哲男君） 同意第２号から同意第８号までは、現政治倫理審査会委員の 

任期が３月３１日をもって満了となることから、（その１）から（その７）までの７議

案についての選任についてご同意を求めるものでございます。それぞれ（その１）から

順次ご説明申し上げますので、よろしくお願い申し上げます。 

 まず、同意第２号からご説明申し上げます。 

 まず、議案書を朗読させていただきます。 

 同意第２号 

          斑鳩町政治倫理審査会委員の選任について 

          同意を求めることについて（その１）                                         

 標記について、下記の者を斑鳩町政治倫理審査会委員に選任したいので、斑鳩町政治

倫理条例第５条第２項の規定により、議会の同意を求めます。 

 平成１７年３月２日提出 

                            斑鳩町長 小城利重 

                   記 

 住  所 斑鳩町法隆寺２丁目３番４９号 

 氏  名 太田信隆 

 生年月日 昭和７年１月２日 

 なお、同氏の経歴につきましては次のページに略歴として添付しておりますが、朗読

は省略させていただきます。 

 次に、同意第３号についてご説明を申し上げます。 

 議案書を朗読いたします。 

 同意第３号 

          斑鳩町政治倫理審査会委員の選任について 

          同意を求めることについて（その２）                                         

 標記について、下記の者を斑鳩町政治倫理審査会委員に選任したいので、斑鳩町政治

倫理条例第５条第２項の規定により、議会の同意を求めます。 

 平成１７年３月２日提出 

                            斑鳩町長 小城利重 

                   記 

 住  所 斑鳩町阿波３丁目１０番１号 



 氏  名 清水孝雄 

 生年月日 昭和５年１月２６日 

 なお、同氏の経歴についても次のページに添付しておりますが、朗読は省略させてい

ただきます。 

 次に、同意第４号についてご説明申し上げます。 

 議案書を朗読させていただきます。 

 同意第４号 

          斑鳩町政治倫理審査会委員の選任について 

          同意を求めることについて（その３）                                         

 標記について、下記の者を斑鳩町政治倫理審査会委員に選任したいので、斑鳩町政治

倫理条例第５条第２項の規定により、議会の同意を求めます。 

 平成１７年３月２日提出 

                            斑鳩町長 小城利重 

                   記 

 住  所 斑鳩町龍田西６丁目１４番８号 

 氏  名 今井温子 

 生年月日 昭和１０年９月３０日 

 なお、同氏の経歴についても次のページに添付しておりますが、朗読は省略させてい

ただきます。 

 次に、同意第５号についてご説明申し上げます。 

 議案書を朗読させていただきます。 

 同意第５号 

          斑鳩町政治倫理審査会委員の選任について 

          同意を求めることについて（その４）                                         

 標記について、下記の者を斑鳩町政治倫理審査会委員に選任したいので、斑鳩町政治

倫理条例第５条第２項の規定により、議会の同意を求めます。 

 平成１７年３月２日提出 

                            斑鳩町長 小城利重 

                   記 

 住  所 斑鳩町法隆寺北２丁目１番１４号 



 氏  名 岡田義治 

 生年月日 昭和１７年２月５日 

 なお、同氏の経歴についても次のページに添付いたしておりますが、朗読は省略させ

ていただきます。 

 次に、同意第６号についてご説明を申し上げます。 

 議案書を朗読いたします。 

 同意第６号 

          斑鳩町政治倫理審査会委員の選任について 

          同意を求めることについて（その５）                                         

 標記について、下記の者を斑鳩町政治倫理審査会委員に選任したいので、斑鳩町政治

倫理条例第５条第２項の規定により、議会の同意を求めます。 

 平成１７年３月２日提出 

                            斑鳩町長 小城利重 

                   記 

 住  所 斑鳩町服部１丁目７番２６号 

 氏  名 川裕子 

 生年月日 昭和１６年１２月８日 

 なお、同氏の経歴についても次のページに添付いたしておりますが、朗読は省略とさ

せていただきます。 

 次に、同意第７号についてご説明申し上げます。 

 議案書を朗読いたします。 

 同意第７号 

          斑鳩町政治倫理審査会委員の選任について 

          同意を求めることについて（その６）                                         

 標記について、下記の者を斑鳩町政治倫理審査会委員に選任したいので、斑鳩町政治

倫理条例第５条第２項の規定により、議会の同意を求めます。 

 平成１７年３月２日提出 

                            斑鳩町長 小城利重 

                   記 

 住  所 斑鳩町服部２丁目７番８号 



 氏  名 小池信義 

 生年月日 昭和１１年１０月３日 

 なお、同氏の経歴についても次のページに添付いたしておりますが、朗読は省略とさ

せていただきます。 

 次に、同意第８号についてご説明申し上げます。 

 まず、議案書を朗読いたします。 

 同意第８号 

          斑鳩町政治倫理審査会委員の選任について 

          同意を求めることについて（その７）                                         

 標記について、下記の者を斑鳩町政治倫理審査会委員に選任したいので、斑鳩町政治

倫理条例第５条第２項の規定により、議会の同意を求めます。 

 平成１７年３月２日提出 

                            斑鳩町長 小城利重 

                   記 

 住  所 斑鳩町龍田北６丁目１番５号 

 氏  名 田建四郎 

 生年月日 昭和２０年２月２１日 

 なお、同氏の経歴についても次のページに添付させていただいておりますが、朗読は

省略させていただきます。 

 以上、（その１）から（その７）までの７議案についての説明とさせていただきます

が、何とぞ満場一致でご同意を賜りますようによろしくお願い申し上げます。 

○議長（浅井正八君）  お諮りいたします。本案について質疑討論を省略し、一括して原 

案に同意することにご異議ございませんか。４番、西谷議員。 

○４番（西谷剛周君） ちょっと質問したいんです。私が議員の中で初めて政治倫理審査 

会にかけられましたから、そういう体験を踏まえて話したいと、そして聞きたいと思う

んですが、私は２回かけられまして、その中で実際に受けた中で、私自身がどの法律の

どの条文に抵触した、あるいは抵触する疑いがあるというようなことも、一切政治倫理

審査委員の中から答えられませんでしたし、私自身が色々話する中で、本当に政倫審の

委員さん自身が、斑鳩町の財産規則や、あるいは集会所補助金の要綱、あるいは土地改

良法など本当に理解されているのかと、非常に私は疑問を抱きました。せめて、こうい



う審査委員になられるわけですから、これはやっぱりかけられた人の名誉にもかかわる

ことです。私は余り意識してませんが、そういう中では、少なくとも回答を出す時には、

法や条例、あるいは条文、そういうものをきちっと踏まえた中での私は結論を出してい

ただきたいなということをお願いしておきたいのと、それと今回の中で公募という形で

２名の方がおられます。本来これは、以前の政倫審をされる時に、公募で２名をされた

と思うんですね。今回任期がなくなった。そしたら、通常はまた２人を公募されるのか

と思うたら、この案件を見る限りは、公募の方もそのまま、公募もなしでそのまま全員

の名前が上がってきたんですが、こういう方法というはどういうことでこういう方法に

されたのか、ちょっとその辺お知らせ願いたい。 

○議長（浅井正八君）  植村総務部長。 

○総務部長（植村哲男君） １点目の関係につきましては、いわゆるまとめていただく関 

係については、中には弁護士の先生もおられますし、大学の先生等々おられました中で、

我々としては必要なものについても、公的な関係の資料も提出させていただいておりま

す。そうした中で踏まえた中で検討していただいておりまして、結果についてもそうい

った方向で、出来るだけわかりやすいような結果として示していきたいと、今後もそう

いった方向でしてまいりたいと思います。 

 ２名の公募につきましては、公募をさせていただいた結果、２名のうち１名は替わっ

ておりますけれども、１名は引き続き応募がありましたので、引き続きそういった形の

中で同意をお願いするということでなっております。 

○議長（浅井正八君）  ４番、西谷議員。 

○４番（西谷剛周君） 公募をやって、その中でたまたま同じ人が応募されたということ 

ですか。 

○議長（浅井正八君）  植村総務部長。 

○総務部長（植村哲男君） 引き続き同じ人が公募をされた結果、その方も引き続きして 

いただくということで今回ご同意をお願いするということでございます。 

○議長（浅井正八君）  ほかにございませんか。お諮りいたします。本案について質疑討 

論を省略し、一括して原案に同意することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅井正八君）  異議なしと認めます。よって同意第２号、同意第３号、同意第４ 

号、同意第５号、同意第６号、同意第７号、同意第８号については、満場一致で同意さ



れました。 

 続いて、日程４６、報告第４号 平成１７年度斑鳩町文化振興財団事業計画の報告に

ついてを議題といたします。 

 お諮りいたします。本案については、会議規則第３９条第２項の規定により、委員会

付託を省略することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅井正八君）  異議なしと認めます。よって報告第４号については、委員会付託 

を省略いたします。 

 理事者の報告を求めます。野口企画財政課参事。 

○企画財政課参事（野口英治君） それでは、報告第４号 平成１７年度斑鳩町文化振興 

財団事業計画の報告につきまして、私からご報告いたします。 

 まず最初に、議案書を朗読いたします。 

 報告第４号 

      平成１７年度斑鳩町文化振興財団事業計画の報告について 

 標記について、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、別紙のとおり提出し、

議会の議決を求めます。 

 平成１７年３月２日提出 

                            斑鳩町長 小城利重 

 本議案につきましては、財団法人斑鳩町文化振興財団の平成１７年度斑鳩町文化振興

財団事業計画及び収支予算につきまして議会に報告するものであります。 

 平成１７年度事業計画につきまして、公益法人の会計報告様式が一部変更されていま

す。その様式に基づきまして作成させていただいております。よろしくお願いいたしま

す。 

 １ページの平成１７年度事業計画を朗読し、説明とさせていただきます。 

 いかるがホールが、地域の文化活動の拠点として活動し、地域の文化力を高めて地域

を活性化し、地域に心豊かな感動づくりを創造させるため、以下の事業に取り組みます。 

（１）芸術・歴史文化事業の企画及び運営に関する事業につきまして、本年度は以下の

ような事業を実施する。 

 ・住民参加型事業、４事業、事業費５５０万円。・芸術文化鑑賞型事業、１１事業、

事業費１，４４９万円。・育成型事業、４事業、事業費２２８万円。事業合計、１９事



業、事業費合計２，２２７万円です。なお、これらの各事業につきましては、次ページ

から５ページに開催事業の概要としまして記載いたしておりますので、よろしくお願い

いたします。 

（２）芸術・歴史文化活動の普及、振興、支援事業につきましては、本年度は以下のよ

うな事業を実施する。 

 ・受託事業、３事業、事業費１６２万４，０００円です。この３事業の事業内訳は、

６ページに記載いたしております。・友の会運営費、事業費７０万円で、いかるがホー

ルの友の会会員収入７０万円で運用をしています。いかるがホールの友の会会員への通

信費、活動奨励等の入場券の購入費であります。 

（３）芸術・歴史文化情報の収集及び提供については、本年度は以下のような事業を実

施する。 

 ・インターネット情報の発信、事業費２０万３，０００円。ホールの施設案内及び開

催事業の案内等の情報を載せるため、パソコン等の使用料を計上をいたしています。・

ホール機関誌の刊行、事業費５２万３，０００円は、年２回ホール情報誌の発行にかか

る経費を計上しております。 

（４）その他、この法人の目的を達成するために必要な事業については、本年度は以下

のような事業を実施する。 

 ・斑鳩町文化振興センターの管理及びホール運営、１．施設管理運営事業、事業費１

億１，３２０万８，０００円で、その内訳は、ホール部門は９，８６６万９，０００円、

図書館部門に１，４５３万９，０００円で、ホールの運営管理に要します経費を床面積

により案分し計上するものであります。２．ホール施設使用料収入の受入れ、使用料収

入では２，４０９万６，０００円で、ホールの各施設の使用料収入であります。内訳に

つきましては、１２ページに記載いたしております。 

 以上が、平成１７年度の事業計画であります。 

 次に、１７年度収支予算につきまして、その概要を７ページに、収支予算書総括表に

前年度と比較し、変動の大きい項目を取り上げご説明させていただきます。 

 当期収入合計予算額１億５，９９０万４，０００円で、前年度と比較して９４４万７，

０００円の減となっています。この主なものは、事業収入と使用料収入で、予算額３，

７４２万１，０００円、前年度と比較して５５７万６，０００円の減となっています。

主に自主事業の事業費の減により、入場券販売収入が減額となっています。 



 受託事業収入は、施設管理受託事業収入とホールで開催されます事業の委託を受けた

受託事業収入で、予算額１億１，４８３万２，０００円で、前年度と比較して７８万６ 

，０００円の減となっています。主に施設管理受託事業の事業費の減によるものです。 

 補助金等収入、６３６万６，０００円。前年度と比較して３１３万４，０００円の減 

となっています。これは、財団の運営補助及び文化活動事業補助の減によるものです。 

 次に、支出の部につきまして、当期支出合計１億５，９９０万４，０００円で、前年

度と比較して９４４万７，０００円の減となっています。この主なものは、自主事業費

予算額２，２２７万円、前年度と比較して８０６万円の減となっています。これは、大

ホールで開催する公演、事業等の減によるものです。 

 施設管理運営費は、いかるがホールの維持管理運営費で、予算額１億１，３２０万８，

０００円。前年度と比較して１０１万円の減。これは、各経費を節減させたことによる

ものであります。 

 管理費は、財団役員にかかります報償費で、予算額４６万７，０００円、前年度と比

較して３４万円の減。これにつきましては、財団役員の報酬の改正により減額したこと

によるものです。 

 なお、収支予算書につきましては、予算に関する説明書を提出いたしておりますので、

よろしくお願いいたします。 

 以上、簡単でございますが、平成１７年度斑鳩町文化振興財団事業計画の報告とさせ

ていただきます。 

 なお、本報告議案につきましては、去る２月１６日開催の財団法人斑鳩町文化振興財

団理事会におきましてご承認を得ておりますことをご報告申し上げますと共に、当日の

理事会の会議録を議会事務局に提出いたしておりますことを申し添えさせていただきま

して、報告第４号 平成１７年度斑鳩町文化振興財団事業計画の報告を終わらさせてい

ただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（浅井正八君）  報告が終わりました。本件について質疑をお受けいたします。こ 

れをもって質疑を終結いたします。 

 報告第４号 平成１７年度斑鳩町文化振興財団事業計画の報告についてを終わります。 

 続いて、日程４７、報告第５号 平成１６年度斑鳩町土地開発公社事業計画の変更

（第３号）及び平成１７年度斑鳩町土地開発公社事業計画の報告についてを議題といた

します。 



 お諮りいたします。本案については、会議規則第３９条第２項の規定により、委員会

付託を省略することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅井正八君）  異議なしと認めます。よって報告第５号については、委員会付託 

を省略いたします。 

 理事者の報告を求めます。藤原企画財政課長。 

○企画財政課長（藤原伸宏君） それでは、まず議案書を朗読させていただきます。 

 報告第５号 

     平成１６年度斑鳩町土地開発公社事業計画の変更（第３号）及び 

     平成１７年度斑鳩町土地開発公社事業計画の報告について                                                               

 標記について、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、別紙のとおり提出し、

議会の議決を求めます。 

 平成１７年３月２日 提出 

                            斑鳩町長 小城利重 

 それでは、初めに、平成１６年度斑鳩町土地開発公社事業計画の変更（第３号）につ

いてご説明を申し上げます。 

 変更予算書（第３号）の１０ページをお開きいただきたいと存じます。 

 今回の変更の内容でございますが、処分事業としまして、都市計画道路代替用地処分

に１，１６７万７，０００円を追加しております。これは、法隆寺線に係る都市計画道

路事業用地取得に当たりまして、地権者との交渉がまとまりましたので、これにあわせ

龍田南３丁目の代替用地を処分することとしたものでございます。なお、取得事業につ

きましては、変更はございません。 

 次に、２ページをお開きいただきたいと存じます。 

 第１表、収益的収入及び支出予算でございます。 

 収入では、事業収益、公有地取得事業収益で、既定予定額２億４，８６３万９，００

０円に１，１６７万７，０００を増額し、２億６，０３１万６，０００円とし、一方支

出では、事業原価、公有地取得事業原価で、既定予定額２億９，８８３万１，０００円

に１，１６７万７，０００円を増額し、３億１，０５０万８，０００円とするものでご

ざいます。 

 次に、３ページの第２表、資本的収入及び支出予算でございますが、収入に変更はな



く、支出では、資本的支出のうち借入金償還金で、変更予定額１，１６５万３，０００

円を増額し、２億４６５万３，０００円とするものでございます。 

 ４ページ以降には、資金計画書等をお示ししておりますので、また後ほどご参照いた

だければと存じます。 

 それでは、１ページにお戻りいただきたいと思います。朗読をもちまして説明にかえ

させていただきます。 

      平成１６年度斑鳩町土地開発公社事業変更予算（第３号） 

（総則） 

第１条 平成１６年度斑鳩町土地開発公社事業変更予算（第３号）は、次に定めるとこ

    ろによる。 

（収益的収入及び支出） 

第２条 既定の収益的収入及び支出の予定額を次のとおり変更する。 

収益的収入 既定予定額２億４，８６５万９，０００円、変更予定額１，１６

７万７，０００円、合計３億１，０５２万８，０００円。 

収益的支出 既定予定額２億９，８９３万１，０００円、変更予定額１，１６

７万７，０００円、合計３億１，０６０万８，０００円。 

２ 収益的収入及び支出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表収 

益的収入及び支出予算」による。 

（資本的収入及び支出） 

第３条 既定の資本的支出の予定額を次のとおり変更する。（資本的収入額が資本的支出 

額に対して不足する額２億６，５１５万２，０００円は、当年度分損益勘定留保

資金２億６，５１５万２，０００円で補てんするものとする。） 

資本的収入は変更はございません。 

資本的支出 既定予定額１１億３，２７４万３，０００円、変更予定額１，１６

７万７，０００円、合計１１億４，４４２万円。 

２ 資本的収入及び支出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第２表資本 

的収入及び支出予算」による。 

                         平成１７年２月１５日 

                             斑鳩町土地開発公社                      

                               理事長 小城利重 



 それでは、続きまして、平成１７年度の斑鳩町土地開発公社事業計画の報告につきま

してご説明申し上げます。 

 平成１７年度斑鳩町土地開発公社予算書をご覧いただきたい存じます。 

 まず、予算書の１１ページをご覧いただきたいと存じます。 

 まず、１１ページの取得事業からご説明をさせていただきます。 

 法隆寺線に係る都市計画道路事業用地取得としまして、残事業分の２億３，６０４万

５，０００円を計上いたしております。 

 法隆寺駅周辺整備事業用地取得につきましては、駅の北側と南側でそれぞれ用地取得

を考えておりまして、現在、地権者との交渉を進めているところでございますが、引き

続き交渉を継続していきたく、２億１，３４４万円を計上いたしました。 

 次に、道路新設改良事業用地取得といたしましては、神南３丁目地内道路で、１，９

１０万円、町道５０１号線の６メーター計画道路で、４，３００万円を計上いたしまし

た。 

 次に、（仮称）総合福祉会館事業用地取得としまして、２億３，０７９万４，０００

円を計上いたしております。当事業につきましては、早期実現に向けて用地取得を進め

ているところではございますが、引き続き努力していきたいと考えておるところでござ

います。 

 次に、１０ページにお戻りいただきたいと思います。処分事業につきましてご説明を

申し上げます。 

 まず、都市計画道路事業用地処分でございます。これは、法隆寺線に係ります都市計

画道路事業用地処分として９，１０６万７，０００円を計上いたしました。 

 法隆寺駅周辺整備事業用地処分では、先ほどの取得予定の用地を、平成１７年度から

１９年度の３カ年間で処分をする予定をしております。なお、既に保有をしております 

暫定植栽広場につきましては、平成１９年度で処分してまいりたいと考えております。 

 次に、道路新設改良事業用地処分でございますが、まず神南３丁目地内道路につきま

しては、平成１７年度、１８年度の２カ年で、また幸前１丁目地内道路につきましては、

平成１７年度からの３カ年、また町道５０１号線の６メーター計画道路につきまして 

は、平成１８年度でそれぞれ事業の進捗とあわせまして処分する予定をしております。 

 次に、（仮称）総合福祉会館事業用地につきましては、平成１８年度の処分を計画し

ております。 



 町単独土地改良事業地につきましては、平成１７年度からの３カ年間で処分すること

といたしております。 

 次に、史跡中宮寺跡整備事業用地につきましては、平成１７年度において１億９，４

９１万８，０００円で処分をすることといたしております。 

 次に、土地開発公社の経営健全化を図るため、まず歩道用地につきまして、平成１７

年度で町に処分することといたしました。処分予定額は、簿価で１７７万５，０００円

となっております。 

 また、経営健全化のもう一つの方策といたしまして、当面処分見込みのない都市計画

道路代替用地及びその他の代替用地につきまして、平成１７年度からの５カ年間で計画

的に売却処分していきたいと考えており、平成１７年度では１億４，４１６万９，００

０円を、そして１８年度では２億５，７６６万４，０００円をそれぞれ簿価で計上いた

しております。この処分につきましては、一般競争入札により売却を行いたいと考えて

おりまして、その売却に伴い損失が生じることが見込まれますので、一般会計からの損

失補てんを講じてまいりたいと考えておるところでございます。これにつきましては、

処分額が確定をいたしましたら、公社の事業計画の変更、あるいは一般会計予算の補正

を行いまして、特別利益、あるいは損失補てんの提示をしていきたいと考えております

ので、どうかよろしくお願い申し上げます。 

 それでは、２ページをご覧いただきたいと思います。 

 第１表、収益的収入及び支出予算でございます。 

 まず、収入では、事業収益、公有地取得事業収益で５億６７万９，０００円、事業外

収益、受取利息で１万円、雑収益で１万円の合計５億６９万９，０００円でございます。 

 支出では、事業原価、公有地取得事業原価で５億６７万９，０００円、一般管理費で

１０万円の合計５億７７万９，０００円でございます。 

 次に、３ページの第２表、資本的収入及び支出予算をご覧ください。 

 収入では、資本的収入、借入金で７億９，４８２万３，０００円、支出では、資本的

支出で、公有地取得事業費が７億６，７８２万３，０００円、借入金償還金が５億円の

合計１２億６，７８２万３，０００円でございます。 

 それでは、１ページにお戻りいただきたいと存じます。朗読をもちまして説明とかえ

させていただきます。 

           平成１７年度斑鳩町土地開発公社予算 



（総則） 

第１条 平成１７年度斑鳩町土地開発公社の予算は、次に定めるところによる。 

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

１．都市計画道路事業用地取得及び処分 

２．法隆寺駅周辺整備事業用地取得及び処分 

３．道路新設改良事業用地取得及び処分 

４．（仮称）総合福祉会館事業用地取得 

５．町単独土地改良事業用地処分 

６．史跡中宮寺跡整備事業用地処分 

７．歩道用地処分 

８．都市計画道路代替用地処分 

（収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額を次のとおり定める。 

収益的収入 ５億０，０６９万９，０００円 

収益的支出 ５億０，０７７万９，０００円 

２ 収益的収入及び支出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表収 

益的収入及び支出予算」による。 

（資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額を次のとおり定める。（資本的収入額が資本的支出 

額に対して不足する額４億７，３００万円は、当年度分損益勘定留保資金４億７，

３００万円で補てんするものとする。） 

資本的収入 ７億９，４８２万３，０００円 

資本的支出 １２億６，７８２万３，０００円 

２ 資本的収入及び支出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第２表資本 

的収入及び支出予算」による。 

（借入金の限度額） 

第５条 借入金の限度額は、３０億円と定める。 

２ 前項の限度額のうち、本事業年度において借入を行わなかった金額は、翌年度事 

業に繰り越して借入することができる。 



（予算の弾力条項） 

第６条 公有地売却の増加によって、収益的収入予算の款・事業収益、項・公有地取得事 

業収益の予算額を上回って収入された場合は、その上回って収入された金額の範

囲内において資本的支出予算の款・資本的支出、項・借入金償還金の予算額を上

回って支出することができる。 

                         平成１７年２月１５日 

                             斑鳩町土地開発公社                      

                               理事長 小城利重 

 以上、簡単ではございますが、報告第５号 平成１６年度斑鳩町土地開発公社事業計

画の変更（第３号）及び平成１７年度斑鳩町土地開発公社事業計画の報告についてのご

説明とさせていただきます。何とぞよろしくご了承賜りますようお願いを申し上げます。 

○議長（浅井正八君） 報告が終わりました。本件について質疑をお受けいたします。７ 

番、小野議員。 

○７番（小野隆雄君） ただいま説明を受けたんですが、色々議案というんですか、報告 

書のことで色々あると思うんですが、まず、取得されている土地というんですかね、今

後処分をされていく計画の土地、既に公社の土地になっている、それらについての位置

的なことも、ちょっと図面をつけていただきたいな。でないと、どの土地をどういう具

合にして処分されるのかなということで、１７年度の予算書の中での取得予定、これは

色々ありますので、これは伏せてもろうて結構ですが、既に１７年度事業としての処分

を予定されている、これらの土地については、どのあたりというんかね、それらについ

ても付けていただいても大丈夫かなと思いますねけど、この点どうなんですかね。 

○議長（浅井正八君）  藤原企画財政課長。 

○企画財政課長（藤原伸宏君） 処分予定の土地等につきまして、位置図をつけてはどう 

かとのご質問でございますけれども、確かにこれだけの資料ではご理解を得られないと

いうふうに思いますので、出来ればわかりやすい資料という形で検討させていただきた

いと思います。 

○議長（浅井正八君）  ７番、小野議員。 

○７番（小野隆雄君） さきの総務委員会でも、この件じゃないんですが、色々な今後の 

計画についての図面でどの場所やというようなことを付けてもらいたい。委員会からの

要望もあったと思うんです。何のために事前に委員会をやっているかというたら、やは



りこれらの本会議での議案書をつくる時に参考にしていただきたい、そういう思いで議

員もみんな色々意見を言わせてもらっていると思うんですが、この点について全く考え

ておられないように思いますが、そういったところであるんですが、例えば最近事業計

画なんか見させていただいていて、ちょっと疑問に思いながら過ごしてきたこともある

んです。それは、今まで土地開発公社の事業としては、代替用地とか事業用地について

も、町の事業用地は少なかったと思うんですが、最近、例えば道路新設改良事業用地と

か、そういうのがたくさん取得されて、また処分されるんですが、当然、今度１７年度

の事業計画書に上げられております道路新設改良事業用地処分の予定されているこれら

の土地については、所有権はどのようになっていますか。 

○議長（浅井正八君）  藤原企画財政課長。 

○企画財政課長（藤原伸宏君） 基本的には、町からの依頼の分につきましては、斑鳩町 

に名義を移しております。 

○議長（浅井正八君）  ７番、小野議員。 

○７番（小野隆雄君） ということは、これらの土地はすべて町の土地であって、別法人 

である開発公社の土地ではないということで、登記名もそうなっていると理解してよろ

しいですか。 

○議長（浅井正八君）  藤原企画財政課長。 

○企画財政課長（藤原伸宏君） 申しわけございません、言葉足らずで。いわゆる過去に 

都市計画道路代替用地等として取得いたしましたものにつきましては、それぞれ斑鳩町

土地開発公社の所有名義となっております。この、正確な年数は忘れたんですけども、

ここ数年、５、６年といいますか、それぐらいからの事業用地につきましては、斑鳩町

からの取得依頼を受けまして、取得した際斑鳩町に所有権を移転しているということで

す。 

○議長（浅井正八君）  ７番、小野議員。 

○７番（小野隆雄君） ちょっと時間延長してくれますか。ちょっと長うなると思います 

。この話はちょっとはっきりしてもろうときたい。 

○議長（浅井正八君）  ここで、１８時まで会議時間を延長いたします。７番、小野議員 

。 

○７番（小野隆雄君） 課長、今、私聞いているのは、土地開発公社、これは別法人です 

ね。町と違いますね。町と違うんですね。理事長は町長の小城利重。理事も町の職員や。



同じように思われているんじゃないかなと、私は不思議に思うんですよ。別法人。だか

ら、処分行為をするのには、自分の土地、土地開発公社の土地になってあるから処分事

業として出来るんです。それを、１７年度の事業計画の説明の中で、３段目ですか、道

路新設改良事業用地処分、これは処分する相手は斑鳩町なんですね。この土地は、そし

たら、今、所有権はどうなっているんですかと私は聞いとる。それが斑鳩町であったら、

開発公社はどういう形でそれが出来るんですか。 

○議長（浅井正八君）  藤原企画財政課長。 

○企画財政課長（藤原伸宏君） この公社の土地の取得の仕方ということにかかわってま 

いるわけでございますけれども、従来斑鳩町が公社に対して取得を依頼した場合、おっ

しゃるように、土地開発公社に所有権を一度移し、なおかつ斑鳩町が再取得をする際に

斑鳩町に所有権を移すという経緯もございます。 

 ここ数年は、斑鳩町と土地開発公社の間で協定書を締結いたしまして、この取得の仕

方について一定の整理をいたしました。その中で、いわゆる土地開発公社の役割と町の

役割ということを明確に区分をいたしております。例を挙げて申し上げますと、実際の

用地交渉に当たるのは事業担当課であり、公社につきましてはその資金の手当てをする、

こういうふうな協定をしております。そういった中で、町からの取得に当たった土地に

つきましては、斑鳩町に所有権を移しているということでございます。 

○議長（浅井正八君）  ７番、小野議員。 

○７番（小野隆雄君） 平成１１年に、６月ですかね、そういう協定書があるということ 

は私も最近知りました。それで、なぜそういう協定書を組んでやっているかということ

なんです。私は、今、あえてこういう質問をしているかというのは、先だっての龍田西

８丁目の代替用地の処分のことについて、１，８００万という税金が無駄使いされた。

それはなぜかということ。そういうややこしい考えでいってますから、例えば今後処分

事業計画の説明の中にあります歩道用地処分、これの取得されたんはいつで、土地が幾

らだったんですか。 

○議長（浅井正八君）  藤原企画財政課長。 

○企画財政課長（藤原伸宏君） 歩道用地につきましては、取得時の用地費は１１１万９ 

，２５０円でございます。これは１６年度末の見込みでございますけれども、諸経費が

２０万４，３４０円、支払い利息につきましては４３万１，３４６円ということで、合

わせまして１７５万４，９３６円でございます。 



○議長（浅井正八君）  ７番、小野議員。 

○７番（小野隆雄君） それで、取得された時、何年やったのかということと、それと取 

得された時点で、歩道用地として取得されていてるんだったら、なぜその時に処分され

てなかったのか、このこともあわせてお聞きしたいと思います。 

○議長（浅井正八君）  藤原企画財政課長。 

○企画財政課長（藤原伸宏君） 取得年度は、昭和５６年度でございます。 

 この歩道用地につきましては、いわゆる都市計画道路法隆寺線の区域に当たっており

まして、将来的に、法隆寺線の整備をされる際に歩道用地として町に処分をするという

予定の土地でございました。そういった事情がございまして、これまで土地開発公社で

保有をしておった次第でございます。 

○議長（浅井正八君）  ７番、小野議員。 

○７番（小野隆雄君） そういう土地をなぜもっと早く清算出来ないのか、こういうこと 

もあるんです。だから、議案説明の中で、また事前の総務委員会でも課長から説明され

てました。経営健全化、今、それをやろうとされているんです。だけど、なぜそういう

ことで、このこともその時に町へ処分しておいたら、今、簿価、何ぼですかね、６０万

から７０万ぐらいの経費、それが要らないでしょう。だから、以前にも言うてるように、

龍田西８丁目のあの物件について、なぜ道路としての形状があったのに町へ処分してお

かなかったのか。それは、開発公社としては、それで、簿価で町へ処分しているんだか

ら経営健全化になる。だけど、その分税金で補うとるんですよ。その意味がどうしてま

だわからないんですか。もっと気合入れてやってもらわな、この時も、売却損につきま

しては一般会計からの損失補てんを講じてまいりたいと、当たり前ですわ、講じやない

けないんでしょう。だけど、これはどっからの金なんですか。一般会計から持ってはい

るということ。もっとしっかりしたあれを持ってもらわないかんと思う。その意味でも、

こういう説明の仕方ではまずいと思う。 

 理事会、そこで皆、考えてみたら、開発公社の理事会で皆さんわかっているからそし

てやれるんかどうかわかりませんけど、これ住民の目から見て、なぜそこまでせないか

んのか、そういうことになってくると思う。その点についてどうなんですかね。もっと

真剣になってしっかりとした経営の健全化対策をやっていかなければ、一般会計から補

うていく分については限度があります。そのことも含めてどのように考えておられるの

か、言うてほしい。 



○議長（浅井正八君）  藤原企画財政課長。 

○企画財政課長（藤原伸宏君） おっしゃるように、土地開発公社の経営の状況、全国的 

なものでございますけれども、非常に悪化してきておると。それには様々な原因もござ

います。ただ、そういった中で、今反省すべきは、やはり土地開発公社がこういう経営

を余儀なくされているのかということについては、謙虚に反省をしてまいらなきゃなら

ないと。その上に立って、今後、経営健全化計画を進める中で、土地開発公社のあり方

そのものにつきましてもシビアに見ていかなきゃならないと思っております。 

○議長（浅井正八君）  ７番、小野議員。 

○７番（小野隆雄君） そういった意味で、事業用地を開発公社で取得するんだったら、 

公拡法に基づいて取得するんだったら、なぜ開発公社の名前にしとかないということも

あるんです。それは、事業用地だから直買いするんだというような形でするんだったら、

今これらの土地斑鳩町の所有なんですよ。登記名、斑鳩町なんですよ。開発公社の土地

違うんですよ。だから、そういうややこしいことをなぜあえてするんかと。１１年の時

の協定書につきましては、色々な理由があったと思う、６月に。法隆寺線の事業を展開

していく上での苦肉の策だと。それを普通の一般道路のこういうとこまで持って入るの

はおかしいと思う。必ずそれは是正してもらいたい、そのように思うんですが、いや、

そうじゃなくて、この形がやはり住民にとってもわかりやすくて、経費も節減出来るん

やと、町の財政的にもその方がいいんだと、そういう理由があるんだったら説明してく

ださい。そして、私はそのことを理解出来たら、こういう形をとっていただいても結構

です。 

○議長（浅井正八君）  植村総務部長。 

○総務部長（植村哲男君） ただいま財政課長の方から色々答弁をさせていただきました 

けども、いずれにいたしましても本来は取得をした公社の方で登記をつけて、それで依

頼のあった、最終町の方へ売却した時に町の方の名義にするというのは基本でございま

すけども、平成１１年に協定いたしましたことにつきましては、その時の色々な理由が

あったと思いますけども、その内容については、再度検討いたしまして、いわゆる是正

していかなければならないものは是正していただくということで、検討にさせていただ

くということでご理解のほどお願い申し上げます。 

○議長（浅井正八君）  ７番、小野議員。 

○７番（小野隆雄君） 私も、財政的なことはわかりませんし、色々なことがわからない 



んです。ただ、１１年６月にそうして協定された、それは意味があったと思うんです。

それは私は思うのは、あくまでも法隆寺線の進めていく、事業展開をしていく上で必要

やったから、当時の開発公社の中で議論されて、町との間での協定をつくられたんです。

それが最近になってきて、このような、次年度にすぐにかかるような用地買収について

も、それに当てはめていっておられる、なぜかしらん。だから、そこに理由があるんだ

ったら言うてください。ただし、そういうことはやはり不透明になってくる。まして、

色々の開発公社の内部的なことも、議員としてはどうのこうの言えないんですね。理事

会の方にも物が言えない。こういう時をつかまえて話をするだけなんです。だから、そ

れらがもっとはっきりわかるようにしてもらいたい。そのようにまた重ねてお願いしま

す。 

○議長（浅井正八君）  １４番、里川議員。 

○１４番（里川宜志子君） 私も小野議員がおっしゃったように、わかりやすい地図など 

やっぱりつけていただけたらなというふうには思っております。 

 そして、１つ、この事業計画見せていただく前に、先に土地開発公社の経営健全化に

関する計画というのを委員会の方へも資料として提出されてましたので、見させていた

だいてました。この中で、処分予定年度では１７年、１８年度にかけて、民間への売却

という考え方も示されているし、そして民間への売却処分に合わせて損失補てん措置、

その際に生じる差損については一般財源で補てんするんだということが明確にされてま

すし、これまでもそういった差損というのは出てきてて、その額の大きさについては私

たちも非常に驚くような数字で、これまで色々町には気をつけてくださいというような

ことでお願いをしてきた経過があるんですね。こういった計画も出される中で、１７年、

１８年で民間への売却もあるというような方針があるというようなこともある中で私た

ちはこの事業計画書を見させてもらったりしているわけなんですが、私も素人ですので

余り詳しいことはよくわからないんですが、そういった私たちが色々なことを検討する

時に検討しやすい資料というものを担当の方ではぜひとも出していただきたい。そして、

この差損が大きければ大きいほど私たちも全体の財政をきちっと考えていかなければな

らないというふうに私たちも真剣に考えてますので、担当の方もそういった私たちの思

いを受けとめていただきまして、わかりやすい資料を提出いただけるようにぜひお願い

をしておきたいと思います。いかがでしょうか。 

○議長（浅井正八君）  藤原企画財政課長。 



○企画財政課長（藤原伸宏君） 先ほど小野議員さんのご質問にもお答えしましたように 

、わかりやすい資料ということで検討をさせていただきたいと思います。 

○議長（浅井正八君）  ほか、ございますか。これをもって質疑を終結いたします。 

 報告第５号 平成１６年度斑鳩町土地開発公社事業計画の変更（第３号）及び平成１

７年度斑鳩町土地開発公社事業計画の報告についてを終わります。 

  以上をもちまして本日の議事日程はすべて終了いたしました。 

 明３日から６日まで休会、７日は午前９時から一般質問を予定しておりますので、定

刻にご参集をお願いいたします。 

 本日はこれをもって散会いたします。どうもありがとうございました。 

         （午後５時００分 散会） 

 

 

 

 

 


